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1. はじめに
榎本武揚は，外務大臣の在任中においてできる限り自己の意図する殖民移住政策の実施
に努力を傾けた。ところがこの世界的視野に立った移住政策の真意を計り兼ね，言論界を
始めとし，政府内においても，常に反対の立場に立たされることになる。しかし念願の殖
民移住計画のため立案したことは，すべて実行に移すことができた。その主なものは外務
官房に移民課の設置， メキシコ領事館の開設，民間にたいしては日本吉佐移民会社の設
立，その他移住する地域の探究，貿易関係商品の収集であった。そして移住を指向するメ
キシコヘの準備を調えることであり，これに対しては，メキシコ領事館の新設と，移住事
業に熱心である藤田敏郎領事代理の派遣であり，加えて現地に民間専門家の調査団を派遣
して移住適地を決定することであった。これらの移住関係事業は順調に進行していったよ
うにみえるが，政府内，および議会内，あるいは外部からの反対意見が多くあり，彼の意
図する計画を十分に実行し，その成果を発揮することができなかったのである。
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そのため榎本殖民が失敗に終わった原因の一つに，現地調査の経費が充分でないことか
ら「現地調査の不足」をあげているものがある。しかし榎本武揚の殖民のための現地調査
の過程をたどってみると，当時の政治状勢と出稼移民の人たちの殖民への理解状況から，
政府予算によって殖民探検費を支出させることは容易なことではなかった。とくに緊縮財
政を唱える松方財政のなかで，持論を展開するための新規の予算を獲得することには，多
くの反対があったのである。明治24(1890)年8月8日に外務大臣に就任した榎本武揚
は，持論であった殖民移住を実施するため，政府内の反対を押し切って外務官房内に移民
課を設置し，腹心の部下である通商局長に就任した安藤太郎を移民課長と兼任させること
にした。そして前稿で述べた如く，殖民移住に際しては，事前調査のために「現地調査」
を実施する必要から，まず「殖民地探検費」として予算を獲得することであった。ところ
が宏大な殖民調査の実施計画を発表することすら，当時の政治状勢からでは，公表するこ
とすらはばかれたのであり，外務省の機密費をもって充当することで実施することが脳裏
にあったのであろう。そのためここでは，当時の現地調査に対する情報収集への意見につ
いて，現地に出発するまでの過程における問題をここでとりあげることが必要になってく
る。予算審議の過程を通じて，移民関係の現地調査がどのような過程で実施されるにいた
ったかを検討することにしたい。その関係文書は，外務省外交史料館に所蔵されているの
で，この関係文書を中心に取扱い，あわせて新聞・雑誌などに散見する記事の援用をまっ
て，移住調査の実施過程を明らかにすることにしたい。
2. 榎本武揚の殖民意見書
榎本武揚は，外務大臣就任以前に於いてどのように殖民に対して意見をもっていたかに
ついては，遥かにロシアから友人山口提雲宛の書翰にみられるが，その後，政府内におい
てどのように発言していったかについては，充分，明らかにされていない。
さて通商条約の締結後においても，メキシコからは労働者の寡集にきているが；その多
くには，雇傭条件において問題があった。外務大臣青木周蔵は，これに対してあくまで現
地に領事館が開設していないため，労働者の保護にあたれないこと，移民地についての調
査が充分でないとの理由から，すべての移民を拒否することにし，移民募集に応じること
はなかった。しかし世間一般では，貧民対策の一環としてこれらの移民の就業を援けるも
のとみており，このような募集に対して，非常に好意的であり， 「其賃銀は一日ー弗より
二弗を与えるといへば実に貧民の一大活路なるべし」という判断を下していた丸
現実には，メキシコとの国交が開かれてくると，移民の募集をわが国に求めてくること
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が多くなった。・とくにメキシコの東南部の最狭地に，両洋横断のテファンテペック鉄道が
敷設されることになり，その事業を進めていたサルファード・マローが，代理人フォーゲ
ルを派遣せしめて，鉄道工夫の募集に来朝している。そのとき榎本武揚は，この事業に関
連してつぎのような殖民意見書を内閣員の手元に回付したとい I) う。この意見書は， 『朝
野新聞」に掲載されたものであるが，まず全文を掲げることにする。
殖民意見書
五州を歴遊するに到る処皆西入の栖息せざるはなし，壮哉と謂ふべし，其故を原ぬる
に他なし，渠れ夙に殖民の要を認め人に先つて鞭を着せし結果に外ならず，蓋殖民の
要二あり，ーは経済に属し，ーは政略に属す，而して其国家を利するやーなり，夫の
人口と地積の権衡に基きて見を立るものは単に経済上に属し，国民をして固晒の見を
破り利源を海外に探りてー局面に区々たらしめざるは更に政略上に属す，此二者我邦
の現今と将来に向つて共に其必要を覚ふ，請ふ先づ次の二例を挙げて以て之を証せ
ん，夫れ我邦は古より農を以て国を立て士肥へ雨足ると称すれども，試に今新に開墾
に従事する者を見よ，概ね七年後に至り漸く年五六朱の純益あるを以て例とすべきに
あらずや，然るに目下我人民の雇はれて布畦国甘庶耕地に在る者は毎月一人十五弗の
給銀を額し，而して毎月約ね七弗を貯蓄す目下其数一万余人に達せしを以て毎年約ね
七十余万円の金を本国に輸送するは当局者の知る所なり，試に問ふ我国開墾に従事す
る者能＜斯る給銀を農夫に給し得べきや，否又問ふ我邦の小作人にして毎月能く六七
円の貯蓄を為し得る者ありや，否斯れば我邦農業の利は布畦国甘庶耕地に遠く及ざる
を証すべし是故に我邦細民の為に家計の豊を計らば本土に力耕せんより彼地に移るを
以て得策とする，将た我邦目今一般の急務は殊に殖産興業を以て民力を養ふに在りて
夫の政略理論の如き不生産的の事業に貴重の時日を徒費すべきにあらず，今若し真の
布志者奮起して我純良なる農民数万人に新料源を海外に得せしめば，忽ち相率いて彼
岸に到り以て遂に新日本を天の一方に創立する機あるべし，是れ決して夢想にあらざ
るなり。殖民の要は，大率是の如しと雖も之を実施するは易事にあらず， 先づ第一
殖民会社なる者を創立し之が資金を募らざる可からず，第二何の国を以て最も我殖民
に適当とすぺきやを究めざるべからず，而して第一を以て最も難しとす，今仮に我民
一万人を最近米国の埠頭に送るに少くも毎額五十円を要すべきに付，殖民会社は荀も
三十万円乃至五十万円の資本を備へざる可らず，斯る資金を農業の収獲より戻入るる
1) 「朝日新聞』第4992号 明治23年5月30日第3面第2段 0貧民の一大活路
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と聴かば予て農業は薄利なりと臆断せる我邦人は入社する者あらざるべきも深く怖む
に足らざるなり
然るに予が聞く所を以てすれば，．目下幸いに前二者相抱合して本来の目的（即ち殖民）
を達し得べき機会あるに似たり，墨是班国テファンテペック（地名）鉄道の敷設事業
是なり，此鉄道は墨是奸湾と太平海を聯絡するの一線路にして其距離大約我七十五里
に過ぎざる可し，墨是班政府は数年来該鉄道を布設せんと計画したりしも，資本家を
見出す能はざりしが，目今は大統領ジャス氏の治声漸く内外の信用を繋ぎ，遂に昨年
を以て独逸国より二百七十万ボンドステルリングの資金を募り得たり，而して墨是班
の豪商サルファドル・マローなる者該鉄道布設の請負人となり，現に三千人の役夫を
発して工事に着手し，猶数多の役夫を要するを以てサルファドル・マロー氏は，我日
本人を雇入れん為め，全権委員フォーゲル氏なる者を横浜に出張せしめたり，フォー
ゲル氏は数月前神奈川県庁に書を致して，我役夫八千乃至一万人を募集することを請
願せしが，外務省は別に考ふる所ありて其挙を拒めりと云ふ，爾後フォーゲル氏は数
次余を訪ひ来り必らず自家負担の目的を達せんと尽力せり，同氏は頻に本邦人民が自
ら殖民会社を創立して役夫を供給せんことを希望し，之に対して彼国鉄道会社（即ち
サルファドル・マロー氏の会社也）より，大約左の約束を結ばんと書面を以て申出た
り
78 
ー，役夫はテファンテペク鉄道工事に用ふる者にて一日十時間労働する事
ー，尋常の役夫一日の給銀七十五銭の事
但神奈川県庁へ出せし書面には此給銀六十銭なり
ー，尋常の役夫三十人を以て一組とし毎組小頭一人を置き其給銀は一日一弗より少
からざる事
ー，役夫一組中に炊夫ー名を置き而して其給銀は役夫と同様の事
，ー 日曜に働くものは雇主と相談して別に給銀を取極むべき事
ー，役夫には小家，薪水及び医師を無代償にて給する事
ー，役夫サリナ・クルズ（墨是野の港名横浜より一直線に着岸の地にして，テフ・ア
ンテペク鉄道の附近に在り）に上陸する日より給銀を受＜る事
ー，役夫は着後各自の住所に赴く為，鉄道又は馬車は無賃にして，需用物品の運賃
も亦同じく無賃の事；或は役夫の中帰国する者ある時は，サリナ・クルズまで
は自身も需用荷物も共に無賃の事
ー，役夫は毎月八百人乃至一千人づつ鉄道会社の傭用船にて出帆するべき事
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右はフォーゲル氏より出せし商議の大要にして，弥々結約するに至らば，猶多少の修
正を要すべし，但し役夫の渡航賃は殖民会社の負担に係るを以て，殖民会社は役夫の
給銀中より毎月若干円を差引かざるへからず
偕殖民会社なるものを組織するに先つて必要なる件は，先づ第一前陳の条約を鉄道会
社に於て正当に履行し得るや否やを槌むる為め，別紙墨是奸政府より相当の保証を得
ざるべからず，余は之が為め別紙甲号をフォーゲル氏に致したるに彼より乙号の答書
を得たり，此答書に拠れば，墨是蒋政府は鉄道工事請負人の私務に関する事柄に対し
て保証するを得ずと拒絶し，モシ日本政府より直接の問合せあらば答ふる所あらんと
の意味判然たり，斯れば予が今より凡そーケ月前に青木外務大臣に向て此件に付我駐
米代理公使に電令して直接に華盛頓駐在の墨公使に掛合はれんことと請求したる返電
を待つの外なし，只だ憾むらくは今まに何たる返電なし2)。
右の外猶ー事予め探知すべきは，テファンテペック地方の気候たる北緯十七度より十
八度に互る熱帯の地たるを以て衛生上の実況如何是なり，フォーゲル氏の言に拠ば鉄
道会社は此鉄道に沿へる両側の地数百万エークル（ーエークルは大約我一千二百坪）
を既に買入れ以て将来地価の騰貴を予測する一事にして其衛生上有害の地たらざるを
証すべしと，然れども是れ未だ以て口に信を措く能はざるに似たり
以上記する所は，専ら鉄道工事の為に役夫を移すに限れる者の如しと雖どもが実は然
らず，即ち此役夫が労力を以て貯蓄せし資金を以て彼等の為同国に於て膏朕の地を買
ひ，若くは同国政府より借受け以て我邦に比すれば数倍有利の農業を興さしむるに在
り，但し右の役夫中には同国に住居するを好まずして帰国する者も必ずあるべしと雖
も，利の在る処は衆の赴く処なるを以て一且有利の殖民事業が我邦東方の彼岸に興る
を見れば，必らず相率いて移住する者あるに至らん
抑も目下我邦民の為め殖民の事業を興すべき適当の地は，南米プラジル国に如く者な
かるべきは地理家及び遊歴家の通論にして，之れに次ぐ者を墨是班国とす，同国は其
面積七十五万英里と称す，故に大約我邦より五倍余の大さなれども其人口に至ては僅
に一千万に満たざるを以て殆んど我が四分ーに過ぎず，故を以て彼政府は他国人の来
2)このテファンテペック鉄道工夫の募集および関係人物については，下記の報告に明ら
かである。
「墨国入「サルバドール・マロー」氏ノ提議二基キ「テファンテペック」地峡鉄道ノ
工夫トシテ本邦労働者ヲ墨国二移住セシシムルノ可否二就キ上申」『珍田領事墨国へ
出張農商工業二関スル取調報告ノ件』（外務省外交史料館）〔3.5.12.1.〕
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住を奨励するに汲々たるは彼国移住民条例に就ても其一班を見るに足れり，将た其国
の気候は土地の高低に由て甚だしき差ありと雖も，全土五分の三は熱帯に位するを以
て甘庶・藍・煙草・椰子•寄非・木綿・ゴム其他有利の菓実草木類よりして暖帯地方
に生長する穀類も亦皆繁殖すと称す，就中太平海沿岸の地方サンプラス，マンゼリラ
等の如きは木綿及ゴム樹等自然に繁茂して恰も雑木の観を作すと云ふ，只惜むらくは
地理学家の記する所に拠に，東西共に沿岸の低地は概ね風土病多くして他国人（重に
欧人を指す）の住居に適せずと，然れども之に反して三千五百尺乃至四千五百尺の高
原に至ては季候極て健康にして各種の農業に適し而して一年平均の暖度は華氏六十四
度に過ずと云ふ，此他地味物産政治風俗等の詳細に至ては姦に贅せず
客歳桑港の土地会社は，本邦人石神国太郎なる者に托して墨是寄国内既成未成の開墾
地併せて数百万エークル売却の周旋を我邦に計れり，石神なる者は幼より米国に遊び
墨是好国も一覧せし者にて，其の売地の図面並に所産物等の詳記を携帯し来て現に東
京に在り，彼は我人民を此新地に移住せしむるに熱心なりと雖も，未だ相当の手段を
得ざるを以て過般来余に就て教を乞へり，余は彼の齋らし来れる書類を閲読せしむる
に，頗る偉大の事業に属するを認めり叫 又仏人サルターレル氏（東京地学協会会員
にして横浜に住す）は曽て南米諸国を歴訪し，プラジル国に我が人民を繁殖せしむる
の要を起草して我農商務省に送りしことあり，同氏も亦予と同感にして今般テファン
テペク鉄道布設の役夫を我より輸送して以て行々墨是班若＜はプラジルに於て殖民の
．計を為すの極て好機会たるを賛称し，既に数日前に私費を以て墨是寄国実見の為め横
浜を発せり，氏は二三月後に帰来る筈なり
倍前陳の大要を約言せんに，目下単に世間に向て殖民の我邦経済上に必用なるを声言
すとも恐らくは自ら資を卸して会社を設立せんと企つる者は甚だ稀なるべし，殊に近
日南米白露鉱山会社なる者の失敗を知らざる者なければ，所謂□藷同類視する者無き
を保すべからず，故に今利益の目前に在る役夫輸送の事業を殖民会社中に寓し，先づ
以て本社を東京に置き，墨是寄鉄道会社と約を結び，更に支社を各地方に置き，毎月
八百乃至一千人の役夫を募り，其支店に於て渡海費を負担せしめ，凡そ一万人の数に至
って止むを要す，而して役夫は渡海費毎額約ね五十円の前借は役夫領給の日より相当
の利子を附し月賦を以て完請せしむるときは（瞥へば毎月二十二弗の給料中より十弗
3)石神国太郎の事業については，下記の記事を参照のこと。
「朝日新聞」第5266号 明治24年4月15日第2面第4段 0石神氏の壮図
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を差引く），役夫は五六ヶ月を出ずして全給を手にし得べし， 而して渠等は其月給中
より毎月毎額十弗を貯ふるを得べし，然らば則役夫は彼地着後十八ヶ月を経れば一人
に付荀もー百弗即ち一万人にてー百万弗を貯へ得べきを以て之を以て彼地に於て相応
の土地を買ひ若くは以て農商業に従事せば十年を出ざる中に彼地に一個の新日本口村
を創出し得べし，況や此際本邦より各種の目的を以て彼地に移住する者あるを期すべ
きをや，而して彼地の粗造物産を我に輸入し，我は精製若くは各種の需用品を彼地に
輸出せば必ず貿易上の一新路も従て生ずべし，頃日墨是班鉄道会社は前記の社員フォ
ーゲル氏を以て更に次の約条を申出たり，サルファードル・マロー氏は， 日本より来
墨の役夫にして六ヶ月間テファンテペク鉄道工事に従事せし者には，農業に適当する
良地二十五エークル（我十町歩）を次の割合を以て貸渡すべし。
初年度及ニケ年迄 価 賃
第三年目には ーエークル毎に 二十五セント借料
第四年 同 同
第五年 同 同．
第六年 同 七十五セント同
第七年 同 一弗二十五セント同
第八年 同 一弗七十五セント同
第九年 同 二弗二十五セント同
第十年 同 二弗七十五セント同
十ケ年後，即条約済の期に至らば地主と借地人との商厳次第地主は開墾地ーエークル
に付十弗にて売渡すべし，右の開墾地は何れもテファンテペク鉄道に沿へる土地にし
てサルファドル・マロー氏の所有に属す。
又未開地にして，材木又は貴重の材料を産する樹木又は何物たるを問はず，其地に属
する天産物は，其品物の二割五分を地主たるサルファドル・マロー氏に納むるときは
其の余は渾て借地人の有に帰すべし，但し収納物は運搬喪を要せず。
墨是研鉄道会社は至急に役夫を要する趣を以て，一日も早く我殖民会社の設立を希望
し，既に本年八月九月のニケ月中に二千五百乃至三千人の役夫を輸送するに於ては，
渡海費（彼は六十五弗と申出たり）を幾分か減却し，亦殖民会社に向て初度の航海に
は出帆前に五千弗，第二回の船には四千弗，第三回の船には四千弗，第四第五第六回
迄の船には，毎船一千弗即ち其計一万五千弗を給与し，而して其払渡は横浜に在る印
度澳斯答刺利及支那銀行と称する店より出すべしと，書面を以て申越せり。
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以上記する所は， 目下墨是班殖民案の実況なり，予は偏に我国家の為め我人民の為め
此際我政府より墨是寄政府へ直接の問合を為し，更に適当の管理と農学士両三名を撰
＇み一日も早く彼国に派遣し以て殖民案の利害得失果して如何を攻究せられんことを希
望に堪へず，此等の使事は蓋し往復五ヶ月を以て足るべし4¥
と結んでいる。ここでは，二つの文章からなるが，まず前文において，一般に言われてい
る「殖民」の意味について，「経済」と「政略」のあることを分け， ここで必要なものは
前者の「経済」に基づく殖民であり，後者の政略による領土の征服と混同することの誤り
を説いている。そして現在のように，大量にハワイの移民に応じているが，このように外
国人に使われるのではなく，資本と労働を輸出することにより，わが国に富をもたらすよ
うにすべきであるとする。
そして具体的には，一定期間，現地で労働して稼いだ貯金でもって，土地を購入するか
借用して現地に一大農業を興すべきであるとする。現在では，メキシコの東南部に，テフ
ァンテプック鉄道が建設中であり，その役夫をアジアに求めてきている。この事業主につ
いては，充分に調査することをアメリカ，ワシントン駐在のメキシコ大使に問い合わせ中
であるが，現在のところ，何の連絡にも接していない。
ここにおいて榎本武揚は，メキシコからの移民募集に対しての詳細な実施方法を述べて
いるのであるが，実際には募集主体のサルファドル・マローなる人物について全く不明で
あり，詳細な調査を必要とした。この調査報告が末着の段階では，榎本は好意的な申出と
受取り，積極的に移民を勧めている。後のことであるが，在サンフランシスコ領事珍田捨
己，森尾茂助らの現地における鉄道敷設状況視察により，募集の実情が明らかにされるこ
とになる。そのために，榎本の移民会社の設置も，このような意向を踏まえて独自のもの
とするべく計画されることになる。
3. 移民課設置理由
明治24(1890)年8月16日付をもって，外務省官房に移民課が設置され，担当課長は通
商局長の安藤太郎が兼任することとなった。そのとき榎本外務大臣は，移民課を置く理由
について，各新聞に対して，文書を配布し設置理由に理解を求めている。各新聞に掲載す
るとき，内容の細かい部分について指摘されることを恐れたのであろうか，外務大臣から
4) 『朝野新聞』第5062-3号 明治23年8月17,18日第 3,1面第 1-2段 0南米殖民政策，
榎本子爵の意見書
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の聞き書きという前書でもって掲載されている。以下，長文ではあるが，榎本の殖民移住
に対する見解を聞くことのできるものであるので，ここに全文を掲げることにする。
海外殖民の事業は目下内外に対する一大急務なりとす，蓋し外に在ては国民の品位を
改良し，内に在ては社会の生計を補助するは此事業を措て他に其比を見ざるが故な
り，然るに此事業に対し，早く已に異腺を容るゞ者あるを以て其理由を事実に徹して
左に開陳するに先ち，彼の殖民なる称呼に就き，簡単に弁明を下して一般に疑惑を排
除せんと欲するなり
近頃世間の論者が，ーたび殖民局新設の風評を開き，之に反対の論鋒を向けんとする
所以は，概ね皆殖民の字義に拘泥して其意の有る所を解せさるに坐するが如し，蓋し
世の所謂殖民なるものは海外に属地を求むるの意なるを以て，同局新設の挙を評して
或は漫に経躁無謀とする者あり，又は外交上他国の感情を拒害して大事を醸成すべし
と杞憂する者あるに至れり，然るに元来殖民なる語は必ずしも人民を他国に移遷し，
而して後ち其地を挙て之を其本国に隷属せしむるの謂のみに限らずして，海外未開の
地方に於て，永住の目的を以て開拓殖産に従事する為め移植する者，即ち英語にては
Settled_ emigrant定住移民とも唱ふべき者に此語を適用する事其例少からず，而し
て当局者の意も亦之に外ならざるなり，之を要するに殖民なる語は彼の内国の貧民が
外人の資本に依頼して労働の期限を定約し渡航移住する輩．即ちContact・emigrant
定約移民に対して区別したる名称と解釈すべきなり
殖民の解釈如此なれば，使用上奄も忌憚するに足らずと雖ども，従来の因襲又或は誤
解なきを保せざるが故に，暫く定住移民の称を仮りて之を代用し，以て目下其の方法
を講究するの万巳むを得ざる理由を論ぜん，抑も布畦移民の挙起りて以来我国には始
て海外出稼の利益を知り，而して国内生計の途は日に益々塑塞するを以て移民の募集
に応ぜんとする者四方に起れり，然れども布畦の渡航には規約あり，又其需求に定限
あるを以て，彼等は遂に米国桑港を始として英領閣龍比亜の如き凡そ航路の開通せる
地方には渡航募集せざる事なく，而して此輩中には無智の賎民市井の無頼少なからず
して，固より之に方向を示し之に常務を授くる者なきに由り三々五々或は億僕役夫と
なり， 又は博徒兇漢に変じて龍寓漂泊到る処官民の厭悪を来すの報道は爾来日に益
々頻多を加へたりき，然り而して米国政府は近頃移民渡航を制限するの条例を発布せ
り，蓋し其起因する所は下等白人種が亜細亜低格の労働者放逐論に外ならずと雖ど
も，従来米人が一般に在外下等の支那人を嫌悪せしは．彼等が単身独行流寓無常に
して，所謂恒産恒心なきに出たる者にして，此問題たる一国の経済と社会の風儀に
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容易ならざる関係あるが故に，独り米国下民のみならず上流の人士も猶ほ放逐論を主
張して已まざる者は，多年の事実に明徴して知るべきなり，今や在来の我邦人は殆ん
ど此等支那人と同地位に立つの状況なきに非ざるを以て，他日一様の排斥を蒙るに至
らば独り彼等自己の不幸に止らずして，我全国の汚辱たるべきは論を竣たざるぺし，
当局者登に一日も遂に之に処するの弁法を講ぜずして可ならんや。
我邦近来人口は年々・に繁殖し，而して国内之に供するの産業乏しきは世人の通知する
所なり，然るに海外出稼の要地たる対岸の米国は此等貧民の為めに其門戸を鎖し，而
して布畦も亦程なく二万に満んとすべきの移民にて殆んど供給の余地なきが如し，是
時に当て彼等の為めに謀る者，先づ以て墨斯班を始めニカラガ等の中央米洲，又はプ
ラジル地方の如きは，盛し移住着手に適当の地たらん与欠，抑も此等の地方に着眼する
者は敢て土地広漠居民鮮少の一理のみにあらずして，他日ニカラガの地峡ー且疎通
し，若くはテファンテペク鉄道竣功するに至らば，太平洋沿岸の貿易は勿論農工百般
の事業凡て面目を一新すべきを以てなり。
倍我下民を此等地方に移住せしむるに当り，今日に於て取るべき所の方法は大別二途
ありとす，ーば定約移民にして布畦の如く他人の資本に依頼して単に年限を約し服役
せしむるか，又は定住移民にして外国の一地を購求若くは借用して我資本と労力を注
入し，以て此等の下民に恒産を授与するに在る者とす，此論点は区域頗る広澗にして
一言の能＜弁明すべき所にあらずと雖ども，既に前陳の如く亜細亜人種の北米合衆国
に於て排斥せらるるは風俗宗教政略等種々の原因あるべしと雖ども，恒産恒心なきの
一項は抑も又排斥箇条中の重要部分を占むるに似たり，故に今我人民を墨国等の新天
地に移すも若し之をして恒産恒心なき流寓無常の労働者たらしめば，是れ又早晩米国
と一様の嫌忌排斥を蒙る可きや明なり，既に布畦移民の如き両国政府が特別保護の下
に在て十二分に権利特典を享有すべき資格の者と雖ども，猶ほ外人をして日本人は傭
奴人種に外ならずと空想せしむるの嫌なきにあらず，況んや彼の胡人が水草を逐て移
転する如く，到処千百群を為す者尽く外人の指呼に奔走する者たらしめば移民事業の
拡張は徒らに外人の軽侮心を増進するの資材たらんのみ，又単に之れのみならず近頃
世間の一問題たる在外日本醜業婦人の如きも畢莞するに是又恒産なきより生ずる所の
悪弊に帰せざるを得ず，故に設し海外の殖民地に於て女子にも相当の産業を授け以て
誘披勧奨に尽力する者あらば，此等醜業者は仮令ヘ一掃に至らざるも漸次減却すべき
は疑を容れざるべし，之を要するに殖民即ち定住移民の事業たる前記の如く外に在て
は国民の品位を改良し，内に在ては社会の生計を補助する現今の一大急務にして，即
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ち移民課の新設万巳むを得ざる所以なりとす。
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今夫れ殖民事業は内外に対し如此急務なりと雖ども，其果して能く成効の目的あるや
否の一点に至りては固より十分に講究すべきは論を侯たざるが故に，滋に其概要を弁
ぜん，抑も事業の新異に属する者は其の論理如何に精確なるも，其計画如何に緻密な
るも之が利益を予め確証するの前例なきに於ては資力ある者は一概に看て以て冒険投
機の事業と倣し之に反対駁撃を試むるにあらざれば，姑らく袖手傍鍋するを以て一般
の常情なりとす，而して我が所謂殖民事業も亦此常情の範囲を免れずして爾来反対の
弁駁を被ること少からず，就裡其ーニを挙ぐれば，日＜殖民論者が主張する所の墨斯
寄等は気温炎熱にして痺毒人に逼り雨量も亦太だ少なくして種芸に適ぜずと，日く中
央及び南部亜米利加若くは南洋群嶋の如きも白人種が今日迄放棄したる地方たるに遺
利の収拾すべき者あるべき理なし，縦令ひ之有るも着手上蓋し損益不償の事実なきに
非ざるを得んやと．然るに此等の批難に対しては，所謂論より証拠なる前例歴々目前
にあるを以て左に之を開陳して論者の迷を解かん。
抑も布畦移民の事たるや局外者より多少の攻撃を蒙り，曽て世論の一問題たりしにも
拘らず，事跡上に於ては異常の好結果を奏したるは明白なる者にして，即ち其着手以
来の状況を回顧すれば，僅々七箇年に満たずと雖ども，移民渡航の数は歳々増加，遂
に今日に在ては一万五千有余人の多きに達し，而して彼等が爾来労働上所得の金額に
して在郷の家族等に寄送の分と，及び我政府へ貯存を托する者とを合計すれば殆んど
百三十万弗にして，其過半は我邦に輸入せし者なるが，故に一箇年間貨幣の山口広島
其他熊本等の諸県に分送せられたる者は平均十有余万弗の割合たりとす（素より彼地
に食みて），蓋し開闘以来我邦人が赤手此巨額を海外より輸入したるは独り此砂々た
る移民のみにて豪商大買も企て及ばざる所とす，夫れ此の如く鴻益大利の移民事業も
当時に在ては之に反対の論説内外に紛起し，幾度か当局者をして之が着手躊躇せしめ
たりき，今其所説を概挙すれば，日＜布畦は熱帯地にして蛮姻耀霧我邦人の居住すべ
き所に非ざるなりと．日＜布畦の雇主は多く米人にして黒奴使傭の習慣あるが故に支
那人猶ほ其命に堪ざるより，遂に我邦人を懇望するに及びしならん，然らずんば供給
無限の支那人を措て縁故疎遠なる日本人を求むるの理あらんやと，此等の諸説は現今
墨国殖民の計画を駁するの反対論と全く一轍に出るが如くなりし，然るに布畦政府は
百万懇請して已まず，而して我当局者も物議に動かず，断然決行してホノルル府に領
事を新置し，又た之に外交官を兼任せしめ，以て日布両国間の交誼を厚ふすると同時
に我移民の保護を謀らしめたるに，内外の措弁其宜きを得しより当初多少の葛藤も何
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時か消滅して，彼の移民を求むるは年々に増加し，而して我の之に応ずるものは大旱
の雲冤も宵ならず，之を中国に募集すれば九州怨むの状況あるに至れり，而して其所
謂蛮姻撤霧なる者も全く一片の想像説に過ぎずして，其実権に入れば虎列刺は勿論亜
細亜特性の悪疫ーとして流行なき一点に於ても移民安生の程度如何を知るに足る可き
ならん。
掠又無限の支那人を措て日本人を求めたるは，当時布畦人が米人の感情に化せられた
るを第ーとし，低格の賃銀を第二としたる理由にして，深く怪むに足らざるなり，固
より以上の反対説は今日に在ては採るに足らざる俗論として一笑に附するの外なき
も，当時に於ては甲唱へ乙和し殆んと与論を醸成するの勢いありき，是に由て之を観
れば今日世人が墨国等に対し懸念の情あるは盤に往日布国を想像せしと一般の杞憂た
らざるを得んや，然らば即殖民に有志の徒は先づ以て近く布畦の前例に徴し決して今
日区々の物議に拘らず，益々進んで其計画に従事すべきなり 5)
この榎本武揚の移民課設置意見は，新聞各社に配付されたものとみられ， 日付の前後す
るが，各紙とも全文を掲載しており，いずれも聞き書きとはしているが，全て同一の記事
となっている。このことからみて榎本から，一般社会へ周知徹底させるために配付した資
料が，このような聞き書きという形で記事になったものとみて良いであろう。
榎本武揚が移民課を設置した理由は，，ハワイのような官約移民がすべてではなく，現在
では，一人と一人が契約する関係であるので，各地の事情によって不便を生じ，また移民
取扱人のため，不幸に陥っているので，「彼地の模様に関して其方向を指導する見込に
て」，「移住の方法l厠芋，士地の良否適否を調査最中にて年々移住民の数，男女年齢の区別
などのことは末だ確定せず唯だ一定の年限間移住するものと無期限に移住する者との区別
を立て取調べを為す」という現状からの調査計画が明らかにされていた丸
5) 『朝野新聞」第5362号 明治24年8月5日第 2面第1-3段 0移民課設置に関する外
務大臣の意見
『時事新報』第3100号 明治24年8月6日第7面第 3-5段 0移民課設置の理由
『東京日日新置』第5938号 明治24年8月6日第5面第 1-3段 0外務省移民課設置
の理由
r読売新聞」第5082-4号 明治24年8月5.:7日第2,1, 3段 0移民課設置の理由
に掲載されているが，ただ「大阪朝日新聞』には，この部分の掲載をみない。
6) 『大阪朝日新聞」第3763号 明治24年8月2313第2面第2段 〇移民事務に就き
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4. 殖民探検費予算
この移住適地調査に対しては，膨大な予算を必要とした。榎本は最初に，明治25年度予
算して調査費30万円を請求しようとしたが，松方正義内閣総理大臣は賛成したものの閣議
において削減されることになり，かろうじて5万円に減額して支出しようとすることにな
り，外務省予算臨時歳出部「移民地探検調査費」として提出することで，閣議において決
定をみていた。、ところが松方内閣は緊縮予算をもって望むことにし，減額したのち予算案
を衆議院に提出することになり，これを外務省予算歳出経常部在外公館第2款第14項機密
費とし，前年度の4万円に2万円増額し， 6万円とすることで提出することにした。予算
委員会の席上，政府委員の林董は，「機密費ヲニ万円殖シクノハ，既に昨年ノ許可額デニ万
円殖シタ理由ハ，近年外国出稼移住民ガ多イ様子ヲ知ラズニ出ルモノガ，年々殖ヘル之レ
＝依テ，先方二出ル時二；不都合ノ無イ様ノ為二，局面ヲ明カニスル探検費トシテ，二万
円殖シタノデアル」としたが，尾崎行雄は，このような調査は領事の職分であり，領事が
すべきであるとしたことに，「領事ノ職分ハ， 工業会社商業会社ノ報告ヲ， 外務省二云テ
ョコスノガ当リマヘノ領事ノ職分デスガ，ソンナ者ノナイ処マデ，往クニ,,,領事ハー人デ
往ク訳ニハイカナイカラ，人ヲ使ハナケレバナラン」としている”。
その結果， 「専門の探検者を派遣すること能はざるも領事及び領事館員をして之を調査せ
しめ其経費を旅費中より支弁せば差支なし」ということで予算委員会では承認された8)。
明治24(1890)年12月19日の午後に開催された予算案の審議のとき，この機密費6万円の
内容説明を求められたが，そのとき榎本武揚の外務省第2款在外公館第14項機密費につい
ての予算説明は，つぎのように主旨説明されている。
第十四項機密費，此要求六万円ノ中ヨリ三万円即チ五割ヲ減ゼラレマシタガ，此要求
額六万円中二附キマシテ，先ツ四万円卜云フモノハ，其八九分ハ既二規約二基イテ支
出シマスルモノデ，既二前年度二於キマシテモ，他ノ費額ハ減ゼラレマシタニモ拘ラ
ス，此四万円ハ要求ノ通卜議定サレマシタ，又二十五年度二於テ増額シマシタルニ万
円卜申スモノハ，是ハ全ク殖民地探検費二充テマシタモノデアリマス，其必要ノ事由
卜申スモノハ，唯今本官ガ姦二喋喋シマスルコトヲ竣タズ，粗々与論ノ承認スル所デ
アラウト存ジマス，唯何故二之ヲ機密費中二編製シタカト云フニ至リマシテハ，余ノ
7) 「衆議院第二回予算委員会速記録」第22号（第2科） 1頁。
8) 「大阪朝日新聞」第3789号 明治24年9月23日第1面第3段 0墨西奇植民の調査
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儀デハアリマセヌ，元来此殖民地探検費杯卜申ス斯ノ如キコトニ於キマシテハ，利上
カラ申シテモ，官吏ヲ派出スルトキハ，旅費及其他成規ノ給額ヲ給セナケレバナラヌ
二依ッテ，費用モ嵩ミマスガ，官吏ニアラザル人ヲ用イルトキハ，実費卜之二相当ノ
手当デモ支給シマスル丈デ済ミマス，而シテ又或場合二於キマシテハ，其土地二於テ
適当ノ人物ヲ雇入レルト云フ便宜モアリマス，故二之ヲ殊更二機密費ノ中二編入シマ
シタ訳デアリマス，以上述ベマシタ通，到底此予算委員ノ減額ニテハ，本官責任ノ執
務上ニート方ナラヌ差支ヲ生ズベキコトハ疑ナキヲ以テ，実際上原案ヲ維持スルヨリ
外ナキ大意ヲ弦二断言致シマス
と説明しているが9), なぜ機密費に編成するのかの理由は，まことに曖昧にされている。
おそらく自由裁量でもって予算を執行できるために，殖民地探検費を機密費に組み入れて
いることが推測されるのである。ところがこの時点における機密費は，当然のこととして
各省予算に受容されており，その使途が問題化していたのである。強いて憶測することを
退しくするならば，この時の一般状勢からみて，その使途を明らかにする探検費が議会を
通ることが予測できないため，機密費に編入したのではなかろうか。
このとき榎本武揚の計画していた殖民調査計画には，すでに学識経験者の派遣を決定し
ていたことと，現地の在メキシコ領事館員と現地雇の案内に適当な人物を選定しているこ
とが，言外に衆議院に於ける予算説明からも明らかである。ただ外務省機密費に編入する
ことについては，官吏を派遣しないので，費用のことが不明であり，そのため決算を必要
としない機密費が使途に便であることとし，このために「其素志を托ぐべきに非ざれば経
費の許す限は是等の実況視察を遂ぐる覚悟なり」とすることにあった10)。
この議場で榎本武揚が「殖民地探検の事は与論の承認する所ならんと信ず」としたとこ
ろ，議場内からは，この時「ノウノウ」と呼ぶ者ありという状況にあったと，『傍聴筆記』
は伝えている11)。このことは全体として松方内閣の緊縮予算を批判するとともに，このよ
うな殖民探検事業を機密費によって処理することの必然性を問題にしたことによるもので
あろう。ただ予算委員である箕浦勝人は，予算修正案の提出者として機密費の使途を，正
確に理解するところがなかった。そのため「第十四項ノ機密費ー一批：機密費ハ，前年度ハ
9) 『官報」号外 明治24年12月20日内閣官報局
0衆謙院第二回通常会議事速記録明治24年12月19日（土）予算案
10) 「大阪朝日新聞「第3808号 明治24年10月26日第1面第3段 0外務大臣の移民方略
11) 『大阪朝日新聞」第3862号 明治24年12月20日附録 〇衆議院傍聴筆記（明治24年12
月19日）予算案探検機密費
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四万円デアッタノガ，六万円ニナッテ，二万円増シテ居ル，此二万円ハ何ノタメニ増シタ
カト云フト，今大臣ノ説明セラレタ所二依レバ，殖民地ノ探検ノ費用卜云フト立派デアル
ケレドモ，之ヲ要スルニ，出稼人ヘノ取締ノ費用デアル，斯様ナモノハ決シテ之ヲ出サズ
トモ，夫ガタメニ多ク入費ヲ使ヒ，相当ナ人物ヲ撰ンデ，方々二領事ヲ派遣シテアルノデ
アル，夫故二領事二於テ充分ナ職務ヲ努メサヘスレバ，夫丈ノ取締リハ出来ルノデアル，
夫デアルカラ出スニ及バナイ，殊二機密費卜云フ様ナ決算報告ヲシナイ，使払ヒノ迩ヲ明
ニスルト云フコトノナイ費目卜云フモノハ，余程信用ガナケレバ出サレヌ訳ノモノデア
ル，使ヒ放シデアル」としている。ここで榎本武揚のいう殖民探検典は，箕浦勝人によっ
て領事による移民取締費とみなされ，そのような費用は領事の経常費によってまかなうこ
とができるのであり，すべての費用は不必要である。ここで機密費という項目に入れるこ
となく，決算のできる殖民調査費として提出されるべきものであったとする。
このような審厳があったけれども，結果的には， 12月25日に松方内閣は議会を解散する
ことになって予算は成立せずに，翌年3月18日に勅令第28号をもって「明治二十五年度の
予算成立に至らざるを以て帝国憲法第七十二条に依り同年度に於て明治二十四年度の予算
を施行す」とされ，前年度の予算どおりとなった。このため榎本武揚がすでに計画してい
た移住地調査の予算執行は旧年度の4万円の範囲での執行となり，この手続きにしたがっ
て派遣することになる。そのため世論では，榎本武揚の自費でもって支出すること1;なっ
たとしている報道があるが，これには榎本龍吉を除く 3名分の探検費しか支出されず， 1 
名は自費によるための臆測であろう 12)。こののち榎本龍吉は，移住事業に携わることにな
り，あらゆる場面に登場することになる。
5. 移民の現状
この明治25(1892)年前半期までに於ける一般の海外移民に対する考え方は，非常に消
極的なものであった。この時までの移民状況をたどるならば，ハワイヘの慶応元年組を除
いて，明治18(1885)年に，ハワイヘの官約移民が開始され，個人が出稼移民として海外
に出掛けることがあっても，これ以外に，移民というと，移民会社による大量の契約移民
は，吉佐移民会社によるニューカレドニアのニッケル鉱山開発にともなう吉佐移民会社に
12) 「読売新聞』第5274号 明治25年3月15日第 1面第5段 0榎本大臣殖民地探検の為
め学士を派遣す
「大阪朝日新聞」第3932号 明治25年3月1813第4面第 1段 0殖民地探検
ここでは「榎本外務大臣は今度自費を以て」とみえている。
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よるものが最初であったから，これらの状況の下ての考え方が主流を占めていた。
それに移民は棄民とするごとく，貧民救済というような新聞意見が根強くもたれてお
り，実際にも現地での給与が，内地の都市部の給与を上回るといった応募条件がもちださ
れ，あるいは周旋人の手によって提出されるといった欺晰にみちた方法がとられるといっ
た有様であり，移民会社は移民の人数のみに固執して，募集するといった状況であったこ
とは否めない事実であり，移民関係の新聞記事の多くは， その事情を伝えているのであ
る。したがって世界情勢の下での，広い視野に立った移民の対する考え方は，非常に不充
分であったといってよい。そのためヨーロッパ人の東洋への進出にともなう，侵略的な殖
民政策の一環としての方策が，唯一のものであるとの見方がつよかったのである。
それにこの殖民移住という国家政策は，明治5(1872)年の北海道開拓という国内だけ
の問題として処理されてきたのであり，それが20年を経過しても十分な結果を生むまでに
は至らなかった。そのため国内処理が優先されるべきであり；海外への進出はむしろそれ
が解決したのちに，行われるべきであるとする意見が多かった。その上に，外交問題をと
もなう海外殖民政策としては，欧米諸国のように植民地をもたないわが国にとっては，全
く経験がないために将来的に見通しが立たず，何等，大局的見地からの殖民政策を打ち出
すことができなかったのである。
それがために海外移民というものは，もともと個人の問題に属することであり：海外に
出掛けることは個人の自由に属する問題であり，その出稼ぎについて国家がそれに制約を
加えるものではないが，もし海外において国民との間に問題が生じてくるならば，外交関
係をもつ国に，移住べきであり，もし移民をするようなことにでもなれば，条約を締結し
ている国に限るべきであるとする。そして移民会社が，そのことの事情に通じていなけれ
ば，その移民会社自体に問題があるのであり，それを発生させた移民会社を取り締まらね
ばならないとする。
しかしながら，現実的には，海外において移民に関して問題が生じてきたし，あるいは
生じつつあった。この明治24年から明治25年にかけての移民状況を要約するならば，つぎ
のようになる。
日本吉佐移民会社は，郵船会社の吉川泰二郎と秀英舎長佐久間貞ー等が発起人になり，
明治24(1891)年12月7日に設立した会社であるが13), もともとこの会社は， 榎本武揚
13)小林忠雄『ニューカレドニア島の日本人』昭和52年11月15日 緑地社
14) 『朝野新聞』第5626号 明治25年6月11日第 1面第4段 0吉佐移民会社員の直話
15) 『朝野新聞』第5624号 明治25年6月9日第2面第5段 〇仏領ニューカレドニア出
90 
榎本武揚とメキシコ殖民移住 (5〕（角山） 777 
が，ニューカレドニアのル・ニッケル鉱山からの探鉱夫の募集に際して，移民を取り扱う
移民会社を設立することに，協力したものであった。そして明治25(1892)年1月6日に
第1回の移民が開始され，長崎港から 599名が出掛けており， 25年1月25日には就業した
との報告がされているが，現地では虐待されているとの新聞報道があり 10, 6月8日の
予算委員会において，その虐待の事実に対して質問しているが15), 政府の答弁書は，「同
地へ出稼の本邦人中虐待せられたりと云ふがごとき事実なし」とすることに止まってい
る16)。しかし現実には，ストライキ・就労拒否など，契約をめぐって会社側と対立する状
況にあり，混乱状況がつづいていた。
そして九州移民会社，および天草移民周旋会社では，虐待をうけているとの説にたいし
て，官吏を現地に派遣されたいとのことで，熊本県庁に出願したところ，千田第三課長が
派遣されることに決定され，上京の上，その移民会社である吉佐移民会社について実情を
問い合わせたところ，調査するほどのこともないとのことで，取り止めになった17)0
ハワイについてみると，この明治25~26年の時期においては，東洋人の移民が減少する
段階であった。それは砂糖の価格の下落による糖業の衰退であった。しかし日本からの移
民船は多く，移民者を乗せて往復を繰り返していた。ところがアメリカとの合併問題，ハ
ワイ革命，糖業の不振，などの国際情勢から，個人的な問題として，他人の旅行免状の所
持することから上陸拒否，永住を希望するものの税金の問題，など多くの問題をかかえて
いた。ときには不穏な情勢にあって，移民保護の立場から，軍艦浪速，高千穂，などが交
代で護衛にあたるといった状況まで，現出するにいたった18)。
この状況から，アメリカ，およびカナダにおいては，一般的にいって東洋人排斥運動が
起こってくる。とくに中国人の問題から，これを日本人にまで広めることになり，この明
治24(1891)年3月には，外国人移住条例なる制限法が発布され， 契約労働に関する者
稼人に関する質問
16) 『朝野新聞』第5628号 明治25年6月14日第1面第4段 0ニューカレドニャ出稼人
に関する質問答弁書
17) 『大阪朝日新聞』第4011号・明治25年6月18日第2面第3.段 〇視察員の派遣
『大阪朝日新聞」第4018号 明治25年6月26日第1面第4段 〇視察員の帰庁
18) 『日本外交文書」第24巻自明治24年1月至明治24年12月 日本国際連合協会 昭和27
年3月31日事項15 布畦移民二関スル件
『日本外交文書」第26巻自明治26年1月至明治26年12月 日本国際連合協会 昭和27
年8月31日 事項19 布畦移民二関スル件，事項23布畦国革命一件
なお新聞記事には，ハワイ移民の記事が常に満載されている。
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は，すべて上陸を禁止することになった。また「合衆国予約労働者移住禁止条例」 (1885
年2月26日制定）が施行されることになり，そのため上陸を拒まれることが，屡々発生す
ることになる。それにも拘わらず，明治25(1892)年5月には，「本邦より同地方（桑港
ー引用者）へ出稼人の渡航する者一箇月内に五百人余の多きに及びたるを以て各国の各新
聞紙はH本人に対し頗る過激なる論説を載せ又移住条例に違犯の徒は厳密に之を検査して
日本に送還せんとする有様」であった19)。
それに農業への男子労働者のみの募集であったことから，女子労働者は，生活を求めて
出掛けるとき，家事労働とか醜業婦としての労働しかなかったことである。これがとくに
西海岸の諸地域において，社会問題化することになり，あるいは防御組合をつくり日本人
排斥にまで発展することになる。このことは当時の労働政策に帰する問題だけではなく，
人権に関する問題にまで及ぶべきであるが，事実を指摘することに止める20)。
そのため榎本武揚の移住政策としては，移民への制限， あるいは禁止，排斥を予測し
て，それに自由な立場にたつことができるよう，具体的な打開策として，合衆国のタコマ
地方に土地数十万坪を借り入れ， あるいは購入して， ここに移住させることを考えてお
り，この方法を打診している21)。読売新聞の記事によると，
同子爵には兼て北米合衆国に向ても移住の事を講究せられ居れども奈何せん彼の国に
於ては移住民規則の明文に由り亜細亜人種は総て米国人より一定の手当給料を払ひて
傭役する事を禁制しあるに付公然帝国臣民を彼の国に移住せしめ彼れの傭役に供する
能はざるを以て先づ差当り北米合衆国タコマ地方の土地数十万坪を借入るるか若くは
購入し而して其土地開墾の為め云々の名義を以て漸次多数の移住民を彼れに出向せし
めんとの策を購ぜられ居りて先頃実地取調の為めとて探検者ー名を派遣せられたれば
遅くも其使は来月下旬には帰朝する筈なるやに聞けり
とみえている22)。しかし実行するまでには，至らなかったようである。
19) 「大阪朝日新聞」第3944号 明治25年4月1日第2面第3段 0米国渡航者への注意
-『大阪朝日新聞」第3995号 明治25年5月31日第2面第 1段 0米国出稼に就き
20) 「日本外交文書」第24巻自明治24年1月至明治24年12月 日本国際連合協会 昭和27
年3月31日 事項18 本邦人ノ米国移民拉二排斥関係一件
21) 「大阪朝日新聞」第3795号 明治24年10月1日 0タコマに於ける移住策
22) 「読売新聞』第5137号 明治24年9月29日 0タコマに於ける榎本子爵の移住策
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6. 対立する移住意見
このような情勢に対して殖民移住の必要性を政界の広範囲にわたり承認させるという世
論操作が要請されたのである。このことは明治25(1892)年3月9日の臨時内閣会議で，
榎本武揚は，やはり本年度においても殖民費3万円を要求する決心であるとしたことに対
し，他の大臣は，まず国内の北海道の開拓移民を優先すべきであり，その余地がなくなっ
たときに，始めて海外に殖民すべきであり，それから南洋の移民を保護するためには，ま
ず軍艦が必要であるとする。議会対策として，前年度の予算審議に際して「此の金額は些
少なるも海外殖民の為めに国庫支出をなさんとせば先づ其の以前に於て我政府は殖民政略
を取るべきや否を定めるざるべからず軽率に予算案に掲出し議会に要求せば議会は何故に
北海道を開て殖民をなさしめず却て海外に殖民をなさしめんとするかの疑問を発するに至
るべし」ということで，廃案になったのであり，「海外殖民費要求の如何は多少我政府の
政略上関係を有することなるべし」としている23)。
このような反対の意見もあったが，松方正義も殖民調査について同意したのであろう。
この榎本武揚の殖民意見を容れて，再び追加予算として提出することになる。
そのため殖民移住についての外務省の見解を公表しておく必要に迫られ，商業新聞には
数回に分け，「当局者の意見」として安藤移民課長の意見を掲載しているので， ここでそ
の全文を引用することにする。
近来我国の人口は非常に繁殖して，通計一箇年三十万の増加を来し，而して内地の面
積と資力は，此等増進の人口に対し至当の生計を与ふるの余裕なきことは今日殊更に
脚脚するを要せざる可し此際に当り計画の方法ーにして足らざる可しと雖も想ふに海
外移住の便利なるに若くものなかる可し，人或は北海道又は内地荒蕪の士を数へて其
開拓の必要を説き，以て海外移民の挙を非議する者あり，北地の事業亦緊要ならざる
には非ず，然れども之れを従来の実験に徴するに，内地鍬下十五箇年の特許，若くは
北海道無期の恩典も，比較上其結果は，海外移住に由て所得の実益と到底同Hの論に
非ざるが故に，内地の開拓は之れを奨励するも抑制するも，冷淡顧みざる者多きに反
して海外の移住は之を抑制するも，絶えず密航者あるの一事に於ても，人情の赴く所
は実利の存する処決して争ふ可からざるを知る可し，又独りー事の人情のみならず，
23) 「朝野新聞J]第5547号 明治25年3月1日第2面第3段 0臨時内閣会議のうち， 0
南洋殖民と北海殖民
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事実に於て之を分剖するも海外の移住は決して所謂忘内向外の挙にあらずして，却て
力を外に用ひて利を内に収むるとも謂ふべき者なり，請ふ是より其理由を開陳せん。
抑も今日の所謂移民なるものは，之れを分ちて二となし，しーを定期移民と云ひ，ーを
定住移民と称す，而して其定期なる者は即ち我布珪出稼人の如く，全く外人の資力に
由り，労働の期限を定めて，移住するものにして今日細民が一時の生計を海外に求む
るの便法は，此移民に若ものなかる可し，然れども此種類は到底外人の奴僕となりて
僅少の給料に汲々するの他に将来の期望を有する能はざる者なれども第二種たる定住
移民に至りては，大に之れと其趣を異にする者あり，即ち此種の移民は海外未聞の地
に就きて，廉価の土地を購求，若くは借用し自費自力を以て之が開拓興業に従事する
者なるが故に，多年の後は．，其労費の結果，次第に蓄積して自ら他境に幾多の小日本
を生出し，以て遠く本国の福利を増進するの希図あるが為めに，最も此種の移住を奨
励するに鋭意ならざるべからず
倍今試に既往の事実に徴して，将来移民が果して我国の福利を増進すべきや否を研究
せんに，我邦人之海外労働に適当なる次第は，布珪七箇年来の経験に於て明にして，
復た弁を侯たざるべし，而して此労働に由て，彼等が蓄積せし金額を計するに，当初
より今日に至る迄，総計凡そ百四十余万弗にして，現今の貯蓄毎月概するに十万余弗
とす，而して此額中政府の定期貯金及家郷への送金に係る者は，六万余弗なるを以て
一箇年間我邦に輸入する所の金額は実に七十有余万弗なりとす近頃移民等が外地の労
働に由て所得と内地の開墾に於ける収益を概略比較せしものあり，地方に由りて収穫
不同ありと雖も，熊本県下に在りては，海外の内地に勝れること，殆んど六倍の多き
に及べりと云ふ，今此六倍の金額にして，・過半我国に輸入し荒蕪開拓，殖産興業の資
用に供するを得ば，是れ実に力を外地に費して，利を内地に収むるものなれば，又た
誰か其不可を唱ふるものあらんや
然るに是は，此れ単に定期移民が労働上より生ずる所の利益に外ならずと雖ども，此
移住に由て，間接に生ずる所の利益を数ふれば，第一に指を海外貿易の拡張に屈せざ
るべからざるなり，今仮りに布畦の一例に就て之を証せんに， 其所謂移民なるもの
は，多くは山村僻邑の農夫にして，外国品は燐寸の使用にすら慣習など輩なれば，其
食料たる米穀を始として味噌醤油漬物乾魚等の如きものより，其他木綿紙類等日用の
物品は，殆んど悉皆我邦よりの供給に由らざる者なれば，移民の出発と同時に之に伴
ふ我物産の輸出は実に少小にあらず，而して此輸出の度を加ふるに随て，同国市上に
外人嗜好の物品も，亦自ら漸次に其販路を新開し遂に今日其首都に我商店の設立を見
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るに至れるなり，夫れ布畦の如き絶海の一孤島にして，若し我移民の挙あるに非らざ
りせば如何にして我物産の同市上に現出するの機あらんや，左れば海外移民の事業に
は，必ず海外貿易の随伴して，意外の地方に我物産の販路を開設するに至るを知るべ
きなり
夫れ移民より生ずる所の直接間接の利益，此の如く広大なるが故に，之に対し計画す
べきもの又少小にあらずと雖ども，彼の定期移民なる者は前に述ぶるが如く，単に他
人の資力に依頼して労働するものなり，之が為めに注意を要すべき者は，唯彼等が在
外の間，其保護の一点に止まるのみ，然るに他の定住移民に至りては，資本と労力を
併せて外地に注ぎ，以て永久居住を経営するものたるが故に，第一に適当の地を撰択
し，又其地の果して我資力に報酬すべきや否を，予め精細審査する事極めて緊要なる
を以て，之が為めに，爾来海外各地より公私の報告を蒐集し，以て其気候，地味，物
産，貿易，人情，風俗等の諸点に付，我定住移民に適否如何を稽察せしに，固より末
だ尽さざるもの少なからずと雖ども，今望を属すべきものを挙ぐれば，第一に墨西冴
を始めとして，中央米洲の「ニカラガ」又は南米中にては「ブラジル」地方より，南
洋に於ては，濠洲若くは其他の群島とす，而して其内最も我人民に適当の地たりと思
料するは，墨国に若くものなきが如し，元来同地移民の件に就きては内外人中早く既
に喧伝する者ありしが，其所説多くは投機者流の口頭に出づるを以て，爾後殊に一層
緻密なる探討を加へ，近頃に至りては，我公使領事等より親しく経歴視察せる状況に
付，逐次其意見を報道に及びたるより，此に漸く従来の伝説投機架空の妄言に非ざる
を確証するに至りたり
又其他嘗て，我政府の傭員となり，久＜我国に滞在し十有余年間，今日に至る迄，墨
国に住居せる米人某より，日墨両国の実験を以て，移民一件に対する数篇の意見書を
提出する及びたり，今其書中所説の要点を掲載すれば，日く現今亜洲の移民が米国等
に在て往々凌辱を蒙ぶるものは，種々の原因ありと雖，其内人種論の常に一大部分を
占有するは明白なる事実なりとす，然るに墨国の土人は我に類似する所あるより，我
移民を歓迎するや疑を容れざるなりと，而して又同地の気候地味最も甘庶木綿の種芸
に適当せるは，世人一般の通知する所なるが，今仮りに日本に一週年間輸入の砂糖綿
花の元価総計一千ー百余万円と定むるときは，其内単に労働費のみに属する分少くも
通計二百万円に下らざる可きが故に，若し日本にて其人民を墨国に移住せしめ以て砂
糖綿花を製作して之を輸入するに及ばば，其労力に対するの費額は其人民に与ふるの
報酬にして，己れに出て己れに帰るに外ならず云々の理を論述せる者あり，固より百
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事此意見書の如くなる可しと謂ふに非ずと雖，然れども其言又決して理なきに非ざる
を信ずるなり，抑も定住移民が外地に於て，一大富源を開き，其本国を利益したる例
証は，ーにして足らずと雖ども，就中瓜畦島清民の繁栄は最も見るに足るべき事実な
り，即ち近頃蘭政府の調査に拠れば同島に於て定住清民の所有に属したる産業を統計
せしに，甘庶耕地及製糖所等にて，其価額実に一億三千五百万「ギュルデン」に達せ
しと云ふ，清民が常に資本と労力を他国に注入運用して善＜其結果を収むるは，更に
敢て怪しむ足らざる者と雖ども，又偉大と謂はざるを得ざるなり，彼我斉しく亜洲の
一方に在て，彼は拒絶に遇ひ凌辱を蒙ぶるも猶勇進耐忍以て，到処幾多の小清国を生
出するあるに，我は歓迎の土あるも却て逸巡疑憫，僅かに区々の傭役を以て満足する
は，同胞国民の為遺憾の次第には非ざるや24)
このような意見は，すでに移民課設置のとき，榎本外務大臣によって線々，新聞紙上に
格調高く詳細にわたって説明されているのであるが，世間一般の考え方は，これにすべて
同調しているというわけではなかったのである。そのため内容は， ほとんど同じである
が，ここに外務省としての考え方を再び，新聞紙上で述べて置くことの必要があると判断
したからであろう。
それに加えて「殖民省」の設置が話題となり，北海道開拓の効果が充分におさめないの
で，この際に南洋殖民をも含めて，殖民省でも設置することがよいのではないかと，榎本
・後藤など二，三の大臣の間で話題になったと報じている25)。このときには，在ロンドン
大越成徳領事から， 「英国植民移住二関スル報告書進達ノ件」 として「英国政府ノ植民政
略調査書」がもたらされており， そのなかで英国移民教示局 Emigrant Information 
Officeの事業が， 移民課の当然の事業として浮かびあがってくる。そのようなことが関
係者の話題に上っていたものであろう 26)。この報告は，明治24年10月17日から， 13回にわ
24)この記事は，新聞により題目が異なり「当局者」に対して「外務省」ともみえる。
「朝野新聞』第5548-9号 明治25年3月12-3日第5,1面第5-6,4-5段 〇移民に関する
当局者の意見「移民に関する安藤移民課長の意見は左の如くなりと云ふ」との前言が
ある。
「大阪朝日新聞」第3929,32,33号 明治25年3月15,18, 19日第1,2,4面第2-3,6段
0移民に関する外務省の意見
25) 「朝野新聞』第5566号 明治25年4月2日第 1面第2段 〇殖民省設置の風説
26) 「日本外交文書」第24巻自明治24年1月至明治24年12月 日本国際連合協会 昭和27
9 年3月31日 536-549ページ。事項19, 6英国政府ノ殖民政策調査書
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たって報告されたものであり，これを明治25年1.-3月の間に政府関係者が閲覧している
のであるから，その方向づけに参考となったのであろう。
さらに移民課の海外殖民についての資料を公開し，「人民に海外諸国の実況を知らしむ
る」ためには，とくに「移民事務の公表」として，海外諸国の事柄，つまり「諸外国より
移民課へ送達する報告書及び一切の書類中秘密を要するものの外は悉く世間に発表するこ
とに決した」としている27)。明治24年後半期みられる外務省移民課の秘密主義から公開主
義へのコペルニクス的転回にあったと見るべきであろう。このことは外務省が移民につい
て領事をして取調をする世評を排除すること，機密費というような決算を必要としない予
算を計上するという外務省の移民に対する見解をこの殖民調査の実施に際して，公表する
ことが必要であるとしたのであろう。
このとき明治25(1892)年5月26日，加藤平四郎（他ー名）は第3議会に，「移民探検
費二関スル建議案」を提出し， 「海外二移住人アリ殖民地アレハ以テ内地ノ物産製品ヲ需
要シ又夕外国卜直接貿易ヲ昌盛ナラシムルヲ得ヘシ其着手ノ順序タルヤ先ツ移民地ヲ探検
シテ其実況ヲ普ネク内地人民二知ラシメ以テ其端緒ヲ開クヨリ急ナルハ莫シ」としている
が28), この内容は榎本武揚の意見に同調し，あるいは代弁するものであるが，いわば隠蓑
的提言でも言えるものであった。 5月26日には議事第六移民地探検費として建議案の提出
理由を説明しているが，これに対して高梨哲四郎の反対意見は，保護政策の上から僅か少
数者のために懐を肥やすようなことは止めるぺきであるとし，外交交渉の点において中国
人の変事に対してまで，国費をだして保護をしなければならないのか，としている。そし
て昨年には機密費として外務省が実施しようとしたことに，提出者は反対して置きなが
ら，今度は賛成側にまわるのは，平素の行為と矛盾するのではないか， とも極言してい
る。これに対して井上角五郎の賛成意見は，保護政策が一私人の利益になることの見解に
は賛成者少数にて否決するにいたった。このように榎本の議会での立場は，全く不利であ
った29)。
榎本武揚は， すでにロシアに滞在中に，南洋群島の土地買収論を打ち出していたこと
は，すでに述べたけれども，その後，再びこのボルネオ買収論が持ち上がってきた。
27) 「大阪朝日新聞」第3947号 明治25年4月5日第2面第3段 〇移民事業の公表
28) 「第三回帝国議会衆議院議事速記録」第1号 明治25年5月26日 殖民探検費二関ス
ル建議案
29) 「朝野新聞」第5613号 明治25年5月27日第5面第4,5段 0昨日の衆議院
「大阪朝日新聞」第3993号 明治25年5月28日附録 0衆議院傍聴筆記（第11)
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それは四国の稲田真之助なるものが，慶応の初年に南洋諸島の探検し，北ボルネオのサ
バというところの港湾内に，北ボルネオ会社所有のプロチパーンという無人の小島があ
り，面積は日本反別二千四百余町歩のものであるが，イギリス人は本島の開拓に負われて
手がつけられておらず，試みに米を植えてみると好成績であり， 1エーカー（千二百坪）
1弗ということであったので譲渡を締結し，政府に働きかけをなし，・ベルリン全権公使青
木周蔵は，英貨五0万ボンド以内で購入できたことを，英国政府とかけ合うことで， 日本
政府の決議指令を問い合わせてきている。ところが「東西ヨリ熱心ナル勧説ニモカカワラ
ズ当時ノ我国ノ情勢末ダ熟セザルモノアリ」ということで，沙汰止みとなった80)。
殖民協会の発会式のとき，このボルネオ買収問題に触れているから，すでに内閣では購
入を拒否しているのであるが，同年9月には，新聞記者に語ったところによると，このと
き榎本もその買収意見に同調するところがあり81), しきりに政府に働きかけをしたけれど
結局は，政府を動かすことはできなかったとしている82)。どうもその拒否の原因は，この
手紙ではよく分からないが，高橋是清の日秘鉱山会社の失敗が大きく響いているようであ
る。
榎本が外務大臣を辞任すると，陸奥宗光が外務大臣に就任することになるが，彼の移民
事業に対する意見は，最初は榎本の事業を引き継ぐものとして，意見を述べている。
前大臣より引継ぎたる移民事業取調の事は一刻経済の上に最も必要のことなれば引継
30) 「日本外交文書」第26巻自明治26年1月至明治26年12月 日本国際連合協会 昭和27
年8月31日 14. 移民関係雑件 2. 北「ボルネオ」会社所有地購入計画一件
31) 「大阪朝日新聞」第4400号 明治26年9月30日第 1面第2段 0榎本子爵の婆羅談
32)山本史夫「榎本のボルネオ島買収論」「明治文化」第 14巻第5号 明治16年5月11日
ここでは，井上馨より伊東博文宛の書翰に，買収論を提案していることを紹介し，明
治27年から29年までの間の書翰と推測しているが，以上の事実から明治26年9月まで
の経過を記しており，それまでに内閣では，不買と決定していたようである。
「（前略）陳亦昨日ボルネオ島買収之義陸奥より略伝承候而勿論ー場之雑談と相心得
居侯所昨夜徳太寺晩餐後榎本より真面目二其論を談スルと之事二付飽迄不同意ヲ表シ
置侯如斯スペキレーションを為ス之不得策即前田正名之ペルー鉱山二均キ所為を国家
トシテナスモミニタリーノ主旨よりシテモ又エコノミーノ主旨より勘考シテモ得ル処
無之且将来二対シ為邦家煩累を残す如キハ仮令ホームポリチック之為一時人心を他二
傾向エシムル策トテモ良心二不快事柄と奉存候間御含迄申出置候恐々拝白
二月一日 馨
春畝伯老峯
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き詳細の取調に従事せしむる見込なりと云へり
としており 33), 何ら変わるものではないとするのであった。ところがこれは移民調査のみ
に止まるものであったらしく，ーケ月後においては，榎本の積極策に対して，所謂，消極
策に転換することがみられ，
海外に出稼することは荀も多少の目的ありて正業に従事する見込ある以上は政府は之
に相当の便利を与ふる道を講ずるは固より当然なるも国家事業として政府より賂多の
資本を下し殖民に従事することは容易の業に非ず先第一に資本の準備第ニ一且得たる
殖民地は戦時の危急に際しても自国の力を以て十分に之を保護し牽も侵略の患なから
しむる容易あらざれば折角多くの経営を以て移殖したる事業も空しく水泡に帰するに
至るべければ軽忽に殖民事業に着手せざる考なり
とするように，意見は変わってきたのである34)。それに加えて，明治26(1893)年10月30
日には，勅令第123号により，移民課の業務は，通商局の業務と分離しがたいとの理由に
よって，通商局第二課に移管され，したがって移民課は廃止された。
榎本外務大臣が就任する以前における移民に対する政府の態度は，全般的に移民を保護
するための国家間の条約の締結，そして詳細な移民地の調査がなければ，移民の募集には
応じられないことを硬く尊守してきた。その任にあった青木外務大臣の態度は，駐割公使
として派遣されたドイツに於いて，榎本の考えと同じものへ変化してきた。元外務大臣で
あった青木周蔵は， ドイツ特命全権公使となり世界情勢に注目せざるを得なくなったと
き，従来とってきた閉鎖的な移民政策から一転して積極的な殖民政策の実施を，今度は政
府に迫ってくるのである。それは北ボルネオの土地買収問題に関連してであるが，
抑維新以来帝国人民モ亦夕所謂出稼之業二従事シ遠洋之外二旅行スル者頓二増進セリ
其原因タル或ハ帝国人民ノ遠征及其他ノ企図二富メルニ在リ可シト雖一方＝於テハ内
地／面積狭陵ナル割合ニィヽ人ロノ繁殖益々迅速ナル結果二因ルモノノ如シ然ルニ斯ク
出稼事業増進スルニモ係ラス我二属スル殖民地トテハ一切無之米洲及東南太洋ノ沿岸
二労働ヲ営ム人民焼多ナリト雖此輩ハーニ他国人ノ使役二服シ我国ノ為二殖民事業ニ
加功スル者ニハ無之候今ヤ此出稼若クハ遠征ヲ好ム人民ノ襲々増殖スル実況アルニ於
テハ我政府二於テモ本官ノ建議ヲ侯タス疾クニ殖民地ヲ海外二有スルノ必要ヲ考量相
成侯
33) 「大阪朝日新聞』第4071号 明治25年8月27日第1面第2段 〇陸奥大臣と移民事業
34) 「大阪朝日新聞」第4077号 明治25年9月3日第2面第1段 0陸奥大臣の殖民意見
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としている35)。このように殖民即賂の上からも，政府にその政策の決定を迫っているので
あるが，政府のとった態度は，まった＜曖昧で単に以前にとった外国への進出の失敗を恐
れ，あるいは予算削減の現状から，殖民移住として進出することの危険を回避しようとし
たのであった。
7. 移住適地調査
この調査については，外務省の意見として「第一に適当の地を撰択し，又其他の果して
我資力に報酬すべきや否を，予め精細審査する事極めて緊要なるを以て，之が為めに，爾
来海外各地より公私の報告を蒐集し，以て其気候，・地味，物産，貿易，人情，風俗等の諸
点に付，我定住移民に適否如何を稽察せしに；固より末だ尽さざるもの少なからずと雖ど
も，今望を属すべきものを挙ぐれは，第一に墨西野を始めとして」とすることから36), メ
キシコの調査が採り上げられることになるが，実際には，すでにメキシコヘの移住が決定
していたのであり，それに対しての移住適地調査あるのみであった。
もともと榎本の考えでは，前稿において，資料として掲載したごとく，南米の専門的探
検家であるゴンサガのような人物に依頼して現地調査することが， 最も適当であるとみ
ていたのである。しかし南米の気候の不純な地帯の調査には，探検調査の危険度をみて法
外な調査費を要求してきた。それならば，当時，わが国に調査協力を申し出ていたアメリ
カ人アップジョンスをも同伴案内させることで，在メキシコ領事代理の藤田敏郎をその任
に当たらせることになるが，これだけでは現地の事情は，日本へは報告書のみという間接
的な情報しか入手することができないし，長期間の調査には，それに相当する旅行日当を
支給する必要がある。これに対して内地から専門家を差し向けるときには，この経費は，
旅費と雑費だけで済ますことができるから，経費としては低く抑えることができる。この
ような探検費の経費は，議会に於ける機密費の増額に於いて処理しようとしたときの発言
でも明らかである。このため今度のメキシコ移住適地調査については，領事代理藤田敏郎
の意向もあり官民による合同調査ですることに決めていたのであろう。
その経費は，日本からの派遣（森尾茂助，恒屋盛服，榎本龍吉，高野周省） 4名分につ
いて，「最初三名ノ積リナリシガ後一員ヲ加ヘテ四名トナレリ然レトモ交付ノ旅費ハ三人
35) 「H本外交文書」第26巻自明治26年1月至明治26年12月 日本国際連合協会 昭和27
年3月31日 事項14 4北「ボルネオ」会社土地買収の件
36) 24)におなじ。
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（表〕 1. 墨国視察員旅費仕訳
項 目 金額〔弗〕 合計 備 考
桑港横浜間帰国船賃@85.00X 4人 340.00 
帰途雑費 100.00 
小 計 440.00 桑港領事館預分
桑港宿泊料@5.00X3日分 ， 20.00 
桑港ベンソン間汽車賃@26.5X 4人 106.00 
ペンソン・ゴワヤマ間汽車賃見積 72.00 
赴墨旅中雑費 (4名分） 20.00 
小 計 I 229.00 米貨渡高
電信料（藤田領事宛返却分） 6.00 
携帯分（墨国紙幣） 935.60 為替の便なき為
小 計 I 941. 60 
ムロ 計 I 1604.60 元受高
〔註〕 「内地官民海外視察報告書』による。
分ヲ給シタルノミ」としており 37), 総額からすると，低く見積られていることになる。
経費は，外務省在外公館第2款第14項機密費から支出されることになるが，最初に，墨国
巡回費として支出されたのは，まず横浜正金銀行を通じて，銀貨2260円（米貨換算1604弗
60仙）が，桑港領事館に送金され， 帰国船賃・諸雑費を差引き受領することになってい
た。その支出明細は，〔表〕1の通りである。
そのとき現地の経費が，これだけでは不足することを領事館で知らされ，帰国経費をも
携帯していくことになる。そのため別途，帰国旅費については米貨423弗を6月25日に別
途送金をうけ，帰国の際に，サンフランシスコ領事館において受領している。この2160円
（米貨換算1604弗60仙）が，帰航旅費を含めて支給され，さらに帰航に際して不足する旅
費423弗が後に支給されているので，すでに支給をみている往行の旅費も加えて，総金額
は米貨2450弗60仙となる。為替レートを71弗（横浜正金銀行の為替レートを適用）とする
と，金貨約3,451円54銭となり，一人当たり約862円54銭となる。
これに対して現地参加の領事代理藤田敏郎・案内者雇ァップジョンズについては，提出
37) 「藤田領事代理旅行ノ件」明治25年10月8l:『帝国官吏出張及巡回雑件」（外務省外
交史料館）〔6.1. 6. 2-4-9-1〕
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された予定経費800円（米貨換算600弗）が支給されたのみで，メキシコ市に帰任するま
で，一銭たりとも支給されなかった。そのため旅行の途次，アカプルコから千円追加送金
されるように申入れたけれども，外務省からは何らの回答も寄せられなかったのである。
このことは現地の詳しい事情が不明であったことにもよるが，支出した金額800円ですべ
ての経費が，処理できるものと外務省側では理解していた。 7月7日，メキシコ市に帰っ
た藤田敏郎は，電信で金貨1710円を至急送金されたい旨を通知する。外務省ではこの金額
は，旅行経費分と含むものとみて，局議の上，特別の詮謙を以て機密費より支給するのが
妥当とし，電信為替にて同金額を送金している。ところがこれは両名の旅費日当であった
ので，あとの臨時に案内者を雇入れた経費114円については，支出の途がないとの理由に
より支出せず，また旅費の残額40円30銭についても，至急返金を求めている。それに日当
についての金貨1710円をを米貨1704弗89仙に換算した差額5弗11仙を至急返納する・ように
指令を出しているが， 10弗以下の小額では，為替取組ができないので， 10弗を返金し残額
は，購入品資金にあてることで編成替えが承認された。このように経費面での解決はつい
たけれども，実際には，官吏の旅行経費についての支出には問題を残すことになる。
榎本からの訓令は，最初，ニカ月に限って，メキシコの北部，ソノラ，シナロア，ハリ
スコ，ミチュアカンなどの諸州を巡察することとしていたが， 3月9日にはこの予定l卿洛
をメキシコ東南部まで延長し，当時，両洋横断鉄道として建設中であったテファンテペッ
クまで範囲を拡大している。このことは同鉄道工夫の派遣問題が，サンフランシスコ領事
から報告されていたからであろう。 3月17日には，吉佐移民会社からの書類を添付して，
サンタ・アグエダ鉱山の調査についての調査申入書が送付されてyヽる。これはすでに訓令
にもあるが，「今度又墨其班銅鉱採掘の為め同地へ坑夫五百五十人を渡航せしむるの計画
あり内五十人は足尾銅山坑夫五百人は熊本県下より募集する趣にて握にニューカレドニア
移住民を引連れて渡航したる仏国ニッケル会社代表人エフ・ルッチェル氏は本月下旬か来
月上旬再び帰航し更らに又右の坑夫を引連れて墨其寄に赴くよし」としている38)。この鉱
山の実情が不明であったことによるため追加したのであろう。
明治25(1892)年3月18日午後6時，英国船ゲーリック号により，サンフランシスコに
向けて出帆する。このとき派遣された調査団の編成は，最初は，•森尾茂助，恒屋盛服39),
38) 『大阪朝日新聞』第3933号 明治25年3月19日第6面第6段 0吉佐移民会社
39)恒屋盛服は，明治24年12月に移住の企画と貯金の方法を決めて目的を達するため，同
志とはかって設立した移住組合がある。「日本移住組合」 と称し， 事務所を京橋区三
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高野周吾，榎本龍吉（榎本武揚の甥）の総数4名であった。商業新聞には，「墨西班殖民
事業に熱心なる有志者」と見えている40)。ゲーリック号は午前10時に解霧することになっ
ており，彼等は新橋より一番汽車に乗って出掛けたが，上海から連絡する郵便船横浜丸の
着港が遅れ，ょうやく午後6時の出帆となったのである41)。ある新聞には「榎本外務大臣
は今度自費を以て農学士高野周省氏と獣医学士ー名牧畜家ー名を派遣することに決し三氏
は今十八日横浜出帆の英国船に乗込み殖民地実地探検として先づ米国桑港に直航し夫より
墨西寄の諸群島より南米を巡視し来る七月下旬若くは八月上旬頃には一先づ帰朝せん都合
なりと」としているが42), 榎本龍吉はこの時，メンバーに入っていないのは，自費で行く
ことで処理されることになっており，機密費も 3名分しか支払われないことであった。そ
のために名簿から削除されていたのであり，自費による派遣ということが浮か上がってく
る。またこれを聞いた記者は，メキシコがどのような国であるかについて理解しておら
ず，「諸群島」としており島嶼からなる国と理解していたようである。
このときに在メキシコ領事館では，領事代理藤田敏郎と井上一男が勤務していたが，別
に，わが国の千葉県に設置された下総牧羊場の御雇外国人であった領事館雇アップ・ジョ
ンズが，この現地調査に加わることになる。ところが外国人雇入れについて，前以って予
算申請をしていなかったので，この案内者としての特別経資が支出されず，単なる同伴者
としての取り扱いしかされなかった。そのためメキシコ領事館では，今後，外国人の雇傭
をして館務補助にあてるため， 5年間にわたり予算要求を提出することにしている。つま
り「予算外国庫の負担となるへき契約を為すを要するもの」として，
在メキシコ領事館に於て新に外国人を雇入れ明治二十六年四月一日より同三十一年三
月三十一日までの期限を以俸給月額百円を支給するの契約を結ぶことを得
説明 館務補助の為め必要あるにより年度後に渉る契約を結ぶを要す但し本年度に
於ては総予算歳出経常部外務省所管第二款第十五項に属す
十間堀三丁目九番地におき，恒屋は組合常務委員となる。恐らくこの組合の目的から
メキシコ殖民適地調査への参加となったのであろう。 のち殖民協会が設立されたと
き， 日本移住組合の事業は殖民協会に引き継がれている。
40) 「朝野新聞」第5555号 明治25年3月20日第2面第5段 0墨西斑探検者の出発。
41) 「朝野新聞」第5554号 明治25年3月19日第2面第6段 0ゲーリック号の出帆延
引。
42) 「大阪朝日新聞」第3932号 明治25年3月18日第4面第 1段 〇殖民地探検。
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なる要求をしている43)
これから以後，メキシコ領事館においてアップジョンズを顧問（雇）として雇入れるこ
とにし，明治26年より明治31年まで，雇入費として月額100円が支出されるようになった。
なお帰国したのち復命書を陸奥外務大臣に提出しているが（このときには既に榎本は
外務大臣を辞任），「墨国太平洋沿岸地方ハ実二我農民ヲ移住セシムベキ適当ノ地卜思考致
候」と結論している44)。この結果は，榎本の殖民適地への参考となったが，すでに殖民移
住を実行する位置にはなかったのである。
8. まとめ
榎本武揚は逓信大臣のころから，盛んに殖民移住の普及につとめていた。このことは政
府内において一部の人たちに受け止められ，自由党総裁板垣大助なども，これに同調する
けれども，所詮この当時にあっては，国家予算緊縮にあって充分な事業が行われなかった
のである。それは松方内閣の緊縮予算の方針でもあり，これに対して何らかの移民探検費
の捻出につとめたけれども，反対側の改進党は，絶対に反対の立場を貫抜こうとしたので
ある。そのため外務大臣の職にあった榎本武揚は，この理想を自分みずから民間団体の活
動として実行せざるを得なくなる状態に立ち至ったのであった。この為殖民協会の設立と
なるが，このきっかけとなったのは，明治25(1892)年12月のことで，邸内に愚斯班殖民
事務所を設けることを計画するときからであった45¥
根本的には，国家が何ら移民政策（殖民政略）らしきものを打ち出さなかったことであ
る。これは最終的には明治31年1月2日開催の第三回農商工高等会厳において，「奨励ス
ル如キ積極ノ方針ヲ取ラス」とする消極策が答申されることで，決着をみることになるが
46), 実はこのことが将来に於いて過誤を残すことになったのではなかろうか。そして政府
は，移民規則をつくり，移民取扱人として，すべてを移民会社の問題として処理すること
に終始したのであり，何ら手を打つことはなかったのである。
43) 「大阪朝日新聞」第4049号明治25年1月1日 付録
44) 『内地官民海外視察報告書」（外務省外交史料館）〔6.1. 6. 14.〕
なおこれには「墨国太平洋沿岸巡回復命書Jの原文が収録されている。
45) 『大阪朝日新聞』第4149号 明治25年12月1:l 0湿斯斑殖民事務所
46) 「第三回農商工高等会謙鏃事速記録』農商工高等会鏃 明治32年1月10日 有隣堂
671頁。
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つぎに問題にされたのは，北海道殖民であり，国内問題の処理が済まないのに，別に海
外にまで出掛ける必要がないとするものである。しかし冬季にあっては非常に寒く，短期
間では栽培植物の改良すら思いにまかせず，開拓は進まずに困っていたのである。そのた
めむしろこのころから起こっていた「南進論」が，頭をもたげてく・るのである。そこには
移住の方向がメキシコを始めとして，中南米に向けられてきていたとみてよい。
榎本武揚の外務大臣在任中においては，その殖民政策を着々と進めることになるが，何
分とも充分な予算が充当することができず，メキシコ領事館の新設にしても，中国の領事
館を統合することで在外公館費用をあてることにし，そして移民探検費は，予算として計
上することができなかったので，機密資をもって充当することになったので，問題化する
ことになり，これを榎本の自費でもって処理することになったと公表するものが現れる始
末であった。それに外務大臣の任期は短期間であったために，移民探検費の処理も充分に
行わないまま，辞任するありさまで費用の不足が問題にされるという状態であった。
ところがこれらの移住適地調査のことが，・各地に知れることとなると，政府自らの手に
よる移住事業と受け取られ， とくに移民会社による定期移民の多かった地域， 中国・九
州地方では，明治25(1892) 年上半期までには， 約300通にのぼる書翰が外務省によせら
れ，また総代が上京して外務省にその実施をせまるという状況をしめすにいたったのであ
る。そのため十分な調査をしたのちでなければ， 移住事業をすることはないということ
で，その場を収めるという始末であった47)。
47) 「東京日日新聞」第6257号 明治25年8月2313附録 0墨国出稼者へ注意す
「東京日日新聞」第6267号 明治25年9月313第3面第 2段 〇殖民地調査の件
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792 開西大學『罷清論集」第35巻第5号 (1986年2月）
〔別表〕 1. 『朝野新聞」掲載移民関係記事
掲載年月日1番号i剛剛 記 事
22. 1. 4 4569 2 1 〇墨斯寄の革命騒動
22. 1.10 4574 2 1 0郵船会社航路拡張の風説〔メキシコより定期航路の申込〕
22. 1. 20 4583 2 5 0墨斯班近況〔交通貿易日々頻繁を加ふる形勢なり〕
22. 4,.13 4648 2 5 〇墨西班国勢一班〔亜米利加洲に於ける墨国の地位〕
22.-4.17 4651 1 5 0墨西班国勢一班〔港湾・風土人物〕
22. 7.11 4724 2 3 0日墨新条約
22. 7.13 4726 2 1 0日墨間新条約の公布
22. 7.18 4730 1 1 0日墨修好通商条約
22. 7.19 4731 2 1 〇〔社説〕日墨条約の公布
22. 7.26 4737 1 3 0日墨新条約に関する米国新聞の評
22. 7.27 4738 3 1 0日墨新条約に関する米国新聞の評（続） ， 
22. 7.30 4740 1 1 〇〔官令〕外務省令第三号「国籍証明書規則」
22. 8. 2 4743 2 4 0墨西其の移住民条例
22. 8. 3 4744 1 5 0墨西其の移住民条例（続）
23. 3.21 4922 3 3 0加奈多地方住民〔日本人，支那人併せて41名〕
23. 4.20 4952 1 5 〇布畦国出稼人〔第13回〕
23. 4.22 4954 2 5 0濠洲殖民地の近状
23. 4.23 4955 2 6 0布畦国出稼人の帰朝〔76名〕
23. 5.22 4984 2 2 0榎本子爵未だ老ひず
23.5. 30 4992 3 2 〇貧民の一大活路〔墨其班鉄道会社， 6-7000名募集，給与
1日1乃至2弗の予定〕
23. 8.17 5062 3 2 0南米殖民政策，榎本子爵の意見書
23. 8.18 5063 1 1 0南米殖民政策，榎本子爵の意見書（昨日の続き）
23. 8.23 5068 2 3 0墨西班鉄道工事と殖民方案
23.10.28 5129 2 3 0日本人の海外事業
24. 2. 3 5.208 2 3 0墨西奇新任領事〔横浜駐在領事仏人サルタレール〕
24. 3. 1 5230 2 4 0墨西寄領事〔仏人サルダ氏方に同居〕
24. 3.18 5244. 1 4 〇榎本子の近状
24. 4.15 5266 2 4 0石神氏の壮図〔テハンテペック鉄道工夫募集〕
24. 4.19 5270 1 1 0墨西班殖民策（石神国太郎の意見）
24. 4.25 5275 1 1 0『殖民政略之前駆」墨西班国墨西奇国の土地
24. 4.26 5276 1 5 0『殖民政略之前駆」墨西班国墨西寄国の土地
24. 4.28 5277 1 1 0「殖民政略之前駆J墨西班国墨西寄国の気候
24. 4.29 5278 1 3 0『殖民政略之前駆」墨西奸国墨西寄国の制度
24. 4.30 5279 1 3 or殖民政略之前駆』墨西奇国墨西寄の兵制
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掲載年月日1番号層 I段 I 記 事
24. 5. 2 5281 1 4 0『殖民政略之前駆」墨西奸国墨西奸の法律
24. 5. 3 5282 1 2 0「殖民政略之前駆」墨西班国墨西班の商業外国貿易
24. 5. 5 5283 1 2 0『殖民政略之前駆」墨西班国墨西野の商業外国貿易
24. 5.14 5291 1 1 0『殖民政略之前駆』墨西野国墨西奸の商業交通運輸
24. 5.16 5263 1 2 0墨西野国国会開場〔5月1日大統領臨場，教書呈示〕
24. 6.10 5314 1 1 0「殖民政略之前駆』墨西野国墨西班の工業
24. 6. 1 5315 1 1 0『殖民政賂之前駆」墨西紆国 墜西班の工業（昨日の続）
24 .6.12 5316 1 1 0『殖民政略之前駆』墨西班国 墨西奸の農業
24. 6.12 5316 2 2 〇榎本子と東洋問題
24. 6.13 5317 1 3 0「殖民政略之前駆」墨西班国墨西班の農業
24. 6.14 5318 1 3 0「殖民政略之前駆』墨西班国墨西奸の農業
24. 6.16 5319 1 3 0「殖民政略之前駆」墨西班国墨西奸の農業
24. 6.17 5320 1 3 0『殖民政略之前駆』墨西寄国墨西班の農業
24. 6.18 5321 1 5 0『殖民政略之前駆」墨西班国 日墨通商
24. 6.19 5322 1 1 0『殖民政略之前駆』墨西班国 日墨通商・
24. 6.20 5323 1 2 or殖民政略之前駆』墨西班国 日墨通商
24. 6.21 5324 1 2 0『殖民政略之前駆」墨西紆国 日墨通商
24. 6.23 5325 1 3 0「殖民政略之前駆」墨西班国収税
24. 6.24 5326 1 3 0『殖民政略之前駆』墨西班国収税
24. 6.25 5325 1 2 0『殖民政略之前駆』墨西班国収税
24. 6.26 5328 1 3 0『殖民政略之前駆J墨西奸国商事劉報
24. 6.27 5327 1 2 0「殖民政略之前駆』墨西班国 商事割報
24. 6.28 5330 1 4 0『殖民政略之前駆J墨西班国商事劉報
24. 7. 1 5332 1 2 0墨西野国の末尾に題す
24. 7.17 5346 1 4 〇海外移住同志会〔発起人板垣退助，星亨など〕
24. 7.29 5356 2 2 0移民課長〔通商局長兼任か）
24. 8. 1 5359 1 5 0海外移住同志会規則
24. 8. 4 5361 1 4 〇星亨氏等の移住民事業
24. 8. 5 5362 2 1 〇移民課設置に関する外務大臣の意見
24. 8. 8 5365 2 4 0墨西班に展覧会を開かんとす
24. 8.29 5366 4 4 〇星亨氏等の移住民事業
24. 8.16 5372 1 3 0分課規程〔外務省〕
24. 8.16 5372 2 1 〇各省改革の模様〔〇外務省通商局長兼移民課長安藤太郎）
24. 8.21 5376 2 1 0墨西班に領事館を置かんとす
24. 8.25 5379 2 1 0移住民地取調費
24. 8.26 5380 2 6 0海外殖民論〔恒屋盛服著〕
24. 9.15 5397 3 2 0墨西奸領事館の経費
24. 9.19 5401 4 1 0墨西班に於ける日本展覧会
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掲載年月日1番号け叶段 I 記 事
24.11.12 5447 2 3 〇メキシコ国公使の来着〔駐割メキシコ国全権公使ランコ
ン及書記官ウオール，ヘイム〕
24.11.15 5450 1 4 0墨西野新領事館執務
24.11.19 5453 2 1 0国書奉呈〔墨西班全権公使ラスコン〕
24.12.20 5480 3 1 昨日の衆議院〔予算案外務省所管の部〕
24.12.20 5480 4 4 〇榎本外務大臣の演説
.25. 2.13 5497 3 5 〇0墨墨其西班斯寄公使の村館落t埋永没用の虞あり
25. 3. 3 '5540 5 ? 町に移転〕
25. 3.11 5547 2 3 0南洋殖民と北海殖民
25. 3.13 5548 5 5 〇移民に関する当局者の意見
25. 3.19 5549 1 4 〇移民に関する当局者の意見
25. 3.20 5554 2 6 0ゲーリック号の出発延引
25. 3.24 5555 2 5 0墨西寄探検者の出発
25. 4. 1 5558 3 5 0墨西班出稼人
25. 4. 1 5565 1 4 0国務卿， 日本より勲章贈与の事を報告す
25. 4. 2 5566 1 2 〇殖民省設置の風説
25. 5.27 5613 1 4 〇移民地探検費二関スル建議案（加藤平四郎外ー名提出）
25. 5.27 5613 5 4 〇昨日の衆議院議事第六移民地探検費に関する建議案
25. 7.16 5656 3 2 0在米墨国公使来遊の説〔ロメロ氏〕
25. 7.16 5656 3 2 0墨西班公使の出発〔本邦駐割墨西班国全権公使ラスコン
氏〕
25. 7.24 5663 3 1 0日尼新条約案〔〇枢府に立寄らざるべし0移民政略の端
緒たらん〇是れも亦た国なり〕
25. 8.14 5681 3 2 0安藤通商局長の免官
25. 8.16 5682 3 3 〇原敬氏通商局長となる
25. 8.28 5693 2 3 〇二十六年度の新事業〔第三は移民費，四万円の要求〕
25. 9.17 5710 3 3 0墨西寄国祭日
25.10.25 5735 2 5 〇榎本子の消息
25. 11. 30 5764 4 1 〇二十六年度予算新事業費〔外務省移民地探検費二万円）
25.12.15 5777 1 4 〇地学協会の納会〔メキシコ事情，恒屋盛服〕
26. 1. 7 5793 1 4 〇墨西班公使の帰国〔駐割墨西冴公使ラスコン〕
26. 1.11 5796 5 4 0墨西班公使の出発〔駐割墨西寄公使ラスコン〕
26. 2. 5 5817 2 6 0墨国移民事業に就て
26. 2. 5 582'1 5 2 0殖民協会成立委員会
26. 2.16 5825 5 2 0殖民協会成立委員会
26. 3.12 5846 2 6 0殖民協会発会式
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掲載年月日i番号い町剛 記 事
26. 4.19 5876 2 5 0在墨西班領事の報告
26. 4.27 5883 3 4 0移民探検者と諸協会
26. 5.31 5912 3 5 0昼国公使館の移転
26. 6.21 5930 3 4 〇殖民協会評議員会
26. 7. 5 5942 3 3 0移民地探検者の嘱托〔墨国へ根本正〕
26. 7.26 5960 2 5 0濠洲探検員の出発〔殖民協会後藤勘十郎〕
_26. 9.10 5995 4 5 〇殖民協会予算委員会〔大日本移民株式会社〕
26. 9.16 6000 4 1 0墨西奸の航路拡張と殖民会社
26. 9.20 6003 1 2 〇榎本子の殖民意見
26.10.11 6020 2 2 0殖民協会〔10月16日評議員会〕
26.10.13 6022 2 2 〇殖民地探検費及び植樹費
26. 11.14 6047 2 2 0殖民協会の評議員会〔11月20日評議員会〕
〔註〕 1. 『朝野新聞jは，明治26年1月まで復刻，国立国会図書館においても，同
年1月までがマイクロ・フイルムに収録されている。ここではそれによった。
2. 原文では標識に黒丸・ニ重丸〔鬱，◎〕を使用するが，ここでは凡て白丸
〔〇〕に置き替えた。
〔別表〕 2. 『大阪朝日新聞」掲載移民関係記事
掲載年月叶番号い叫段 I 記 事
24. 7.11 3733 2 3 〇海外移住同志会の設立（承前）
24. 7.18 3732 1 3 0海外移住同志会の設立
24. 7.18 3732 2 1 〔論説〕〇植民問題
、24.7.23 3736 2 2 0移民に関する外務省の訓令
24. 7.30 3742 1 2 0海外移住同志会の事業
24. 8.11 3750 2 2 〇殖民会社設立の風説
24. 8.23 3763 2 2 0移民事務に就き
24. 8.30 3769 1 2 0加奈多移民に関する杉村領事の意見書
24. 9. 1 3770 2 3 0加奈太移民に関すを杉村領事の意見書（承前）
24. 9. 3 3772 2 6 0濫に外商の口車に乗る勿れ
24. 9.10 3778 外 -0榎本子の海外移住策に就て
24. 9.11 3779 2 3 0海外移住同志会委員を特派せんとす
24. 9.11 3779 1 2 0墨西其領事
24. 9.23 3789 1 3 0墨西奸植民の調査
24.10. 1 3795 1 ・5 〇タコマに於ける移住策
24.10.26 3808 1 3 0外務大臣の移民方略
24.11. 20 3837 2 1 0墨西其公使の参内〔特命全権ジョウゼ，マルタン，ラス
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掲載年月日1番号 1面層 I 記 事
コン〕
24.12.18 3860 2 6 0日本吉佐移民会社〔会社発起と認可〕
24.12.20 3862 2 1 〇ニューカレドニャの事〔吉佐移民会社〕
24.12.27 3868 1 6 0移住民の渡航〔仏領ニューカレドニャ〕
24.12.30 3862 附 0衆議院傍聴筆記（明治24年12月19日）予算案探検機密費
25. 1. 22 3886 2 3 0海外旅行及び帰国
25. 2. 7 3899 2 3 0出稼人の着到〔吉佐移民会社移民，ニューカレドニア着
港〕
25. 3.15 3929 1 2 0移民に関する外務省の意見
25. 3.18 3932 4 1 〇殖民地探検〔榎本殖民適地調査に4名出発〕
25. 3.18 3932 2 2 〇移民に関する外務省の意見（承前）
25. 3.19 3933 2 6 〇移民に関する外務省の意見（承前）
25. 3.19 3933 6 6 0吉佐移民会社〔墨西奸銅鉱採掘， 550名〕
25. 4. 1 3944 2 3 〇米国渡航者への注意〔明24.3. 外国人移住条例発布〕
25. 4. 5 3947 2 3 〇移民事業の公表〔移民課への報告書，書類は公表〕
25. 4.15 3957 1 2 0海外婦女子取締法案に就て
25. 5. 1 3970 附 〇ニュー，カレドニヤ事清
25. 5. 1 3970 1 3 0日本人らしき墨西其将官
25. 5.18 3984 2 2 〇米国に於ける支那人排斥案〔同国駐割建野公使より電報
25. 5.20 3986 2 3 0海外移住民同志会の渡航者〔17日， 30人，米国スノーミ
ッシに渡米〕
25. 5.24. 3989 2 5 0塵西奸将官の日本人
25. 5.24 3989 1 4 〇米国代理公使の注意両三日前の事なりとか米国代理公
使が外務省に出頭し榎本大臣に面談の際近来貴国にはプ
ルトン移民会社，吉佐移民会社其他ーニの移民会社起り
尚ほ此外にも移民を目的とする会社設立せられ弊邦へ向
け移民を企てんとするものある趣きなるが弊邦には御承
知の通り一定の制規ありて妄りに他国人の移住を許さず
現に清国人の移住をも禁じたる程なれば貴国より斯く追
々移住するものありては勢ひ清国に対すると同様の措置
を為さざるべからず斯くなりては両国間の親交上にも関
係を生ぜずとも図られざれば聯か貴下に於ても注意あり
たしと述べたるよし
25. 5.28 3993 附 0衆諮院傍聴筆記（第十一）第六移民地探検に関する建議
案
25. 5.29 3994 1 3 0支那人排斥案に対する清国公使の通牒
25. 5.31 3995 2 1 〇米国出稼に就き〔本邦より桑港に上陸，ーカ月に500人〕
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掲載年月日1番号 1面 1段 I 記 事
25. 6. 8 
4002 I 11I, 0海外出稼人の取調べ25. 6. 9 3 2 3 〇米国出稼人の拒絶に就き〔榎本外務大臣，拒絶の理由
は，契約労働条例に抵触〕
25. 6.14 4007 1 2 〇政府の答弁〔児玉仲児氏の質問，ニュウカレドニアでの
本邦人中虐待せられたりとの事実はなし，と答弁する〕
25. 6.16 4009 1 6 0出稼人の引戻し〔神戸移民会社，鉱夫に従事せしことな
きは，帰国させる〕
25. 6.18 4011 2 3 0視察員の派遣〔仏領ニューカレドニヤ地方，本邦移民虐
待さるとの報に，熊本県千田第三課長派遣することに決
定，上京〕
25. 6.21 4013 2 2 〇ニュー，ヘブリッズ英国の版図に帰す
25. 6.26 4018 1 4 0視察官の帰庁〔熊本県千田第三課長，吉佐移民会社に事
情を聴取したのち，帰任〕
25. 7. 3 4024 1 5 0墨国探検者の消息詭に墨国植民地探検の為め榎本外務
大臣が同国へ派遣したる四名の人々は既に北米合衆国ベ
ンソンに於て在墨西班本邦領事に会し夫より領事と共に
墨国ソノラ州のガイマスを経てシナロア州のアルタヽに
至りたりとて去月十二日同所発にて探検の概況を安藤移
民課長の許へ私信ありたり今其大要を聞くに是迄探検し
たる処にては何れも地味膏沃にして気候は現今暑気稽強
きも本邦人に適せざるほどにあらず旅行中は一人として
病気に罹りしものなく何れも健康にて当地に着したり掠
其良好土地の価は意外に低廉にして空漠たる原野那しく
今日まで跛渉し来りし処にては本邦人の植民上如何にも
適当なりと明言するを得べし旅行中は大統領より各地の
知事へ内訓ありしを以て至る処厚遇を受け百事便宜を得
たり是より同朴l内マザトランに赴く心算なり詳細は後報
に譲るとありたる由斯の如く
26. 1. 3 4174 3 1 1 0人口の疏密〔政府は海外移住地を発見せん為め廿六年度
に弐万円を要求せしが北海道移住を奨励すれば万里の海
外に移住民を求むるの要なかるべし〕
26. 1. 8 4178 1 6 0海外出稼人の送金
26. 1.10 4180 1 6 0海外渡航誘尊者
26. 1. 14 4183 3 2 〇公使帰国〔駐割墨其奸国全権公使ラスコン氏〕
26. 2. 9 4204 1 6 0殖民協会相談会〔2月5日地学協会にて開催〕
26. 2.19 4212 1 5 〇広島県の海外出稼人〔明治移民会社〕
26. 3. 1 4220 1 3 0殖民協会成立委員会〔2月26日於事務所〕
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26. 3. 2 4221 2 3 0海外出稼
26. 3. 7 4225 2 2 〇墜西奸探検談〔横浜貿易商組合会館・恒屋盛服〕
26. 3.10 4228 1 4 〇布畦仮政府の承認
26. 3.11 4229 2 2 〇布畦国革命顛末
26. 3.12 4230 2 3 0布畦国革命顧末
26. 3.14 4231 2 2 〇布睦国革命顕末
26. 3.16 4233 2 2 0布畦国革命顛末
26. 3.19 4236 6 2 〇醜業婦女渡米の風説〔市我高博覧会の開設に対し300名〕
26. 3.23 4338 1 5 0移民地探検に関する計画外務省所管移民地探検黄は議
会の協賛を得たるもの壱万円あり来月一日より支出し得
らる刈こぞいよいよ実際探検に着手する趣にて其地は墨
西班を首とし傍ら南洋其他に及ぽさん目的なりと斯くて
探検に従事せしむる人物は官吏以外に適任者を選択する
よしにて年度替り早々渡航せしむる考えなりと云ふ
26. 3.24 4239 2 2 〇布畦合併の理由
26. 3.25 4240 1 6 0海外出稼人
26. 3.28 4242 2 1 0墨西班地峡鉄道竣功を告んとす
26. 3.28 4242 6 1 0布畦皇帝内親王の第二宜言
26. 3.30 4244 2 1 0布畦国革命顕末（承前）
26. 3.31 4245 1 2 0外務省の改革〔公使館に領事事務を兼任させる〕
26. 4. 6 4249 6 1 0出稼人の乗船賃を引上ぐ
26. 4. 9 4252 2 3 0米国人民は布畦合併を好まず
26. 4.11 4253 2 2 〇布畦国情視察委員派遣〔米国視察委員の派遣）
26. 4.13 4255 2 4 0実践商船学校設立の建議〔4月11日殖民協会評議員会〕
26. 4.13 4255 6 2 0海外出稼人〔明治移民会社，広島27名，米国コロンビア
へ〕
26. 4.19 4260 1 6 0吉佐移民会社の移民事業〔濠洲クインスランド）
26. 4.19 4250 1 1 0布畦国の保護を解く
26. 4.20 4261 1 4 0日墨両国の貿易 世界博覧会の序を以て本邦実業者の来
墨を望む〔藤田領事代理〕
26. 4.20 4261 2 4 0植民協会演説会〔4月16日厚生館〕
26. 4.22 4263 2 5 0合衆国の日本労働者虐待せらる
26. 5. 3 4272 1 6 0海外に於ける日本の成業者〔墨其寄国に邦人某なるもの
あり亦財を積むこと矩万にして今は鉄道工事の受負をな
し居れり哉〕
26. 5. 7 4276 附 2 0吉佐移民会社の出稼人〔濠洲クインスランド，応募者
500名〕
26. 5.11 4279 1 4 0米国人我醜業婦の出稼を媒介す
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26. 5.12 4280 1 5 0北海道移民地探検〔滋賀県，珠玖清左衛門・池野丹蒻〕
26. 5.17 4284 2 3 〇醜業婦密航の関繋か
26. 6. 1 4297 6 2 0海外出稼人〔ボートランド， 57名〕
26. 6. 3 4299 2 2 0北海移住に関する内訓〔北海道協会，移住者に対する便
宜〕
26. 6.15 4309 2 5 0北海道移住者の船車賃〔北海道協会，北海道炭鉱鉄道会
社は無賃， 日本郵船会社は三割引〕
26. 6.15 4309 2 3 0墨国名士の来遊〔墨国前大蔵大臣ロメロ氏，大統領デア
ス氏の長男〕
26. 6.22 4315 附 2 0大阪府告諭第五号北米合衆国外国人移住及び契約労働
に関する諸法律施行条例 (1893年3月3日制定）
26. 6.23 4316 2 2 〇殖民協会評議員会〔6月19日於西紺屋町事務所〕
ー来七月開会すべき定期総会は延期する事
一殖民協会中の有志を以て三百万円の資本を募り，別に殖
民会社を組織する事
26. 6.24 4317 2 4 0移民濠洲に着す〔クインスランド520名現地到着〕
26. 6.30 4322 1 5 0殖民地探検〔外務省雇翻訳掛根本正，墨国へ出張〕
26. 7.28 4346 1 2 0殖民地探検視察員〔南洋諸島探検，殖民協会自由党員渡
辺勘十郎， 7月26日出発〕
26. 8.18 4364 1 5 0日本人十二名の追放〔桑港上陸拒否 12名〕
26. 8.24 4369 2 1 0出稼人〔米国， 56名〕
26. 8.24 4369 2 1 0出稼人80余名帰国〔布畦， 80余名帰国〕
26. 8.26 4371 2 1 〇殖民会社日本移民株式会社業務計画
◎太平洋沿岸諸国に於て興復収利の見込ある殖民地を選
定購入し独立嘱托の移民を募集送還して其営業を保艘
する事
◎前項諸国の需用に応じて定期移民を紹介募集送還保護
する事
◎殖民地より産出する海陸物産の依託専売業務を営む事
26. 9. 2 4377 2 2 0殖民協会の予算調査資本金三百万円で予算を編成中
26. 9. 7 4381 1 4 0日墨航海意見〔恒屋盛服の日墨間定期航路開設意見書〕
26. 9. 9 4383 6 2 〇醜業婦放逐の運動
26. 9.14 4387 6 2 0海外出稼人［米国， 20名〕
26. 9.19 4388 1 6 〇ヴィクトリア出稼人の惨状〔米国， 83名就職不能〕
26. 9.23 4395 6 2 0海外出稼人〔濠洲サアスデー， 13名〕
26. 9.30 4400 1 2 〇榎本子爵の婆羅談
26.10. 3 4402 2 2 0海外商業視察員派遣
26.10.12 4410 6 2 0海外出稼人〔米国， 51名〕
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26. 11.10 4433 6 3 0出稼人就業す〔明治移民株式会社，北米80余名，職業に
就かせる〕
26.11.14 4436 2 3 0労働者困難の最況〔英領コロンビア州，銀価暴落のた
め， 日支労働者の就業を妨げる，在ヴァンクウバー帝国
領事報告〕
26.11.15 4437 1 3 0布畦国不穏の模様に就き〔軍艦浪速の派遣，仮政府と士
人との紛争〕
26.11.17 4439 4 1 〇領事館改定〔墨西研帝国領事館から，総領事館へ〕
26.12.10 4458 6 1 0出稼人の惨状〔ワシントン州シアトルに於ける出稼人の
惨状，取締法の必要〕
26.12.12、 4459 5 1 0本邦労働者の評判〔倫敦タイムス掲載，濠洲出稼人の評
判〕
26.12.17 4464 2 2 0布畦仮政府の決心
26.12.17 4464 6 1 〇醜業の罰〔桑港に於ける醜業に対する裁判J
26.12.21 4467 1 5 0鬼頭副領事の談話〔ヴハンクーバーに於ける出稼人の評
判〕
26.12.23 4469 6 1 0バンクバーの本邦出稼人〔桑港上陸拒否から，加奈多ヘ
介入〕
26.12.27 4472 2 2 〇塵国輸入税則改正〔領事代理藤田敏郎報告，銀価下落に
よる増税，年間27-30万弗増額〕
27. 1.14 4484 2 3 0墨国探検者〔移民地探検者根本正の報告〕
27. 1.14 4484 6 2 0渡航者の不埓〔免状を借受け渡航〕
27. 1. 20 4489 1 5 0植民協会評議員会〔定期総会の延期，移民会社予算書の
修正〕
27. 1. 23 4491 外 0布睡稼出人旅券下付せざる事
27. 1. 24 4492 1 1 〇榎本の入閣〔新農商務大臣は一時埋合の為なりと評説〕
27. 1. 28 4496 5 1 0墨西其貨幣の鋳造高
27. 2. 1 4498 6 2 0出稼人〔米国， 11名〕
27. 2. 4 4501 附 2 〇太平洋沿岸の探検〔日本人愛国同盟会，菅原伝・日向武〕
27. 2. 8 4504 6 2 0海外渡航者の数〔神戸1-6月の海外渡航人数 1920人〕
27. 2.16 4511 2 1 〇布畦警備軍艦の交代〔浪速から比叡へ〕
27. 3. 1 4532 6 2 0出稼人〔米国ポートランド， 37名〕
27. 3. 8 4528 6 1 0海外出稼人〔米国カリフォルニア，バンクウバー， 170-
80名〕
27. 3. 9 4529 外 〇週羅殖民事業〔熊本県熊谷直亮，移民募集数百名〕
27. 3.13 4532 1 4 〇退羅殖民事業
27. 3.22 4539 2 3 0日週会起こらんとす
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27. 3.25 4542 2 I s 〇布陸事件に関する代議院の決議
27. 3.29 4547 6 1 〇海外出稼人〔米国， .48名〕
27. 3.30 4546 6 2 0海外渡航者数（兵庫県庁調査， 25年10-12月渡航者331人
26年1-6月渡航者1152人，26年上半季契約労働者500余名〕
Jl7. 4. 5 4550 3 _l 0出稼〔吉佐移民会社，濠洲クインスランド100名募集〕
27. 4. 6 4551 2 ! 2 〇布睦警備の軍艦発着〔浪速から高千穂へ〕
27. 4. 7 4552 2 5 〇濠洲出稼人の出発〔東京吉佐移民会社，濠洲400名〕
27. 4. 8 4553 1 1 〇海外移民保護規則枢密院協議会議に上る
27. 4.13 4557 2 1 0海外移住保護規則従来労働或は出稼を目的とする者渡
航後従事すべき事業を需むること能はざるより之を奇貨
として表面其便を計ると称し会社を設立し海外各国に於
ける労働会社又は不良の徒と結託し渡航者を欺きて其自
由を束縛するのみならず当初の意志に反する事業に従事
せしめ巧みに其賃銀を貪り取る等不法の所業を為し或は
婦女子を睛して密航をなさしめ我国の威厳を傷ふが如き
徒続々として輩出するに右に対する取締方に就ては従来
其命令規則なきにあらざれど甚だ不完全なれば此際厳粛
なる規則を制定し右等事業に従事すべき会社に向て相当
の制限を加へ且つ罰則をも制定して渡航者の自由を保護
せんとするにありと聞けり
27. 4.14 4558 1 1 〇移民保護規則の公布
27. 4.15. 4559 1 5 0移民保護規則施行細則
27. 4.1'7 4561 4 2 〇海外出稼人の事〔兵庫県庁では無責任誘導者を斥ける〕
27. 4.18 4561 ~ 6 0出稼人〔米国， 40名〕
27. 4.19 4562 6 2 〇海外出稼人〔米国， 17名）
27. 4.20 4563 2 1 〇移民保護規則施行細則（外務省第六号）
27. 4.25 4567 1 3 〇兵庫県庁の対移民策〔移民の在外年限1箇年以上 3箇
年，保証金壱万円を最低額とする予定〕
27. 4.28 4570 2 1 〇移民保護規則に対する疑議〔同規則憲法上移転の自由を
束縛する，移民保護規則と言へども其実は移民取扱人取
締人取締規則に過ぎず，密航者の取締には奄も効なし〕
'27. 5. 9 4579 2 4 0墨国銀坑現況
27. 5.10 4580 6 2 0海外出稼人〔晩香披， 21名〕
27. 5.15 4584 1 1 〇布睦の外国人上陸条例（ホノルル駐在総領事藤田三郎報
告〕
27. 5.19 4588 2 2 〇布睦国外国人上陸条例〔全文〕
27. 5.20 4589 2 2 〇布畦国外国人上陸条例（承前）
27. 5.30 4597 6 2 0明治移民会社〔社業上に根本的改革を加える〕
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27. 5.31 4598 2 6 0海外出稼人〔米国， 7名〕
27. 6. 1 4599 2 3 0布睦在留民宣誓の事
27. 6. 5 4602 5 1 0海外移民に関する注意
27. 6. 6 4603 3 2 〇布畦国出稼人〔布畦， 63名，九州鉄道会社乗車賃低減〕
27. 6. 7 4604 2 4 0海外移民に関する注意（承前）
27. 6. 9 4606 2 3 〇移住に関する告示〔伊国，米国移住者に告示〕
27. 6.10 4607 6 2 0海外渡航〔布睡， 日本明治移民会社募集， 450名〕
27. 6.19 4614 3 1 〇熊本県下移住民〔英領クインスランド， 7月上旬出発予
定〕
27. 6.21 4616 5 1 0殖民協会総会〔6月17日東京地学協会々館，大計画の予
算なるもの会員に配付せられしが，右は社属殖民，貸費
殖民の二表に分れ何れも精細にして確実なるが如し〕
27. 7. 6 4629 6 2 0出稼（広島県明治 18~26年ハワイ出稼 10,404人，現在
6,895人〕
27. 7. 7 4630 6 2 0出稼人〔広島県，英領印度ボルネオ， 17名〕
27. 7.12 4634 2 2 〇布畦新憲法案の帰化条款
27. 7.27 4645 外 0布畦移民と愛国丸〔明治移民会社，自由渡航者400余名〕
27. 8. 2 4650 1 6 〇布哩密航者〔愛国丸，密航者22名帰国〕
27. 8.30 4674 6 1 〇加拿陀渡航労働者の減少〔移民保護規則施行後の減少〕
27. 9.13 4686 6 3 0熊本県の出稼人〔晩香披， l:，'クトリア，タコマ， 47名〕
27. 9.15 4688 3 2 〇在布睦本邦出稼人と病院税
27. 9.20 4692 6 2 0出稼人の募集〔吉佐移民株式会社，布畦500名〕
27. 9.28 4699 2 4 0布哩国外国人上陸条例追加〔総領事藤井三郎報告〕
27.10.19 4716 6 3 0出稼人〔山口ほか， 494名西印度J
27.Jl.11 4735 1 6 0海外出稼者〔兵庫県庁，移民取扱人による 900名，直接
免状下付205名〕
27.12. 7 4756 6 3 0海外渡航人〔大阪府庁，渡航者186名〕
27.12. 9 4758 6 2 0海外労働者の祝宴，植兵〔濠洲クインスランド200余名〕
28. 1. 23 4729 3 2 0海外渡航者〔大阪府庁， 27年総計1587名〕
28. 2.23 4817 4 2 0海外渡航会社支社〔和歌山・田辺町に，広島の海外渡航
会社支社を設立〕
28. 2.24 4818 7 5 〇布畦出稼人〔小倉組，布睦出稼人男女675名，本日出発〕
28. 3. 1 4823 4 1 〇布畦出人の出発〔小倉商会，布畦出稼人784名〕
28. 3. 6 4826 4 2 〇布畦出稼人〔小倉商会，布畦出稼人103名〕
28. 3.21 4831 4 1 〇布畦国出稼人移入条例〔領事館事務代理領事官補清水精
三郎報告〕
28. 3.19. 4837 3 3 0南米探検の結果〔外務省移民課根本正，南米より帰国〕
116 
榎本武揚とメキシコ殖民移住〔5〕（角山） 803 
掲載年月日1番号面 1段 I
28. 3. 21 48391 5 I 6 I 
28. 3. 24 4841 電
記 事
28. 3.28 
28. 3.29 
28. 4. 7 
28. 4. 9 
28. 4.26 
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?????
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ー
移民者に脚気発
???
??
〇殖民協会大会〔3月17日午後1時，於芝紅葉館〕
〇衆議院議事第四海外移住者に関する決議案山下千代雄君
外三名提出，可決
〇遍羅殖民会社に就て
0墨西寄鉄道大遭難
〇貌拉西爾（ブラジル）との条約
〇貌拉西爾国と日本労働者
0南洋フヒージー島談〔吉佐移民会社，
生〕
0榎本子爵旧情を捨てず［旧幕御作事方近松松次郎五稜廓
に参加，四月十八日死亡〕
0墨西奸公使来任〔日本駐割墨西班公使ウォルヘイム氏〕
〇布睦の杞憂
0出稼人〔米国 26名，広島・熊本等〕
0墨国移住組合植民協会にては去17日同事務所楼上に評
議員会を開き榎本会長を始め佐久間，安藤，曲木，田島
の諸氏出席し兼て委員に託して調査を遂げしめたる嬰国
官有地買入の件を左の如く決定せりとぞ
(1)民事組合を設け壱千円以上出金する有志者を以て直に
該官有地十一万六千町歩を購入する事
(2)耕区設計は当分模範即ち試験的に二三百町歩を伐木開
拓し珈琲樹を植附け傍ら甘庶，煙草，玉蜀黍等短期農
作物を栽植する事
(3)購入諸種の手続は星国に代人を派遣し同国政府と契約
を取結ぶ事
(4)右の件に就ては榎本会長より近日中日本駐割墨国代理
公使ウヲルハイム氏を経て同国へ通知する事
(5)組合の名称は墨国移住組合と称し事務所を別に設置す
る迄当分植民協会にて事務を取扱ふ事
(6)同事業は自由に其規模を増大にするを得べきを以て利
益事業たるを自ら信じて右の金額出金を諾し組合に加
入を申込む者は之を許す事
0板垣伯と植民大臣
0植民協会の模範殖民植民協会は過日の評議員会に於て
愈墨国移住組合を組織し同国エスキントラ官有地を購入
し之に模範植民を実行することに可決せし由なるが同地
は十箇年賦買収を請求するのに便法あるを以て最初大資
本を要せず先づ壱拾円以上の金額を分担する有志者を組
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? ?
28. 7. 6 
28. 7.11 
28. 7.11 
28. 7.20 
28. 7.26 
28. 8. 3 
28. 8..10 
28. 8.17 
28. 8.22 
28. 8.30 
28. 9. 8 
28. 9.10 
28. 9.15 
28.10.12 
28.11.17 
4921 
4925 
4925 
4933 
4938 
4945 
4951 
4957 
4961 
4968 
4976 
4977 
4982 
5004 
5034 
??
???
ー
??
??
?
? ー
??????
合員として寵ちに購入に着手し小部分の開拓をなして珈
琲を栽培することりなすべく其植民は善良且節倹にして
真に模範たるに足るものを選ぶ筈なりと而して右組合は
已に組合員も取纏りたれば不日代人を派遣し墨国政府と
契約せしむる筈にて目下派遣員の人選中なりと云ふ
0海外移民に関する注意（承前）
〇出稼人〔桑港，広島・熊本28名〕
0海外渡航人〔大阪府庁， 旅行免状による渡航者合計154
人〕
0墨国鉄道〔墨国駐在室田総領事報告〕
0海外貿易実況調査費〔海外貿易調査費，予算要求〕
0濠洲に於ける日本人排斥案
0榎本大臣と墨公使本邦駐割墨西寄公使ウヨルヘーム氏
は去六日午後榎本農商務大臣を官邸に訪ひ墨国殖民大臣
レアル氏よりの書翰を持参して移住の件を協議せり其書
翰及同公使の語る所に拠れば日本国民の墨国移住は同政
府が非常に渇望する所にして官有地払下も勿論承諾し及
ぶ丈け便宜を与ふべきにより少しも早く移住せられたし
との意味なり墨国移住組合調査委員会（＋名）は来十二
日殖民協会に於て之を開き夫等の準備に付協鏃すべしと
なり
0墨国移住調査会の決議東京々橋区西紺屋町なる日本殖
民協会に於ては去十三日墨国移住組合調査委員会を開き
たる由なるが其決議の次第は墨国官有地を榎本子爵の名
義にて買入れ追て殖民会社設立の上会社に引渡す事，派
遣員は重に農学士中より選定する事等なりと
0移住地の実地視察〔紀伊厚生株式会社出谷英一，米国布
畦移住民視察〕
0日本人排斥の気焔一斑（濠洲木曜島，排斥運動〕
0布唾労働者〔帝国総領事代理領事官補清水精三郎報告〕
0海外出稼〔加奈多，桑港，江洲犬上郡20名〕
0墨国関税改正〔墨府駐在帝国総領事室田義文報告〕
0我出稼人遥羅に惨境に陥る
〇殖民協会榎本子爵の創設せる夫の殖民協会は昨年日清
両国開戦の当時外務省より補助を得て農学士橋口文蔵氏
を墨国に派出し実地探検の末広大なる地積を見出して復
命し其後組合事業として移民を引連れ同氏再び渡航せん
見込みなりしに氏は目下台湾総督府に在勤し居るに因り
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右組合にては氏に代るべき適任者を選択中なりしが札幌
農学校出身身して湯地元北海道理事の女婿たる夫の小野
兼基氏は曽て欧米各国に官遊し後北海道庁に殖民の一部
を新設して移民のため便益を与へたる経験もあれば芳氏
を挙げて担任せしめんとする有志者多き趣なり
28. 1. 22 5038 1 4 〇植民省説〔台湾，北海道，其他拓地植民事務のため，植
民省新設の説〕
28. 1. 23 5039 8 1 0日本移民（に対する調査）〔合衆国移民局長調査）
28.11. 28 5042 6 3 〇布珪移民〔海外渡航会社，広島900名〕
28.12.24 5064 4 1 0頭税問題（日本人）〔濠洲クインスランド議会， 人頭税
賦課を決定〕
29. 2.25 5112 1 6 0移民送還〔吉佐移民会社，仏領西印度ガートヨフ〕
29. 2.29 5116 1 6 〇移民送還〔吉佐移民会社，仏領西印度ガートヨフ〕
29. 2.29 5116 外 0本邦人移住制限〔英領加拿陀，能瀬領事報告）
29. 3. 8 5123 2 5 0殖民協会〔総会，紅葉館，墨国チャパス州イスキントラ
官有地，模範殖民地交渉〕
29. 4.22 5159 3 4 〔論説〕布睦移民不法契約事件〔第一布陸移民の成績，第
二移民契約の慣例，第三不法の移民契約〕
29. 4.23 5160 3 6 〔論説〕布睡移民不法契約事件〔第四地方庁と外務省，第
五奈何外交威信〕
29. 4.25 5162 1 1 〔社説〕移民事業の謳害
29. 4.26 5163 外 0加拿陀渡航解禁
29. 4.26 5163 2 4 〇移民章害〔小倉幸，布睦移民不当契約〕
29. 4.30 5166 3 4 〇移民蘊害〔小倉幸，布睦不当移民契約〕
29. 5. 2 5168 2 4 0移民嚢害〔小倉幸，移民保護法違反〕
29. p.20 51-83 2 5 〇布畦航海〔東洋丸， 300余名〕
29. 5.31 5193 3 5 0移民会社〔南洋クインスランド， 300名移民〕
29. 7.26 5241 2 3 〇排日本人〔濠洲殖民地政府，支那人制限条例の各項を他
の凡ての異人種に適用〕
29. 8. 4 5248 8 2 〇移民会社（計画） 0遺足に於ける移民会社設立計画）
29. 8.13 5256 8 2 〇移民会社〔会社設立計画を大阪府に提出〕
29. 9.12 5282 6 1 〇移民会社（布睦） 〔日本移民合資会社，会社設立認可，
布珪契約移民募集〕
29. 9.16 5285 6 6 〇移民会社〔日本吉住移民会社，南米伯刺西爾移民〕
29.10.13 5307 2 5 0出稼渡航〔広島移住渡航会社，布畦出稼人）
29.11. 1 5323 2 6 0移民処罰〔移民取扱人小倉幸，移民保護規則違反〕
29.11. 6 5324 2 6 〇移民処罰（不服上告）〔移民取扱人小倉幸）
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29.11. 8 5328 3 4 0殖民地質〔殖民協会草鹿砥寅二，先月末帰国，来春移住
渡航予定〕
29.12.10 5354 2 4 0移民訴訟〔布畦上陸禁止訴訟， 日本移民会社〕
29.12.12 5356 3 4 0出稼渡航〔移民会社記載無し，神州丸〕
29.12.17 5360 1 6 0布唾移民〔H本人在住数25,000, 日本移民会社は，関東
地方より募集を開始〕
29.12.23 5364 6 1 0開拓会社〔榎本子爵移住殖民地購入， 17日報告会，会社
組織の準備〕
30. 1. 8 5376 2 4 〇布睦近信
〔註〕 1. 原文では，標識に黒丸〔〇〕を使用しているが，ここでは白丸〔〇〕に置
き換えた。
2. 「外」は「欄外記事」，「附録」，「電」は「電報」を示す。
3. 記事のうち〔 〕内は，要約した記事内容をしめす。
〔別表〕 3. 「東京日日新聞」掲載移民関係記事
掲載年月叫番号|面|段| 記 事
24. 8. 1 5934 1 1 0星亨氏の海外移住計画「海外移住同志会趣意書」
24. 8. 6 5938 5 1 0外務省移民課設置の理由
24. 8. 8 5940 2 1 〇殖民政略
24. 8.12 5943 4 1 0移住課の取調
24. 8 23 5953 2 1 0殖民の実行を望む
24. 8.25 5954 4 1 〇殖民の実行を望む（承前）
24. 8.28 5957 4 1 0樺山領事の移民意見書
24. 8.29 5958 4 6 〇樺山領事の移民書見書（承前）
24. 9. 5 5964 3 2 0海外移住事業に奔走する外人（東京にもあり）
24. 9.26 5981 2 3 〇廿五年度歳出概算（承前） 0歳出臨時部0外務省所管
〔世上に喧伝せし移民地探検費五万円は閣議の否決する
所となり来年度予算には編入しあらす〕
24.10. 2 5986 4 2 〇布唾国内に支那人の出稼多し
24.10. 9 5992 4 2 0布哩国内に支那人の出稼ぎ多し
24.10. 9 5992 4 3 〇外人日本労働者を募集せんとす
24.10. 9 5992 4 5 0日本と墨西寄との交通沿革
24.10.10 5993 2 3 0日本駐割墨其班共和国特命全権公使及び書記官
24.10.10 5993 4 5 0日本駐割墨其商共和国特命全権公使及び書記官（承前）
24.10.13 5995 4 4 0日本駐割墨其班共和国特命全権公使及び書記官（承前）
24.10.14 5996 4 3 0日本駐割墨其奸共和国特命全権公使及び書記官（承前）
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24.10.14 5996 5 1 0榎本外務大臣の殖民方略
24.10.16 5998 3 5 0日本駐割墨其研共和国特命全権公使及ぴ書記官（承前）
24.10.24 6004 3 2 0墨其奸領事館の新置
24.10.28 6007 4 1 0海外移住策井其手続
24.10.31 6010 5 2 〇布畦出稼人と其の貯蓄
24.11. 1 6018 3 5 〇布畦国渡航者
24. 11.15 6022 4 3 〇慶長年間墨其野に与えたる書簡井に其事情
24.11.17 6023 1 3 〇慶長年間墨其寄に与えたる書簡井に其事情（承前）
24.12.17 6048 5 1 0日本吉佐移住民会社創立の由来
24.12.20 6051 1 1 〇予算案外務省所管〇榎本外務大臣の説明
24.12.27 6057 4 4 〇布睦出稼人の上陸を許さず
25. 2.13 6093 4 1 0墨西班通商者への注意
25. 2.14 6094 4 4 0墨西班通商者への注意（承前）
25. 2.26 6104 4 3 0墨西奸海軍
25. 2.27 6105 4 2 〇布畦出稼人
25. 3. 8 6113 3 4 0移住視察
25. 3.18 6122 5 2 〇メール新聞の移民論横浜なるジャパンメールは近日の
紙上に移民論と題する一篇を掲げて榎本子の移住民政策
を賛同せり
25. 3.23 6126 5 1 〇広島丸の消息
25. 3.24 6127 3 1 〇メキシコ太平洋沿岸の貿易概況
25. 3.30 6132 3 1 0米国渡航者への注意
25. 4.13 6140 5 5 0墨西奸に於ける木綿類の商況
25. 5.11 6168 7 2 0第二十一回布畦国出稼人
25. 5. 15 6172 3 1 0日本人出稼禁止の事
25. 5.26 6181 4 1 〇衆議院への提出議案移民地探検費に関する建厳案
25. 5.27 6182 3 4 0衆議院への提出議案移民地探検費に関する建誂案（承
前）
25. 5.27 6182 6 6 〇東方人放逐問題又た起る
25. 6. 2 6187 7 2 〇米国出稼人百五十七名
25. 6. 9 6193 3 2 〇仏領ニューカレドニア出稼人に関する質問
25. 6.10 6194 3 次 0加奈太鉱山に於ける日本出稼
25. 6.14 6197 3 3 0衆議院児玉仲児提出ニューカレドニア出稼人に関する質
問に対する答弁書
25. 6.21 6203 3 4 0我国米国渡航者又々逐ひ返さる
25. 6.21 6203 .3 4 〇ニューカレドニアの最近報
25. 6.23 6205 3 3 〇米国出稼人
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25. 7. 8 6218 4 3 〇米国渡航者は注意せよ
25. 7.13 6222 3 1 0榎本外務を訪問
25. 7.13 6222 7 1 〇ニューカレドニヤ出稼人の近事
25. 7.15 6224 3 3 0布畦出稼人の所持金
25. 7.16 6225 5 3 0墨西班公使の避暑旅行〔ホーセ，マルチーン，ラスコン〕
25. 7.16 6225 5 4 0採炭出稼坑夫〔英領コロンビア， ビクトリア， 80余名〕
25. 7.19 6226 附 2 〇出稼坑夫20名破約す
25. 7.21 6229 附 1 〇米国渡航者上陸拒絶に関する外務省の意見
25. 7.23 6231 6 3 0墨西寄の蚕糸業
25. 7.24 6232 3 3 〇米国出稼人心得の条々
25. 7.26 6233 4 2 0支那人墨国に移住を謀る
25. 8. 6 6245 3 4 〇加拿陀炭鉱出稼人の惨状
25. 8. 9 6245 3 5 0米国出稼者
25. 8.11 6247 3 2 〇榎本子とメール
25. 8.14 6250 3 2 0安藤局長免官の理由．
25. 8.17 6252 4 1 〇コンゴー鉄道会社， 日本労働者を求む
25. 8.20 6255 4 1 〇布睦輸入米税案
25. 8.23 6257 附 2 0墨国出稼者へ注意す 昨今中国及び九外l辺にては人々頻
りに墨西班国の移住に物あるを唱へ同国は布睦国に次ぐ
第二の出稼地なり往て耕すべし往て利せざる可らずとて
能々総代を上京せしめ外務省に就て其の出稼手続を問ふ
もの間々之れあるよし然れども右は末だ取調べ中にて出
稼など云ふ場合に至らず即ち其筋にては羅に出発したる
墨国探検者の復命書及び是迄到着せし藤田領事の報告書
等を参照し然る上ならでは出稼上の方針を定むる能はず
と云へば同国出稼志望者は今より之れが為めに奔走して
金銭を徒費する如き事をなさず徐かに其期の到るを侯つ
べきなり
25. 9. 3 6267 3 2 〇殖民地調査の件近来益す殖民の説喧し今其筋に就て聞
くに昨年秋頃より今日迄に各地方より同件に付き公然伺
又は質疑等をなして指令を附したるは僅に二十通に過ぎ
ざれど普通の信書を以て問合せたるものは凡そ三百余点
に及ぶと云へり
25. 9. 6 6269 3 1 0米国に於ける日本人排斥に就て
25. 9. 7 6270 4 1 0布畦出稼人貯金配送方の変更
25. 9. 1 6274 附 1 0海外出稼人の減少
25. 9. 15 6277 2 4 〇オレャニック号日本人送還事件の顛末
25. 9.16 6278 2 4 〇オレャニック号日本人送還事件の顕末（承前）
＼ 
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25. 9.25 6285 3 4 〇移民地探検費と自由党 自由党にては移民地探検の事業
に留意するもの少なからず第三回議会には自由党中の自
由問題として移民地探検費を設くるの建議を加藤平四郎
氏の名を以て提出せしも種種も面白からぬ風説を立てら
れ為めに蚕糸奨励法案と同様に否決の運命に陥りしが若
し第四回議会に政府が同費目を要求せざるに於ては同党
員中より進んで同費目設置の建議を前回同様捻出すべし
と云ふ
25. 9.28 6287 3 4 0吉佐移民会社と濠洲出稼
25.10. 8 6296 3 1 〇アイダホー州本邦出稼人放逐事件の顛末
25.10.14 6301 3 1 0榎本枢密院顧問〔北海道へ， 14日午後2時45分出発〕
25.10.16 6303 3 1 0榎本子と北海道
25.10. 28 6312 2 3 0墨其班大統領定まる
25.10.28 6312 4 3 0星西其大統領の再選
25.11. 3 6317 2 4 0米国アイダホ本邦出稼人放逐事件の詳報
25.11. 5 6318 6 1 〇米国アイダホ本邦出稼人放逐事件の詳報（承前）
25.11. 8 6320 2 5 0榎本子爵
25 . 1. 8 6320 3 3 〇ニューカレドニヤ移民に就て
25.11.15 6326 3 5 〇布睦出稼人 (1000余名，横浜〕
25. 1. 18 6329 6 1 0墨国大統領の教書
25. 1. 19 6330 6 1 0墨国大統領の教書（承前）
25.11. 27 6336 5 2 0墨国大統領の教書（承前）
25.11. 29 6337 5 1 0墨国大統領の教書（承前）
〔註〕 1. 「次」は頁数に入らない附録部分。
（別表） 4. 「時事新報」掲載移民関係記事
掲載年月日l番号層 I段 記 事
24. 7.10 3076 4 1 0外務省の改革案
24. 8. 1 3096 3 5 〇海外移住同志会
24. 8. 9 3100 7 3 〇移民課設置の理由
24. 8.16 3109 3 2 0外務省の新官制外務省は変更少なし
24. 8.21 3113 2 3 0墨斯班国は領事を派遣す
24. 8.21 3113 7 2 0外務省の移民事務
24. 9. 2 3123 1 5 0海外渡航者の差止め〔米国〕
24. 9. 3 3124 1 3 0移民の方針
24. 9. 4 3125 4 5 〇米国郵船の着港
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掲載年月叫番号！面層I 記 事
24. 9.20 3139 3 1 0墨斯班国に展覧会を設置せんとす
24. 9.30 3147 1 2 0墨其研国，公使を派遣せんとす
24.10. 3 3150 1 5 0日本人も亦移住を禁ぜられんとするか
24.10.10 3156 7 1 0布畦移住の一大厄難
24.10.14 3159 1 1 0海外出稼人に対する政府の干渉
24.10.18 3163 4 2 0墨西冊の不穏
24.10.31 3174 2 2 0墨西寄の反乱
24.11. 13 3185 4 3 0メキシコ領事の怪我
24.11. 24 3194 3 2 0ジョンス氏の墨西班国殖民意見書
24. 1. 26 3196 2 1 0ジョンス氏の墨西奸国殖民意見書（承前）
24. 1. 26 3193 3 2 0布畦出稼ぎの出発
24.12.20 3217 3 2 〇予算案歳出経常部外務省所管
24.12.22 3218 2 2 0墨西寄北部革命鴬の消息
24.12.25 3221 2 4 〇移住民の渡航
24.12.30 3225 3 2 〇移住民反乱を起こさんとす
24.12.30 3225 3 2 〇ニューカレドニア行本社派出員
25. 1. 5 3230 2 4 0南太平洋濠洲旅行記
25. 1. 10 3235 1 2 0南太平洋濠洲旅行記（承前）
25. 1. 13 3237 1 4 0南太平洋濠洲旅行記（承前）
25. 1. 22 3245 1 5 0墨西寄事情＇
25. 1. 23 3246 2 4 0墨西班事情（承前）
25. 2.25 3274 1 5 0第二十二回布睦出稼人の出発期
25. 3. 1 3278 3 2 〇布畦移住民検疫に関する詳報
25. 3. 3 3280 2 5 0海外旅券下付及返納〔神奈川県庁，総数51人〕
25. 3. 5 3282 2 3 0墨西班〔穀類不作〕
25. 3. 6 3283 7 1 〇ニュー，ヘブリースの英人我移民を求む
25. 3. 8 3284 2 2 0メキシコ領事〔サルタメー氏，横浜居留地161番館〕
25. 3. 9 3285 3 2 0墨西班公使〔5日，麹町区永田町に移転〕
25. 3.10 3286 1 3 0墨西班の内乱
25. 3.11 3286 1 1 0植民省の設置を望む
25. 3.12 3286 4 1 0移民に関する外務省意見
25. 3. 18 3293 7 1 0墨西其国の事情墨西其国駐在日本領事代理書記生藤田
敏郎氏より其見聞に係る諸般の事項を筆記し墨国叢報と
題して外務省に送附せし中より二三を抜粋して之を左に
掲げ世人の参考に供す
25, 3.19 3294 7 1 0米国出稼人の出発
25. 3.26 3300 1 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(1)三木武重稿稿
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25. 3.27 3301 2 1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(2)三木武重稿
25. 3.29 3302 1 2 0南太平洋二•.::,.ーカレドニア濠洲旅行記(3)三木武重褥
25. 3.30 3303 1 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(4)三木武重稿
25. 3. 31 3304 1 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(5)三木武重稿
25. 4. 1 3305 7 1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(6)三木武重稿
25. 4. 6 3309 4 2 〇ニューカレドニヤ嶋移住日本人の模様
25. 4. 6 3309 4 2 〇ニューカレドニア嶋渡航の通弁人
25. 4. 7 3310 1 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(7)三木武重稿
25. 4. 9 3312 3 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(8)三木武重稿
25. 4.10 3313 2 2 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(9)三木武重稿
25. 4.12 3314 2 -1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(10)三木武重稿
25. 4.16 3318 2 1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記Ul三木武重稿
25. 4.17 3319 3 1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記四三木武重稿
25. 4.19 3320 3 1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記⑬三木武重稿
25. 4.20 3321 2 1 〇南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記閥三木武重稿
25. 4.21 3322 2 2 〇南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記⑮三木武重稿
25. 4.22 3323 1 3 〇南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(16)三木武重稿
25. 4.23 3324 2 3 〇ニューカレドニア嶋及ニューヘリプデス嶋の渡航群者
25. 4.24 3325 1 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記閻三木武重稿
25. 4.28 3328 7 1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記U8l三木武重稿
25. 4.29 3329 1 2 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(19)三木武重稿
25. 4.30 3330 1 4 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(20)三木武重稿
25. 5. 1 3331 3 1 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記(21)三木武重稿
25. 5. 1 3331 8 2 〇布睦出稼人の帰港〔28日，男女400余名J
25. 5. 3 3332 2 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記四三木武重稿
25. 5. 4 3333 1 3 0南太平洋ニューカレドニア濠洲旅行記四三木武重稿
25. 5.15 3343 11 3 〇海外出稼人の成蹟〔一人，数百円を持帰る〕
25. 5.15 3343 11 5 〇布睦出稼人の出発〔110人， 7日出発〕
25. 5.18 3345 4 1 〇布睦国内乱の前兆
25. 5. 21 3348 4 5 〇墨西其銀貨の贋造現はる
25. 5.24 3350 2 4 〇米国出稼人は注意すべし
25. 5.25 3351 1 3 0移民地探検費に関する建議案
25. 5.27 3353 3 4 〇貴族院議事筆記榎本外務大臣の演説
25. 5.29 3355 8 1 0日本の航海業に影響を及すべし
25. 6. 1 3357 8 1 0日本人上陸の差止，出稼人に関する質問
25. 6. 9 3366 2 1 〇ニューカレドニヤ出稼人に関する質問
25. 6.11 3366 2 1 0日本吉佐移民会社の直話
25. 6.14 3368 7 5 〇ニューカレドニヤ出稼人に関する答弁書
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25. 6.15 3369 2 3 0米国渡航者の注意
25. 6.21 3374 2 4 〇ニューカレドニヤ嶋出稼人に就て
25. 6. 21 3374 4 5 〇ニウカレドニャより回電
25. 6.21 3374 7 5 0渡航者又々米国より送還さる
25. 6.22 3375 4 5 0米国出稼人の入港〔神戸より17名，横浜に）
25. 6.23 3376 3 4 〇米国出稼人の出発〔神戸より17名， 横浜より 10名加わ
る〕
25. 6.26 3379 7 1 0歴西奸公使の演説 （前略）抑も我国の人種は土人と西
班牙人と両つながら存し共に外人を優待するものなり又
目今の現況を略述せば云々とて政治上の組織及び其有様
宗教の概況教育の普及等に就て説明し次に外人の享受す
べき権利義務及び移住等のことを述べる気候の佳良なる
こと土地の豊穣なること及び交通の模様等を詳述しそれ
より天産物のことに就て説明（後略）
25. 6.26 3376 7 5 0米国の出稼人（昨25日，和歌山人29名〕
25. 7.15 3395 3 2 〇移民地探検費五万円 海外に殖民移住奨励の義は現外務
大臣が就職し来夙に尽力する所にして省内に移民課を設
くる等のことありしも何分之に要する費用の出処なきが
為め第二議会に予算案提出の際榎本大臣は移民地探検費
として数万円を請求せんとせしも種々の都合ありて内閣
は之を差止めたるにぞ止むを得す機密費中に該費の幾分
を算入して要求せしに予算案不成立となりしかば其事を
果すに及ばざりしも本来移民事務は到底此儘にして止む
べきにあらずとて同省にては此程二十六年度予算編制の
際移民探検費として五万円を編入し大蔵省に廻附せしよ
し
25. 7.16 3396 4 5 0日本明治移民会社出稼人の出発〔英領コロンビア州ヴィ
クトリア地方鉱山会社〕
25. 7.23 3402 3 5 〇出稼人の処刑
25. 7. 31 3409 3 4 0日本移住人に関する桑港税関長の書信
25. 8. 5 3413 2 2 0外務省の本年度臨時部概算に就て 外務省所管の来年度
予算概算中には移民地探検費の新科目を設ありて其費額
は凡そ四万円なりとの事は既に先頃本紙に記しおきしが
尚ほ同省来年度の予算に就きて伝聞したる廉を記すれば
此の移民費は不成立となりし二十五年度之予算中にも明
に算入しありたりと雖ども同予算編製の当時事情ありて
此の移民費に充つべき二万円の金を経常部中機密費四万
円中に混入して都合六万円の機密費を要求せし処議会は
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掲載年月日 1番号直層 I
4 3 25. 8.12 
25. 8.23 
25. 9. 6 
25. 9.10 
25. 9.10 
25. 9.13 
25. 9.13 
25. 9.20 
25. 9.21 
25. 9.27 
25.10. 8 
25.10.13 
25.10.15 
25.10.18 
25.10.19 
25.11. 5 
25.12.21 
3419 
3428 
3440 
3444 
3444 
3446 
3446 
3452 
3453 
3458 
3467 
3472 
3474 
3476 
3478 
3492 
3531 
?
事
?
????????
?
?
??
?
之を半減して三万円となしたるより今回は断然之を引き
離し且つ金額をも増加して臨時部に移民探検費の一新科
目を設くる事となしたる由（後略） 、
0日本人五十名放逐さる〔7月8日電報，米国アイダホで
50名放逐さる〕
〇メキシコ国のテビック府に滞在せる日本国派遣の委員は
殖民のことに関して同府地方の事情を視察し居るが之れ
を完成すれば尚ほ進んでコリーマ州に及ぼす可しテビッ
ク府民は日本の役員に対して感情よしと云ふ
0布睦出稼人の帰朝〔男女130名，横浜へ〕
〇出稼人又々米国に向ふ
0日本人放逐事件に就て〔米国アイダホ州〕
〇ニューカレドニャの出稼人，二三十名の送還
0南洋出稼人の再募集〔クインスランド州， 50名募集〕
〇米国に於ける出稼契約成る
〇クインスランド出稼契約成る
〇布畦出稼人の預金取扱に就て
0日本人放逐に関する珍田領事の報告
〇ニウーカレドニヤ島出稼人の最近報
〇榎本子の北海道行〔14日，東京発，三週間の予定〕
0布畦出稼人の帰朝〔15日，男女113人，横浜に帰朝〕
〇ニカラグワ条約の成行き
〇暴西寄に向っての植民 墨西班政府は日本人の同国に移
住せんことを希望するに付榎本武揚前外務大臣等は実地
に取調べの為め先頃人を派遣したるが其取調員のことを
報ぜしものならんが十月十四日墨西班首府発なりとて米
国新聞に載せた電報に日＜墨西寄シナロア州へ千人の日
本人を移住せしめんと目下約束取結び中なり右は数月前
日本政府より派遣せし委員が巡回取調べの上に於て起り
し其結果にして大統領ヂアス氏は日本国人を尊敬するが
故に該委員は墨西奸政府より特別の許可を得て帰ること
なるべしと云ふ
0日本人拒否さる〔米国政府，
700が10月には100人に減少
上陸拒否，
??
． ． ??
1カ月平均凡
〔註〕 1. 「附」は「附録」の略。
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〔別表〕 5. 『読売新聞』掲載移民関係記事
掲載年月日1番号 1面いり 記 事
24. 7. 8 5054 2 2 〇布畦国出稼人の困難
24. 7.12 5057 附 0布睦国出稼人の帰国
24. 7.15 5061 3 1 〇在外醜業婦防御組合
24. 7.16 5062 1 3 〇殖民課に就て榎本外務大臣が内閣に異論ありしにも拘
らず外務省中に殖民課を設けらるるとの設けられしとの
言ふに種々の世評ある様子なるが該殖民課なるものは改
正の外務省新官制に大臣官房に於て移住民の取締を為す
との明文あるに基きけるものに別に仰々しくいふ程のも
のにはならずと聞く
24. 7.16 5062 2 2 0海外移住同志会の発表
24. 7. 17 5063 1 4 0移民課 今度外務省内に新設さるる移民課（殖民課）
に就ては世間種々の取沙あるも実際は唯だ従来或る一課
の一部として取扱ひ来りたる布畦，南洋出稼人事務を更
に一課に湊合せるに過ぎずといふ
24. 7.17 5063 附 0海外移住同志会趣意書
24. 7. 18 5064 1 5 0中尾海軍々医の布睦談
24. 7.19 5065 附 0中尾海軍々医の布畦談（承前）
24. 7.21 5067 1 3 〇移住民に関する外務省の訓令
24. 7.31 5077 1 5 0海外移住同志会
24. 8. 5 5082 2 2 〇移民課設置の理由
24. 8. 6 5083 2 1 〇移民課設置の理由（承前）
24. 8. 7 5084 1 3 0移民課設置の理由（承前）
24. 8.20 5097 2 3 〇将来の日本，ニカラガ運河工事
24. 8.21 5098 2 2 〇将来の日本，ニカラガ運河工事（承前）
24. 8.22 5099 2 3 〇将来の日本，ニカラガ運河工事（承前）
24. 8.23 5100 1 3 0外務大臣の殖民政略
24. 8.28 5105 2 3 〇カナダ地方移民に関する杉村領事の意見書
24. 8.29 5106 2 4 〇カナダ地方移民に関する杉村領事の意見書（承前）
24. 8.30 5107 1 5 0榎本子の南洋貿易品 榎本子の南洋貿易船は本月二十一
日横浜へ帰港せしに同船にて搭載し帰りたる南洋の貨物
は其後日本橋区小網町三丁目の同事務所へ引取り本日よ
り事務所内に陳列せしと云ふ
24. 8.30 5107 2 3 0曖昧なる海外渡航免状
24. 8.30 5107 2 4 〇カナダ地方移民に関する杉村領事の意見書（承前）
24. 9. 4 5112 1 4 〇布睦出稼人の帰朝
24. 9. 5 5113 2 2 0移住同志会附怪の外国人
24. 9. 9 5117 1 4 0海外移住同志会委員を特派せんとす
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24. 9.15 5123 2 3 〇僧侶布睦の布教の附出稼人の出発
24. 9.20 5128 1 5 〇移住同志会の渡米
24. 9.27 5135 2 2 〇廿五年歳出概算歳出経常部〇外務省所管
24. 9.29 5137 2 3 〇タコマに於ける榎本子爵の移住策 （前略）北米合衆国
タコマ地方の士地数十万坪を借入るるか若くは購入し而
して其土地開墾の為め云々の名義を以て漸次多数の移住
民を彼れに出向せしめんとの策を講ぜられ居りて先頃実
地取調の為めとて探検者ー名を派遣せられば遅くも其使
は来月下旬迄には帰朝する筈（後略）
24.1.0. 24 5144 附 4 0墨西寄領事館設置
24.10.25 5145 1 5 0大井憲太郎榎本子の殖民政略に反対す
24. 1. 27 5178 1 3 0外務省機密費増加の理由 （前略）移民熱心の折柄閣議
に向て調査費三十万円を請求せられざるも容れられず辛
ふじて五万円を支出せんと閣謡に決したるも此議又ー変
し移民調査費の項目を設くるは宜からずとて終に剛除す
ることとなれり然るに同大臣は飽迄素志を達せんと百万
諸大臣に協議し遂に機密費の中に移民調査費を併せて請
求するの閣議に決定し其金額も大に削減し籾は二万円を
機密費に増加するの次第に到りたるなりと云ふ（後略）
24.12.10 5191 3 4 0日本吉佐移民会社
24.12.20 5201 1 4 0衆諮院議事 (12月17日）
24.12.25 5206 2 2 〇布睦出稼人の各数変更
25. 1. 5 5217 2 4 〇布睦国出稼人出発
25. 1.12 5224 3 3 〇ニューカレドニア移住民の搭載
25. 2.25 5255 附 〇布睦及びボートランドヘ渡航者
25. 2.27 5257 2 1 0布畦国出稼人の帰朝
25. 3. 9 5268 1 4 0移民地探検の方法に就て
25. 3.13 5272 1 4 0移民地探検の方法
25. 3. 15 5274 1 5 〇榎本大臣殖民地探検の為め学士を派遣す
25. 3.20 5279 2 2 0墨其寄探検者の出発
25. 3.22 5281 1 1 0墨西寄移民地の探検（社説）
25. 3.25 5284 2 1 〇ニューカレドニア移民の初便
25. 4.10 5300 2 2 〇布睦出稼人〔4月中， 1000余名渡航予定〕
25. 4.15 5305 1 5 0海外渡行婦人の取締〔旅券交付の緩和〕
25. 4.28 5318 1 3 0日本人放逐のことは無根なり〔カナダ鏃会，移住条約審
鏃〕
25. 5. 1 5321 2 2 〇布睦出稼人の注意〔41名，帰港J
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25. 5. 1 5321 2 2 0外国出稼人の注意〔横浜でのボン引〕
25. 5. 3 5323 2 5 〇布哩出稼人の出発〔第21回募集，来月初旬男1130名，女
200名〕
25. 5. 4 5324 2 3 〇布睦国出稼人募集の依頼〔天然痘撲減により， 第21回
1130名募集〕
25. 5.17 5337 5 3 0支那人排斥法案裁可〔北米合衆国，法案裁可〕
25. 5.18 5338 5 3 0海外住移民同志会第一回渡航者〔ワシントン州スノーミ
ッシ郡開墾地， 80名， 18日出発〕
25. 5.20 5340 5 2 〇榎本子爵公撓杖に題す
25. 5.21 5341 2 2 0桑港出入の本邦人
25. 5. 21 5341 2 2 0贋造メキシコ銀貨の発見
25. 5.22 5342 1 3 〇米国代理公使榎本外務大臣に注意す 両三日前の事とか
米国代理公使は大臣に対ひて近来貴国には「ブルトン」
移民会社，吉佐移民会社其他ーニの移民会社起り尚ほ此
外にも移民を目的とするものある趣なるが弊国には御承
知の通り一定の制規ありて妄りに他国人の移住を許さず
理に清国人の移住をも禁ぜざる程なれば貴国より斯く段
々移住するものなりては勢ひ清国に対すると同様の措置
を為さざるべからず斯ることありては両国間の親交上に
も幾分の欠所を生せずとも図られざれば聯か貴下の注意
を促す云々と述べたる由
25. 5.25 5345 5 1 〇移民探検費に関する建議案
25. 5.27 5347 6 1 〇貴族院に於ける大臣の演説榎本外務大臣の演説
25. 5.28 5348 1 5 〇明治紳士ものがたり 安藤太郎の禁酒
25. 6. 2 5353 1 4 〇米国移住民〔1日， 157名米国へ出発〕
25. 6. 6 5357 2 1 0第21回布畦国出稼人〔7日，男女1157名出発〕
25. 7. 2 5383 2 1 0布畦出稼人の安着〔第21回山城丸， 20日安着〕
25. 7. 8 5389 1 2 〇榎本外務大臣欠勤勝の理由〔夫人，腸室扶斯類似の病気
に罹る〕
25. 7.11 5392 1 1 0日本は喜でニカラグワ共和国の請求に応ずべし
25. 7.11 5392 2 1 〇山城丸の帰港出稼人の帰朝〔10日，男女383人帰朝〕
25. 7.13 5394 2 2 〇出稼人貯金取扱
25. 7.16 5397 2 3 0在米墨国公使来遊の説
25. 7.16 5397 2 3 0墨西研公使の避暑
25. 7.17 5398 2 1 0移民彙報近年我国より諸外国に向て移住する者年一回
に多きを加へ来れるが今移民に関して当局者の物語れる
処を記せは左の如し
△五万円の探検費抑も外務省に移民課なる者を設置した
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掲載年月日1番号且叶段I 記 事
る理由は移民奨励の趣旨に出て爾来外国在留の領事等よ
り年々報告書を送り来れども報告のみにては固より充分
なる事を期し難く是非実地の探検しかる可からずとの主
旨を以て今回二十六年度に於て五万円の探検費を請求す
ることに略決定したりと
△ニューカレドニャの脚気病
△渡航者拒絶に就て
△定住移民の出稼人政略上定住移民と出稼人との得失は
中々容易に決す可からざる問題なるべし元来日本の如き
人口を容るるに狭磁なる土地は定住移民奨励を最も得策
なりとし榎本大臣は重に定住移民策を取ると云ふ
25. 7.23 5405 5 1 〇官吏ニューカレドニヤヘ渡航す〔7月21日神戸発，千田
一十郎氏〕
25. 7.26 5407 1 2 〇ニカラグワ条約の結果
25. 8.17 5415 l 1 〇ニカラグワ運河論総論
25. 8.18 5416 1 1 〇ニカラグワ運河論第一太平・大西両洋間現今航路の不
便
25. 8.19 5417 1 1 〇ニカラグワ運河論第二南北亜米利加地峡開墾の由来
25. 8.20 5418 1 1 〇ニカラグワ運河論第三パナマ運河工事の過去現在及び
将来
25. 8.21 5419 1 1 〇ニカラグワ運河論第四ニカラグワ天然の長所（上）
25. 8.22 5420 1 1 〇ニカラグワ運河論第五ニカラグワ天然の長所（下）
25. 8.24 5422 1 1 〇ニカラグワ運河論第六ニカラグワ運河の工事費並に其
収益
25. 8.24 5422 1 5 0墨西班大統領の再選
25. 8.25 5423 1 1 〇ニカラグワ運河論第七航路短縮の事
25. 8.26 5424 1 1 〇ニカラグワ運河論欠
25. 8.27 5425 1 1 〇ニカラグワ運河論第八ニカラグワ運河開通の効果
25. 8.28 5426 1 1 〇ニカラグワ運河論第十ニカラグワ運河の米国に及ぼす
影響（上）
25. 8.29 5427 1 1 〇ニカラグワ運河論第十ーニカラグワ運河の米国に及ぽ
す影響（中）
25. 8.30 5428 1 1 〇ニカラグワ運河論第十ニニカラグワ運河の米国に及ぼ
す影響（下）
25. 9. 5 5434 1 5 〇在米日本人放逐せらる
25. 9. 6 5435 1 1 0在米日本人放逐問題
25. 9. 6 5435 2 2 0日本人排斥に就て
25. 9. 7 5436 1 5 0第二十二回布睦出稼人の募集〔男755人，女189人， 1月
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掲載年月日1番号け叶剛 記 事
下旬出帆〕
25. 9. 7 5436 3 2 〇巴拿馬運河工事を再現せんとす
25. 9.15 5444 2 2 〇米国に於る日本人放逐に就て
25. 9.21 5450 1 3 0墨西奸に於る移住民探究者握に海外移住地研究の為め
渡航したる高野周省氏の一行は四月十日桑港を発し墨西
寄に入り太平洋沿海各州を探検しつつ八月三日アカペル
コ港に着し夫より南に進みナリナクルス港に至りテファ
ンテペク近傍を取調へ夫より首府墨西奇へ出て十月下旬
帰朝の途に就く目算なるか以上通過せし太平洋沿海地方
は気候和順土地肥沃地価低廉にして移住適当の場所幣多
あるのみならす墨西寄人に一般に日本人の移住を望み官
民共挙つて一行を歓待せりといふ又同港には往昔徳川家
康公が此国へ派遣せし使節の上陸ありとて其紀念碑など
もあり云々と八月九月発高野氏よりの書信に見ゆ
25. 9.24 5453 2 2 〇移民貯金主管違に就て
25. 9.25 5454 5 4 〇メキシコ行の日本品
25. 9.30 5459 1 4 0米国に於ける日本人退去事件に就いて
25.10. 8 5467 1 3 0日本人放逐に関する珍田領事の報告
25.10.19 5478 1 3 〇ニカラグワ条約の成行き
25.11. 2 5492 1 3 0米国に於ける日本人退去事件の詳報
25.12.17 5537 2 3 0外国移民会社創立願却下せらる〔横浜，池田外1名〕
〔註） 1. 「附」は「附録」の略。
〔追記〕 新聞記事は，東京については「朝野新聞』，大阪については「大阪朝日新聞』
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によって関係期間の記事を収集することとし，さらに本稿と関係ある年度につ
いて，『東京日日新聞』「時事新報』「読売新聞』により， 記事の不足する部分
について補うこととした。
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〔史料〕 1. 「墨国太平洋沿岸ノ状況藤田領事代理視察ノ件」『帝国官吏出張及巡回雑
件」〔外務省外交史料館） (6門1類6項2-4-9-1号文書）
〔目次〕 明治25年2月 墨国太平洋沿岸ノ状況藤田領事代理視察ノ件
年月日！番号 1自誰 I次官 I 大 意
25. 2. 25 I 137¥大臣藤田 墨国太平洋沿岸各地状況視察ヲ命スル件二付
訓令
25. 3.14 I 18 I大臣藤田 米人ジョンス氏同伴ガイマス地方巡視報告方
訓令
25. 3.16 21 次官 藤田 巡回旅費支出方ノ件
25. 3.16 22 室田 藤田 巡回旅費回送通知
25. 3.17 23 藤田 墨国巡回ノ西ク・アイマス港及サンタ，アグエ
ダ鉱山二関スル事項取調方ノ件
25. 2. 221 
25. 3.28 
81藤田 1次官＼太平洋巡回許可稟議ノ件
藤田 安藤 巡回旅費回送ノ趣承知，先二請求シタル旅費
見積書ニハ日当ハ含有不致云々内容
25.10. s I電受 269I藤田 I大臣 I旅費1710円請求ノ件
藤田領事代理巡回旅費請求二関シ局議2通，
私信6通
25.10. 141電送 1351大臣 1藤田送金ノ件
25. 10. 21 778 原 藤田 旅贅計算書井旅行履歴書提出
別紙甲乙両号添
25. 11. 10 I 
25.10.18 
731次官 1藤田 旅費前渡金BOO円返納方実費支出交付ノ件
9 藤田 大臣 巡察二際シ墨国諸大臣ヨリ保護助カヲ受ケタ
ルニ付礼状発セラレ度
25.12. 2 I 76 I次官 I藤 田 1右件二付帝国駐割同国公使ヲ経謝詞申入タル
旨回答
25.11.171 
25. 11. 29 
8721次官 1藤田 巡回旅費受払方ノ件
13 大臣 墨公使 藤田領事代理墨国巡回中大統領其他ヨリ厚遇
ヲ受タル義二付謝詞申入ノ件
25. 12. 1 I 121墨公使 大臣 前件回答
25.11.19 25 藤田 原 旅費日当二関スル回答
藤田 次官 太平洋岸諸地方巡回報告中第一章旅行経歴第
二章農業編進達別冊壱本添
25. 1. 29 26 藤田 次官 第三章土地編進達別冊添
25 .12. 8 29 藤田 次官 第四章商業及運輸編進達別冊添
25.12.18 31 藤田 第五章工業鉱業第六章賃銀生計第七章結論進
達別冊添
2s.12.1s I 47 I藤田 1次官！旅費H当請求ノ件
133 
820 闊西大學『紐清論集」第35巻第5号 (1986年2月）
年月 13 番号 1 自誰 1次官 I 大 意
26. 1. 27 83 次官 藤田 案内者雇入費其他支出シ難キ旨云々回答
26. 1. 27 号外 関口 藤田 米金拾弗ノ為替交換ノ件
26. 2.13 12 関口 藤田 為替証47号二係タル別紙経歴書実費要求訂正
方ノ件別紙添
26. 3.28 会10 藤田 関口 右件訂正ノ上送付回答
1. 明治25年2月25日〔第137号〕「墨国太平洋沿岸各地状況視察ヲ命スル件二付訓令」
榎本武揚外務大臣ヨリ在墨西班領事代理藤田敏郎宛
明治廿五年弐月廿五日附発遣
移民課長
在墨西班府
領事代理藤田敏郎殿 外務大臣
墨国太平用沿岸各地状況視察ヲ命スル件二付訓令
墨斯紆国太平洋沿岸各地ノ状況視察ノ為巡回之義ハ及内訓置候処右ハ五月頃ニモ相成リ多
雨ノ季節二原スルトキノヽ該地方ノ旅行ハ殊ノ外不便ノ趣二付テハ其他公用ノ都合ヲ見計ヒ
「ジョンス」氏同伴可成速二視察相成巡検可被候但シ道順及日数之義ハ兼テ申進之通往行
ニハ「ソノラ」「シナロア」両州ヲ巡視シ復行ニハ「ハリスコ」「ミチョアカン」等ノ諸州
ヲ大凡ニケ月間二往展ヲ了スルノ予定ニテ可然卜致度候将又先般及問合候仏国「ボレヲ」
会社ノ工事二係ル銅山所在ノ地方ハ「ガイマス」港卜略ホ対岸ノ「ロスカリホルニャ」州
内「サンタ，アグエダ SantaAgueda」二有之様二付今回旅行之途次格別ノ迂回ニモ無
之候ハ、特二同地ヘモ立寄リ鉱業ノ実況ハ勿論其気候地味及ヒ河海運輸ノ便ヨリ居民ノ習
慣凡テ坑夫滞在後永住ノ為メー村落ヲ開設スルニ適当之地ナルヤ否其処篤卜取調委細報告
可致度侯
右及内訓令候也
2. 明治25年3月9日〔第18号〕「米人ジョンス氏同伴ガイマス地方巡視報告方訓令」
榎本武揚外務大臣ヨリ在墨国藤田領事代理宛
墨国太平海沿岸地方旅行之件二付訓令
墨国太平海沿岸地方状況視察ノ件二関シ予メ貴官へ及内訓シ候次第モ有之侯二付テハ今般
各内訓之趣意二従ヒ米人ジョンス氏同伴「ガイマス」地方ヲ始メ沿岸諸港ヲ経由「テファ
ンテペッキ」二至ルマデ夫々御巡視ノ上状況委細御報告可成候及訓令侯也
3. 明治25年3月14日〔第21号〕「巡回旅費支出方ノ件」
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林董外務次官ヨリ在墨国藤田領事代理宛
明治25年3月14日起草
明治25年3月16日発遣
〔第ニ一号〕
外務次官林 董
在墨国
領事代理藤田敏郎殿
821 
今般貴官ジョンス氏同伴墨国太平洋沿岸地方巡回之命候二付船車料実費見積金八百円〔米
金六百円〕廻送方取計致侯右日当及船車料実費之過不足旅行ヲ終リタル後チ委細御申出相
成度此段申進候也
4. 明治25年3月16日〔第22号〕「巡回旅費廻送通知」
室田義文会計課長ヨリ在墨国藤田領事代理宛
〔第二二号〕
金八百円也 廿五年度経費
米金六百弗
但藤田書記生及「ジョンス」氏太平洋沿岸地方巡回旅費（船車賃実費）
〇見積
前書金額廻送方中央金庫へ請求及置候此段及御通知候也
明治二五年三月十五日
メキシコ領事館
出納官吏藤田敏郎殿
外務省会計課長 室田義文
5. 明治25年3月17日〔第23号〕「墨国巡回ノ際グワイマス港及サンタ， アグエダ銅山二
関スル事項取調方ノ件」
〔送第二三号〕
在墨国藤田領事代理往信大意
墨国巡回之際グワイマス港及サンタ，アグエダ銅山二関スル事項取調方ノ件
右往信ノ原稿「移住民墨国銅山坑夫トシテ日本人雇入ノ義ボレオ会社ヨリ吉佐移民会社
へ申込ノ件」二在リ (5類9)
6. 明治25年2月22日〔第8号）「太平洋沿岸巡回許可稟請ノ件」
在墨西班領事代理藤田敏郎ヨリ外務次官林董宛
〔公信第八号〕
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太平洋沿岸巡回許可稟請ノ件
当国太平洋沿岸諸州ハ各国人ノ大二殖民致処ニシテ近来諸種ノ事業勃興ノ有招二有之然諸
岸鉄道竣工ノ上ハ本邦卜重要ノ関係相成候共卜御座候二付一応同地方状況調査ノ為メ巡回
致シ度侯更二拠レバ太平洋沿岸ハ当時殊二不便ニシテ馬背旅行致候ハ困難モ不少候二付巡
回区域ヲ南ハ「アカプルコ」北ハ「グアヤマス」卜限リ要処々々二於テ両地二深入致候事
1取極候テモ往復三四十日ノ、所用二有之趣二御座侯当国南地ハ印度人襲撃等危険之虞有之
ニ付需導井護衛共一層□名誉共召連習慣二有之候趣ナレバ小官巡回御許可相成候当国ノ
地理案内二熟練致居侯米人ジョンス氏同行許可之処特別ノ御請議有之度右巡回之為案内旅
費ノ処ヲ確メ申上難候共旅行中日数ノ外一人数弐百五拾弗位ハ取掛候然二処太平洋岸之処
ハ五月末六月上旬及十月迄降雨期ニシテ旅行殊之外難渋之趣二有之候ハバ雨期前巡回御許
r 可相成度此段特二及稟請候也
明治廿五年二月廿二日 在墨国墨府領事
代理領事官書記生藤田敏郎 ［印〕
外務次官林 董殿
7. 明治25年3月28日〔私信〕「巡回旅費回送J趣承知，先二請求シタル旅費見積書ニハ
日当ハ含有不致云々 」
藤田敏郎ヨリ安藤通商局長宛
拝啓陳二今般拙者井アップジョンス太平洋沿岸諸州巡回被命令二就テハ両人旅費トシテ次
便八百弗御回付可相成旨御申越ノ趣致欽承侯然ルニ過般申進候旅費ノ義ハ単二実費舟車賃
ノ見積ニシテ其内日当ハ含有不致モノニ御座候其辺御承知置被下度此段念之為御貴意候
早々敬具
廿五年三月廿八日
安藤通商局長殿
藤田敏郎 〔印〕
〔巡回予定図〕省略
8. 明治25年10月8日〔第269号〕「旅費一千七百十円請求ノ件」
〔電報〕〔電受第二六九号〕
Via Russia 
Mutsu Tokyo 
returned 十月六日
Send Money by telegrah order 1,710 gold yen as our travelling Salary. 
墨国領事代理
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9. 明治25年10月8日「藤田領事代理ヨリ旅費金貨千七百拾円請求之件」
〔局議〕
藤田領事代理ヨリ旅費金貨千七百拾円請求之件
823 
此程杵墨国藤田領事代理ヨリ金貨壱千七百拾円旅費トシテ電報為替ニテ送出有度旨電報ニ
テ請求有之候右旅行之義ハ初メ私信ヲ以テ往復ノ末本年二月廿六日許可セラレタルモノニ
シテ機密送第一三七号内訓即チ是ナリ其要領ハ「ジョンス」氏ヲ同伴シ大凡ソニケ月ノ見
込ヲ以テ往行ニハ「ソノラ」，「シナロア」ノ両州復行ニハ「ハリスコ」，「ミチョアカン」
等ノ諸州及ビ格別ノ迂回二非レバ「ローウエー」， 「カリホルニア」州ノ「サンタアグエ．
ダ」鉱二立寄ル可シト云フニアリ其後三月十四日付ヲ以テガイマス地方ヲ始メ沿岸諸港ヲ
経由シ「テファンテペック」二至ル可シト更二訓令シタル而シテ旅費二関シテ＾別二定限
スル処ナク旅費日当ノ如キハ末ダ全ク交付セズ唯々領事代理ノ予算シタル舟車賃八百円ヲ
機密金ヨリ支出回送シタルニ止マレリ是二於テ領事代理＾四月十七日巡回ノ程二上リガイ
マスニ於テ探検者四名ノー行（此費用ハ別途ニシテ既二支給済ナリ）卜相会シ（私報二拠
ル）夫々巡回ヲ終へ十月六日帰任シ（帰任ノ事電信公報二拠ル）前陳ノ如ク請求シクル次
第二有之侯尤モ是ヨリ先ハ八月十四日アカプルコ発私信ヲ以テ費用ノ不足ヲ報シ起程依頼
ノ日数ヲ算スルニ旅行日当ノミニテ既二千円ヲ超過シ同行ジョンス氏ヨリ屡費用ヲ請求シ
大二困難ヲ極ムル旨ヲ記載シ差向キ千円ノ回金ヲ申越シタレドモ追テ支給スル方可然トノ
見込ヲ以テ別二回金二及ヒタル事ナシ斯クテ此行凡ソ五ヶ月半ヲ要シ最初ノ見込ニケ月ト
ハ大二相違セリ然レトモ此儀二就テハ経歴地方ヨリ移民課長二宛テ若クハ大臣二宛テ内信
ヲ以テ実地探検二当リ大二当初予定ノ如ク行ナハレ難キ所アリテ順路ノ変更探検地方ノ延
長費用ノ不足等不得巳事情アル旨時々具申アリ且最初ニカ月卜見込ミタルハ第一ノ内訓ニ
シテ第ニノ訓令ハ既二其地方ヲ延長シタルヲ以テ斯ク長時日ヲ要シタル事盛不得巳次第二
シテ前陳領事代理ヨリ)I厠路ノ変更及ヒ費用ノ不足二関スル具申二対シ本省ヨリ何等ノ回訓
ナキモ之ヲ黙許セラレタルハ事実ナルカ故此度ノ請求金ハ先キニ送附シタル八百円外二要
シクル巡回ノ諸入費ナルベキヲ以テ当然支給セザル可ラザルモノナルベシ今其費途ヲ考フ
ルニ前大臣榎本子爵ハ殖民政策二重キヲ置キ其第一着トシテ深ク望ヲ墨国ノ移民二属シー
面ニハ藤田領事代理二命スルニ這回ノ巡回ヲ以テシー面ニハ特二四名ノ探検員ヲ派出シ其
費用ヲ機密費内ヨリ支弁セラレタル程ナレバ此行タル尋常ノ通商的掘察二非ルハ論ヲ侯タ
ザル所ニシテ即チ特別ノ命令二出タル移民事業上ノ探検ニシテ既二最初支給シタル八百円
ハ機密費ノ支弁二係ルヲ以テ這回ノ諸求高モ亦同様ノ振合ヲ以テ支給セラレ可然卜認メ高
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裁ヲ仰キ候也
10. 明治25年10月8日「藤田領事代理旅行ノ件」
〔局議〕
藤田領事代理旅行
ノ義ハ初メ私信ヲ以テ往復ノ末本年二月廿五日公然許可セラレタルモノニシテ其時旅費二
就キ前金ニテ見積額交付ノ事会計局長卜内議ノ末兎モ角舟車賃而巳ヲ送附シ他ノ費額ハ追
テ清算ノ上交付スル事二定マリ即チ八百円ノ回送アリ然ルニ巡回地方ハ最初ノ予定ヨリ大
二延長シ且最初ノ舟車賃トシテモ固ヨリ概算二過キザルヲ以テ実地二当リ大二不足ヲ感シ
タル由ハ時々私信ノ通報アリ而シテ八月十四日付ノ私信中二四月登程依頼ノ日数ヲ算スル
二日当ノミニテモ既二千弗余ヲ超過シ同行ジョンスヨリモ時々旅費ノ請求アリテ困難ヲ極
ムルニ付先ツ千弗ノ支出請求アリ度旨申越ジタリ然レトモ本省ニテハ之ヨリ先キ重二墨国
探検者ノ費用トシテ米貨六百円ヲ回送シタルガ故該額ニテ藤田一行ノ用度モ差向キ支フル
二足ルペシトノ見込ヲ以テ右千円ノ請求二対シテハ別二回送セス故二今回電来ノ請求金千
七百十円ハ即私信中二申越シタル千円卜其他舟車賃ヲモ合セタル額ナラン歎此旅行ハ藤田
領事代理卜同行ジョンス両名ニテ（随伴探検者四名アレトモ是レハ別途ノ費用ナリ）四月
中旬二起程シ十月ノ初メニ終リ日数凡五カ月半ニシテー人分ーカ月銀貨七拾弐円七拾銭弐
ト金貨百五十五円四拾六仙（一日銀貨弐円四十弐銭金貨五円十八仙）二当ル
探検者費用
ハ最初三名ノ積リナリシガ後一員ヲ加ヘテ四名トナレリ然レトモ交付ノ旅費ハ三人分ヲ給
シタルノミ而シテ右費額内ヨリ帰路桑港ヨリ横浜迄ノ船賃ヲ引去之ヲ珍田領事二預ケ置ク
ベキ取極メナリシガー行珍田領事二面会シテ墨国ノ事情ヲ問ヒタル時既二其旅費ノ到底不
足ズベキヲ覚リ当初ノ取極メナル桑港領事預ケ金ヲ見合セ之ヲ墨国旅費二加ヘタキ旨請求
アリ即チ之ヲ許可シ同時二桑港ヨリ横浜迄ノ帰路費ヲ桑港領事へ回送シタリ然ルニ墨国巡
視先キヨリ種々ノ申立アリ又々旅費ヲ追求シ其事情不得巳モノト認メテ米貨六百弗ヲ回送
シクルナリ
〔頭注〕船車賃八百円 但シ前年度渡シ機密金ナリト云フ
八月初旬探検者費用米貨六百弗
六月初旬六百弗ヲ送ル
11. 明治25年10月14日〔電送135号〕「送金ノ件」
陸奥外務大臣ヨリ在墨国藤田領事代理宛
〔電送第一三五号〕
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Amount asked for will be 
sent by telegraph order no more money can be remitted 
Mutsu 
Oct. 14, 1892 
12. 明治25年10月21日〔第778号〕「請求旅費回送二関シ今後支出ノ途無此旨通知」
原移民課長ヨリ領事代理藤田敏郎宛
領事代理藤田敏郎殿 移民課長原 敬
旅費賃金千七百拾弗ノ請求二関スル件
825 
拝啓陳者本月七日電報ヲ以テ旅費金貨壱千七百拾円御請求相成候処右旅費ノ義ハ当初ノ予
定ヨ 1)大二増加シ且電報ニテ御請求相成候義二付詳細ノ内訳等判明致兼候得共畢莞貴下及
ジョンス氏巡回ノ途次不得巳種々ノ事情ノ為メ巡回日数延長シ最初及御回送候船車賃八百
円ノ外二旅費日当其他不足ノ船車賃等合セシ該額二達シタルモノト相認メ侯然ルニ之二充
ツヘキ経費無之特別ノ詮護ヲ以テ該額ハ別途支出相成リ去ル十四日電報ヲ以テ及送金候次
第二付此上御請求相成侯トモ支出六ケ敷候間左様御承知相成度候将又貴地二於ケル探検者
四名ノー行ニハ数回ノ送金ニテ往復旅費ヲ初メ夫々支給相成居候義ニテ此上ハ何等費用ノ
請求有之侯トモ之二難応スヘキ金員無之為メ其含ニテ可然御取計相尤成度モ四人等ハ最早
帰途二就キ候事トハ被存候得共為含此段申進候也
13. 明治25年10月8日〔第24号〕「巡回発着ノ旨通知」
藤田領事代理ヨリ外務次官宛
〔公信第廿四号〕
本年三月十三日付送第十八号ニテ御訓令ノ趣二由リ四月十七日当府出発「グアイマス」港
地方始メ「テウアンテペック」二至ル当国太平洋沿庁地方夫々巡回相遂去ル六日午前二時
三十分帰府致候視察状況之義ハ御□起テ致候此段不取敢申進候也
在国墨府
明治廿五年十月八日 領事館書記生藤田敏郎
外務次官林 董殿
14. 明治25年10月8日〔会議38号〕「巡回旅費計算書井旅行履歴書提出」
領事館書記生藤田敏郎ヨリ外務次官林董宛
在メキ
シコ
日本帝
国領事
〔会計第舟八号〕 〔受第14009号〕
ー小官井米人ジョンス墨国太平洋沿岸地方巡回船車料前渡金八百円本年三月十六日付送第
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ニー号ヲ以御送付相成其過不足井旅行日当ハ旅行ヲ終リタル后日二申出旨御申越ノ趣二
節シ別紙甲乙号船車料井案内者雇賃計算書御申進候間御査収相成度候右船車料義ハ金八
百円即墨銀八百四十九弗中ヨリ仕払決算致差支無之侯哉二存候処本年四月廿三日附送第
三六号ヲ以テ御申越ノ趣ニアレハ電報旅費等ハ本年七月以後前渡セス本省ヨリ正当債負
二直送スルコト無之候テ右八百弗ヨリ決算難致一応返納更二貴省ヨリ実費御送附可相成
義二候哉一応相伺候
一案内者雇賃ハ至急御回金相成候様致度候
ー小官共旅中日当之処ハ別紙丙号経歴書之通候
四月十七日ヨリ十月六日迄百七十三日間ノ内四日間ノ航行有之候間都合滞百七十一日間
当人分日当一日五円宛ニテ合計金貨千七百十弗二相成私産ヲ以テ永ク流用難致二付十月
六日電信ヲ以テ御電送方及請求候次第二有之候左様御了承相成度候
右申進候也
在墨国墨府領事代理
明治廿五年十月八日
外務次官林 薫殿
呑
領事館書記生藤田敏郎三
国領事
追テ船車賃計算書卜旅行経歴書卜御対照ノ際往々船車賃ノ仕払無之者不少右ハ地方官又ハ
地主等ノ好意ニョリ無賃旅行セシモノニテ有之候此事念ノ為メ申添候也
〔別紙〕甲号
墨国太平洋沿岸旅行船車料実費計算書
墨府ヨリ「グァイマス」港マデ汽車賃藤田ジョンス両人分
墨府ヨリ「エルパソ」マデ眠車賃
「ノガレス」ョリ「エルモショ」マデ
「エルモショ」ヨリ「プレイタヴ」往復馬車賃
墨銀弐百拾弗三十四仙
同 拾八弗
同上 二弗五拾仙
?
三弗
「グアイマス」ヨリ「アルゴドネス」マデ汽車賃 同 四弗
「メグノ」ヨリ「グアムテル」（アルゴドネス」卜「ボータム」間歩道）
雇馬同賃三弗
「アルゴドネス」「トーリン」間旅行馬車六日間雇切賃一日五弗同 三拾弗
「アルゴドネス」「グアイマス」船費
「グアイマス」「マルタ」港間船賃
「アルタ」港「クリアカン」市間汽車賃
「クリアカン」ヨリ「キラ」往復乗合馬車貨
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?
四弗
同六拾四弗
同 参弗八拾仙
?
八弗
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「キラ」二於テ雇馬車賃同
「クリアカ」ヨリ「アルタタ」港間汽車賃
「マルタ」「マサトラン」港間汽船費
「マサトラン」「テピック」間乗合馬車賃
「サンチアゴ」二於テ「アャパ」行往復乗馬雇賃
「ナウアルシテ」「サンテアゴ」間乗合馬車賃
「サンブラス」二於テ「アテカマ」行雇乗馬賃
「サンブラス」港「マンサニョ」港間船賃
「マンサニョ」港「コリマ」市間汽車賃
「コリマ」市「リヨパン」往復
「コリマ」市「アカプルコ」港行廿九日間荷馬二頭扉賃
手荷物，寝具，テント，食料品運送用
同上乗馬二頭雇賃
「アカプルコ」二於テ「サパタ」耕地往復用乗馬雇賃
「アカプルコ」港「サリナクルース」港間汽船賃
「テウアンテペック」「ラハカ」市間雇乗馬賃
同上手荷物，寝具，食料品運送用荷馬一頭賃
「ラノヽカ」市「エトラ」間乗合馬車賃
「トミリン」ヨリ「プエブラ」間汽車賃
合計墨銀七百五拾参弗七拾仙
右相違無之候也
在墨国墨府領事代理
827 
同 四弗
同 参弗八拾仙
同 弐拾弗
同弐拾壱弗
同 壱弗七拾五仙
同 弐弗
同 参弗五拾仙
同 拾四弗参拾仙
同 六弗
同 八弗
同．七拾弐弗五拾仙
同百拾六弗
同 三弗
同四拾六弗弐拾五仙
同参拾六弗
同 拾八弗
同 八弗
同拾八弗九拾六仙
明治廿五年十月八日 領事館書記生藤田敏郎 〔印〕
〔別紙〕乙号
墨国太平洋沿岸旅行中傭案内者賃
三且ヱ市アカプルコ港間廿九日騎馬案内者雇賃
テウアンテペック ヲハカ市間騎馬案内者雇賃
合計墨銀百拾四弗也
右相違無之侯也
在墨国墨府領事代理
百弗
拾四弗
明治廿五年拾月八日 領事館書記生藤田敏郎 〔印J
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〔別紙〕丙号
墨国太平用沿岸出張小官及米人ジョンス旅行経歴書
四月十七日 午後八時三十分 墨府発車
四月二十日
同日
四月廿一日
同日
同日
四月廿二日
同日
四日廿三日
同 日
午前八時廿分
午後四時三十分
午前二時
午前六時
午後一時二十分
午前五時
午前九時
午前三時半
午前十時四十分
四月廿四，廿五H
四月廿六日 午前三時廿五分
同 日 午前七時三十分
同 日 午前八時
同 日 午後零時十分
四月廿七日 午前四時
同 日 午前七時五十分
四月廿八日 午前四時
同 日 午前七時
四月廿九日 午前五時五分
同 日 午前九時十分
四月舟日 午前五時三十分
同 月 午前十時十五分
同 日 午後六時廿五分
同 日 午後十時十五分
五月一日，二日
五月三日 午後零時三十分
五月五日 午前八時三十分
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「エルパソ」着
米国「テキサス」州「エルパソ」発車
同「ベンソン」着
ベンソン発車
墨国「ノガレス Nogales」着
「エルモショ Hermosillo」着
「エルモショ」発（乗合馬車）ブシイタスニ至リ
土地見聞午後一時「エルパソ」帰着
「エルモショ」発車
「グアイマス Gaymas」港着
同港滞在
「グアイマス」港出帆
「アルゴドネス Algodones」港着
「アルゴドネス」発車（馬車）
「ボータン」着
「ボー タン」発（馬車）
「トーリン」着
「トーリン」発
「バコホリ」着
「バコホリ」発（馬車）
「ポータル」着
「ボー タル」発（馬車）
「アルゴドネス」着
「アルゴドネス」発
「グアイマス」港着
同港滞在
「グアイマス」港出帆
「アルタタ Altata」港着
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同 日 午後一時三十分 同港発車（汽車）
同 日 午後三時五十分 「クリアカン Culiacan」着
五月六日，七日，八日 「クリアカン」滞在
五月九日 午前八時舟五分 「クリアカン」発車（汽車）
同 日 午前十時五十分 「ナボラト Nabolato」着
同 日 午後五時三十分 「ナボラト」発車
同 日 午後七時三十分 「クリアカン」着
五月十日 午前十一時四十五分 「クリアカン」発（馬車井二乗馬）
同 日 午後五時半 「テプチ」鉱山着
同 日 午後八時 同鉄山発程
五月十一日 午前零時三十分 「クリアカン」着
同 日 午後六時四十五分 「クリアカン」発（馬車）
五月十二日 午前二時 「キラ Quila」着同日同処見聞
五月十三日 午前六時十分 「キラ」発
同 日 午後零時三十分 「クリアカン」着
五月十四日，十五日 「クリアカン」滞在
五月十六日 午前八時十五分 「クリアカン」発車
同 日 午前十一時三十分 「アルタタ」発
五月十六日 午後二時十五分 同港出帆
五月十八日 午前七時二十分 「マサトランMazatlan」港着
五月十九日，廿日 同港滞在
五月廿一日 午後六時十五分 同港発車（馬車）
五月廿二日 午前五時十五分 「ロサリヲ」着
同 日 午後三十分 「ロサリヲ」発車
五月廿三日 午前五時二十分 「アカボネタ Acaponeta」着
同 日 午後五時三十分 同前発車
同 13 午後九時 「キミチ Quimichi」着
五月廿四日 午前五時三十分 「キミチ」発車
同 日 午後三時 「アカボネタ Acaponeta」着
同 日 午後六時十分 「アカボネタ」発車
五月廿五日 午前五時 「サン，チアゴ Santiago」着同日同処検聞
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五月廿七日 午前五時半
五月廿八，廿九日
五月三十日 午前九時
同 日 午後零時三十分
同 日
同 日
午後六時三十分
午後八時
「テヒ°ック」着
同処滞在
同処発車（馬車）
「プガ Puga」着
「プガ」発
「テピック」着
同 日 五月三十一日，六月一日同処滞在
六月二日 午前十時 同処発車，「ハウノ、 Jauja」二至リ製棉処見聞
六月三日
同 日 午後四時四十五分
同 日 午後八時五十分
六月五日，六日，七日，八日，九日
六月十日 午前二時三十分
同 日 午前五時四十五分
六月十一日 午後六時四十五分
六月十二日 午前二時十五分
六月十四日
六月十五日 午前九時
六月十六日 午前七時十分
同 日 午前十一時三十分
同 日 午後一時
同 日 午後四時
午後零時半「テヒ°ック」帰着
「テヒ゜ ック」滞在
同処発車
「ナヴァルレテ Nouarrete」着
「ナヴァルレテ」郡各処土地巡見（馬車）
「ナヴァルレテ」発車
「サン，チヤゴ」着同日近傍土地巡回
「サン，チヤゴ」発
「サン，ブラス SanBlas」着
同処滞在
同処出発「アグアダ」二至リ土地見聞
同日午後四時半帰着
「サン，ブラス」発（乗馬）
「アテカマ」着
「アテカマ」発
「サン，ブラス」着
六月十七日，十八日，十九日，廿日 同港滞在近傍商，農業見聞
六月廿一日 午前七時 「サンブラス」ョリチノニ至リ土地見聞
午前十時帰港
六月廿二日，廿三日，廿四日，廿五日 同港滞在
六月廿六日 午前十時四十分 同港出帆
六月廿七日’ 午後零時四十分 「マンサニョ Manzanillo」港着
六月廿八日 午後二時 同港発車（汽車）
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同 日 午後六時三十分 「コリマ」着
六月廿九日 同処滞在
六月舟日 午前九時 同処出発サシカイクノニ至リ製棉場及珈琲耕地見
聞午後一時帰着
七月一日 午前八時 「コリマ」発（乗馬）ノゲラス Nogeras甘庶耕
作ニテ見聞ノ上御午後五時三十分「コリマ」帰着
七月二日 午後一時十分 「コリマ」発（乗馬）
同 日 午後七時十五分 「サン，ァントニヲ」珈琲耕地着
七月三日 午後三時 「サン，アントニヲ」発
同 日 午後九時四十五分 「コリマ」着
七月四日 同処滞在
七月五日 午前七時五分 「コリマ」発車（汽車）
同 日 午前九時四十五分 「パソデリオ Pasode Rio」耕地着
同 日 午後三時四十五分 同処発
同 日 午後六時三十分 「コリマ」着
七月六日 午前七時半 「コリマ」発（乗馬）「コリマ」 ョリ 「アカプル
コAcapulco」二至ル
同 日 午後三時五分 「ナラハシ」着
七月七日 午前八時 「ナラハシ」発
同 日 午後四時二十分 「トルヘス」着
七月八日 午前六時 「トルヘス」発
同 日 午後八時 「コアルコマン Coalcoman」着
七月九日 「コアルコマン」滞在
七月十日 午前九時三十分 「コアルコマン」発
午後十一時三十分 「プエンテショ」着
七月十一日 午前十時 同処発
午後七時五分 「アギリヤ Aguililla」着
七月十二日 同処滞在
七月十三日 午前七時三十分 「アギリヤ」発
同 日 午後七時 「セラ，プリエト」着
七月十四日 午前九時 「セラ，プリエト」発
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同 日 午後七時 「エル，ガンチョ」着
七月十五日 午前八時三十分 「エル，ガンチョ」発
同 日 午後六時十分 「サン，アン土ニヲ」着
七月十六日 午前七時四十五分 「サン，ァントニヲ」発
同 日 午後五時 「カリサル Carizal」着
七月十七日 午後四時 「カリサル」発
同 日 午後六時四十五分 「ベルナチェ」着
七月十八日 午前八時 「ベルナチェ」発
同 日 午後六時十五分 「アルマテス」着
七月十九日 午前八時 「アルマテス」発
同 日 午後十時 「タマリワス」着
七月二十日 午前十一時三十分 同処発
同 日 午後六時十五分 北「コユキャ」着
七月廿一日 午前八時 同処発
同 日 午後六時五十分 「ラ，ウニオンLaUnion」着
七月廿二日 午後零時 「ラ，ウニオン」発
同 日 午後五時四十五分 「ヲグニャ」着
七月廿三日 午前八時 「ヲグニャ」発
同 日 午後八時十五分 「アグア，デ，ロルレア」着
七月廿四日 午前九時十五分 同処発
同 日 午前十時十分 「シワタネホ Zihuatanejo」港本日同地見聞
七月廿五日 午前十時 同処発
同 日 午後六時三十分 「サン，ヘルシシトー」着
七月廿六日 午前八時 同処発
同 日 午後七時三十分 「カヤカル」着
七月廿七日 午前十時三十分 同処発
同 日 午後二時三十分 南「コユキャ Coyuquilia」着
七月廿八日 午前七時二十五分 同処発
同 日 午後三時四十五分 「サン，ルイス SanLuis」着
七月廿九日 同処滞在
七月舟日 午前八時四十五分 「サンルイ SanLuis」発
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同 日 午後三時五十分 「テクパン Tecpan」着
七月舟一日 午後一時三十分 「テクパン」発
，同 日 午後六時 「サンヘロニモ SanGeronimo」着
八月一日 午前七時二十分 同処発
同 日 午後五時五十分 「コユカ Coyuca」着
八月二日 午前十一時 同処発
同 日 午後五時三十分 「エヒド，ヌエボ」着
八月三日 午前九時 同処発
同 日 午後零時 「アカプルコ」着
八月四日，五日，六日 同処滞在
八月七日 午前六時二十分 「アカプルコ」発（乗馬）
同 日 午後四時三十分 「プロヴイデンシア Providencia」着
八月八日 午前八時三十五分 同処発
同 日 午後六時 「サンタ， ロサ」着
八月九日 午前九時 同処発
同 日 午後零時十分 「サンタ，バルバラ SantaBarbara」着
八月十日 午前九時二十五分 同処発
同 日 午後六時 「サン，クリストバル」「セウトラ」ヲ経テ「サ
ンタロサ」着
八月十一日 午前八時三十分 「サンタロサ」発
同 日 午後七時三十分 「プロヴイデンシャ」着
八月十二且 午前八時 同処発
同 日 午後六時 「アカプルコ」着
八月十三日ヨリ十六日迄 同処滞在商農取調
八月十六日 午前六時五十五分 同処発（乗馬）
同 日 午前九時二十分 「エデン」綿試作地着
同 日 午後三時十五分 「エデン」発
同 日 午後六時十五分 「アカプルコ」着
八月十七日ヨリ廿九日迄 同処滞在取調
八月三十日 午後五時四十分 「アカプルコ」出帆
九月一日 午前六時十分 「サリナ，クルス SalinaCruz」‘港着
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九月一日 午後零時
同 日 午後零時五十分
九月二日ヨリ十八日迄
九月十九日 午前三時四十五分
同 日 午後八時二十分
九月二十日 午前八時
同 日 午後五時五十分
九月廿一日 午前七時十五分
同 日 午後五時三十分
九月廿二日 午前七時五分
同 日 午後六時
九月廿三日ヨリ廿六日迄
九月廿七H 午前七時
同 日 午後五時
九月廿八日 午前六時
同 日 午後六時十五分
九月廿九日 午前七時
同 日 午後一時四十五分
九月三十日，十月一日，二日
十月三日 午前十一時三十分
同 13 午後三時四十分
同 日 午後六時
同 日 午後七時三十分
十月四日 午前七時
十月五日 午前一時
十月五日 午前七時
十月六日 午前二時三十分
以上合計日数百七十三日
同処発（汽車）
「テウアンテベック Tehuantepec」着
同処滞在農商業見聞井近傍巡見
「テウアンテペック」発（乗馬オハカ Oaxaca
ニ至ル）
「テキシトラン Tequisitran」着
同処発
「ラス，ヴアカス」着
「ラス，ヴアカス」発
「サン，バルトウス SanBartolos」着
同処発
「サン，カーロス SanCarlos」着
「サン，カーロス」滞在
「サン，カーロス」発
「サン，フアニョ」着
同処発
「トラコルラ Tlacolula」着
「トラコルラ」発
「ヲアハカ」着
「ヲトハカ」滞在
「ヲアハカ」発車（馬車）
「エトラ Etola」着
「エトラ」発（汽車）
「サンパプロ」着
「サンパフ゜ 口」発
「トメリン Tomellin」発
「トリメン」着
墨府着
内半昼夜以上航海日数四日（即五月四日，六月廿六日，廿七日，八月舟一日）
右相違無之侯也
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明治廿五年十月八日 右墨国墨府
領事代理領事館書記生藤田敏郎 〔印〕
15. 明治25年11月10日〔第73号〕「旅費前渡金八百円返納方実費支出交付ノ件」
外務次官林董ヨリ在墨西其領事館出納官吏藤田敏郎宛
明治二五年十一月十日発遣
〔第七三号J
外務次官林 蓋
在提西紆領事館
出納官吏藤田敏郎殿
貴官太平洋沿岸巡回二係ル旅費去ル三月申請八百円米金六百弗引渡金トシテ決算額ヲ以支
出交付ノ義二付テハ右前渡金ハ全額戻入致シタキ旨該額□及領収証ヲ以返納可有之候依
而返納告知書相添此段申進候也
16. 明治25年10月18日〔機密第9号〕「巡察二際シ墨国諸大臣ヨリ保護助カヲ受ケタルニ
付礼状発セラレ度」
領事館書記生藤田敏郎ヨリ外務大臣陸奥宗光宛
〔機密第九号〕
先般小官当国太平洋沿岸巡察致候際当国政府ハ特別ノ取計ラヒヲ以テ外務，大蔵， 陸海
軍，農商務之諸大臣ヨリ紹介状ヲ発シ殊二大統領「ヂアス」氏ハ日本人一行二可及的ノ保
護助カヲ仮シ候様私書ヲ以テ所在官司二訓令ヲ与へ候二付テハ諸州知事，郡長，市村長，
鎮台士官及ヒ税関官吏等ノ好遇ヲ受ケ取調上便宜ヲ得候者不少候旨何卒閣下ヨリ当国外務
大臣二向ケ大統領以下ノ厚情二対シ礼状御発送相成候様致度此段及申請候也
明治廿五年十月十八日
外務大臣陸奥宗光殿
在メキ
領事代理領事館書記生藤田敏郎 シコ日本帝
国
17. 明治25年12月2日〔送第76号〕「右件二付帝国駐割同国公使ヲ経謝詞申入タルニ付回
答」
外務次官林董ヨリ領事代理藤田敏郎宛
明治廿五年十二月二日起草
明治廿五年十二月二日発遣
〔送第七三号〕
在墨国帝国領事代理
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領事館書記生藤田敏郎殿 外務次官林 董
太平洋沿岸巡回二際大統領以下ノ厚遇二対シ謝詞申入方上申二対スル回答
貴官先般太平洋沿岸巡回ノ際大統領閣下以下諸大臣ヨリ懇切二紹介ヲ御為之巡回先於而厚
遇便益ヲ致得候二付其謝状発送方十月十八H附ケ機密第九号ヲ以テ大臣へ御上申ノ趣承知
右者帝国駐割墨国公使ヲ経テ其筋へ謝詞申入レ相成侯此段及回答候也
18. 明治25年11月17日〔送第872号〕」巡回旅費受払方ノ件」
外務次官林董月リ在墨西其領事代理藤田敏郎宛
明治廿五年十一月十七日起草
明治廿五年十一月十七日発遣
〔第八七二号〕
在墨西班
領事代理藤田敏郎殿
巡回旅費之件
外務次官林 董
墨国太平洋沿岸地方巡回二係ル旅費之義二付会計第三十八号以テ稟請之趣領悉右ノ間百七
十三日分貴官井ジョンス日当金千七百拾弗ハ去月廿一日附第七七八号以テ申入ノ通リ特別
ノ詮議ヲ以テ機密費中ヨリ米金千七百拾弗回送済二付実費船車料墨銀七百五拾三弗七拾銭
御請求之高ハ別二差出可致候得共案内者雇入ノ件ハ最初本省ノ承認ヲ得ベキ筈ナルニ手続
ヲモ了セス且ハ経費科目二照シ相当ノ科目ナキヲ以テ支弁ノ途無之侯間左様了承相成候
掠ジョンス日当船車料等表面支払得ンハ先ツ補助員卜為ス手続ヲ了シモ得給与ヲモ併セ給
スル場合二限リ候義二付今回ノ旅行ハ貴官単行ノモノト為シ陸行若クハ滞在ノ日数八十日＇
間日当金貨四百円（一日金貨五円）此銀貨五百弐拾円井船車料墨銀弐百三拾三弗七拾銭合
計七百五拾三弗七拾銭為替便ヲ以テ回送可致候間八十日間ノ経歴書井該弐百三十三弗七拾
銭二恰当スベキ行路ノ船車料請求書至急提出可相成候
薬二回送シタル八百円二対スル米金六百弗ハ本年四月送第三六号二閲シ返納可相成議ナル
有之旨申越候処右ハ米金ノ旅費二対シ支払□何等差支無之若金貨或ハ嬰銀二対シテハ難
支払二付該金ハ返納之手続御取計可相成候
右回答芳申入候也
追而雖二電信為替ニテ回送方御請求相成候金貨千七百拾円ノ額ハ都テ日当二充ツルモノ
トモ存セサルニ付不取敢米金ニテ回送候処会計第三十八号信二因レハ該千七百拾円ハ悉
皆日当ニシテ此米金千七百四弗八拾九銭二付差額米金五弗拾壱銭ハ至急本官宛為替便ヲ
以テ還送可相成候也
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〔付属書類〕 藤田敏郎諸費
藤田敏郎百六十九日分陸路日当金貨五円ツヽ 845.00 
” 同日分海路日当金貨二円ツヽ 10.00 
米人ジョンス氏百六十九日分陸路日当金貨五円ツヽ 845.00 
” ”日分海路日当金貨二円ツヽ
巡回車馬賃経費藤田敏郎
．井米人ジョンス氏分
案内者雇賃
墨銀
'10. 00 
1,-710. 00 此額ハ十月十四日
電信為替ニテ機密金
ヨリ送出済
753.70 此額対シテハ三月十五日
114. 00 
米貨六百弗二換八百円回
送済二付差引四十円三十
銭ノ残アリ
車馬賃案内者料ハ科目ニ
照シ仕払ノ途ナシ
19. 明治25年11月25日〔送第13号〕「藤田領事代理墨国巡回中大統領其他ヨリ厚遇ヲ受ケ
タル義二付謝詞申入ノ件」
外務大臣陸奥宗光ヨリ墨西其派遣特命全権公使ジョーゼ，マルチン，ラスコン宛
明治廿五年十一月廿五日起草
明治廿五年十一月廿九日発遣
〔送第十三号〕
墨西班国特命全権公使
ジョージ，マルチン，ラスコン閣下 外務大臣陸奥宗光
藤田領事代理旅行之節諸大臣ノ厚意二依リ到ル所厚遇ヲ得タルニ付右謝辞其筋二申入
方依頼
以書翰致啓上候陳者貴国墨西其府在勤帝国領事代理領事館書記生藤田敏郎義先般貴国内地
旅行ノ節ハ大統領閣下井二外務卿其他諸卿ヨリ懇切ノ厚意ヲ被為表為二到ル所諸州ノ知事
郡長ヲ始メ所在官司ノ充分ナル厚遇及暫助ヲ添フシ職務上大二便宜ヲ得シ趣此程同領事代
理ヨリ具申有之本大臣二於テモ貴国政府御厚意ノ段満足ノ至二候就而右本大臣ノ謝辞閣下
ヨリ其筋二可然御進達相成侯様及御依頼候也敬具
151 
838 闊西大學「紙清論集」第35巻第5号 (1986年2月）
〔英文省略〕
〔西文省略〕
20. 明治21年12月1日「前件回答」
特命全権公使ジョーゼ，マルチン，ラスコンヨリ外務大臣陸奥宗光宛
〔西文省略〕
21. 明治25年1月19日〔機密第12号〕「旅費日当二関スル回答」
在墨府領事代理領事館書記生藤田敏郎ヨリ外務省移民課長原敬宛
〔機密第十二号〕旅費日当二関スル回答
本年十月廿一日附機密第七七八号十六ヲ以テ当方ヨリ請求及候旅行日当金貨千七百拾弗ノ
処ハ当初ノ予定ヨリ増加シ嘗テ回答相成候舟車賃八百円ノ外之二充ツベキ経費無之ヲ以テ
特別ノ御詮議ヲ以別途御出金二相成候次第二付此上請求候共支出ハ難相成旨線々御申越之
趣致了承侯然ルニ当方ヨリ請求致候ハ旅費二無之電文ニモ記載有之侯通リ小官井ジョンス
両人分旅行中ノ日当ニシテ該旅費見積金八百円トハ全ク種類ヲ異ニシ彼費聯力関係無之モ
ノニ御座侯嘗テ次官ヨリ本年三月十六日付送第ニ一号ヲ以テ船車賃見積八百円回送相成日
当等ハ旅行ヲ終リ次第可申上候旨御指示相成日当ノ前渡金更二無之二付旅行中ハ私金ヲ以
テ当人ヨリ旅宿其他ノ該費二充テ申候依テ帰府早々御達示ノ趣二従ヒ日当金回送方御請求
候追テ別段ノ御支出ヲ請求致候二無御座候旅費即船車賃ノ義ハ御指示ノ通リ八百円以内ニ
テ仕払相遂ケ臨時雇入案内者経料百拾四弗ハ更二支出相成度旨本月会計信第三十八号以ヲ
テ夫々同官閣下へ申進置候□□□□□相成度侯此段回答労弁明申進候也
明治廿五年十一月十九日
外務省移民課長原 敬殿
在墨府領事代理
領事館書記生
在メキ
藤田敏郎斤品帝I
国領事
2. 明治25年1月19日〔送第25号〕「太平洋岸諸地巡見報告中 第一章旅行経歴，第二章
農業編進達」
在領事代理藤田敏郎ヨリ外務次官林蓋宛
〔公信第廿五号〕 〔受第一五八五九号〕
先般小官当国太平洋岸諸地巡見報告書中第一章旅行経歴及第二章農業編別冊ヲ以テ及進達
候間御入手相成度此段申進候也
在墨府領事代理 在メキ
明治廿五年十一月十九日 領事館領事書記生藤田敏郎 シコ日本帝
外務次官林 蓋殿 国領事
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23. 明治茄年11月29日〔送第26号〕「太平洋諸地巡見報告書中 第三章土地編進達」
在墨府領事代理藤田敏郎ヨリ外務次官林董宛
839 
24. 明治25年12月8日〔送第29号〕「太平洋諸地巡見報告書中 第四章商業及運輸進達」
在墨府領事代理藤田敏郎ヨリ外務次官林董宛
25. 明治25年12月18日〔送第31号〕「太平洋諸地巡見報告書中 第五章工業，鉱業， 第六
章賃金，生計，第七章結論進達」
在墨府領事代理藤田敏郎ヨリ外務次官林蓋宛
26. 明治25年12月18日〔機密第13号〕「巡回中雇入案内者井旅衆ノ件」
在墨国墨府領事代理領事館書記生藤田敏郎ヨリ外務次官林蓋宛
先般当国沿岸地方巡回二係ル旅費井案内者雇料等及稟請候処本年十一月十七日付機密送第
八七二号十七ヲ以テ線々御回答ノ趣致領悉候然ルニ案内者雇入ノ件ハ当初本省ノ承認ヲ得
ヘキ者ナルニ其手続ヲ了セス候相当科目無之二付至急セザル旨御申越相成侯処右ハ臨時ノ
義ニシテ彼ノ如ク旅行困難二有之案内者ノ必用ナルコトハ予期不致候間前以請求不致候当
国ノ旅行ハ小官ノ報告ニテ御承知候有之候通欧米開□国二於ケルモノトハ同日ノ談二無之
彼コリマ アカプルコ港間ノ如キ過半道路卜可称者無之小渓痕跡ヲ認ル処不少候間外国人
ノ旅行ニハ勿論異国人ニテモ案内者ヲ要シ左ナクバ到底旅行難相叶候元来案内者ナルモノ
ハ単二案内ヲナスノミナラズ馬主ニシテ朝夕乗馬駄馬ノ食料宛行ヒ鉄靴ノ注意等ヨリ荷物
ノ上下ハ勿論馬二関スル百般ノ用便ヲナシ且小官等ノ薪炊，テント，寝床ノ伸縮等ヲ主ト
リ乗馬旅行必需ノ者二有之候間当国旅行者ハ必ズ相応ノ案内者ヲ雇便致スハ一般ノ習卜相
成居候仮令小官等案内者ヲ不雇百事自ラ致スモ到底到着先ヨリ其馬ヲ送還スルノ必用有之
案内者雇賃ヨリ莫大ノ入費ヲ要シ候若之力送還ヲ省カントセバ宿駅ニテ継替スルノ必用有
之候共同行者ノ乗駄馬ヲ合セ十一頭有之道中馬ヲ継立ツル場処殆ンド無之ノミナラズ通リ
一逼ノ旅行者ヲ信用シ馬，馬具等ヲ貸与スルモノ無之万一有トスルモ土人小官等ノ必需ヲ
知リ高価ヲ貪ルハ易キ理ニシテ不経済甚敷モノニ御座侯況シテ小官等ハ巡視卜薪炊，荷物
ノ上下，馬ノ手入等ヲ兼行ヒ且羅針盤ナシニ大洋ヲ航スルト一般案内者ナシニ旅行スルコ
ト不能ハ申ス迄モナキ義卜存候然ルニ予算無之ヲ以テ右仕払方御拒絶二候ヘバ致方無之候
共此ノ如ク予期セザリシトノ廉ヲ以テ御下付無之ハ少シク了解二苦シミ候処二御座候相当
科目ノ処ハ雑費ノ諸謝金力又ハ雑給中ノ給与ヨリ御支弁相叶間敷ヤト存候如何哉小官先般
ノ巡回途中二危険ノ虞アル場処不少卜聞及候間出発前当外務大臣へ懇請致シ処モ有之大統
領閣下ノ行為ニテ到ル処衛兵又ハ巡査ヲ付セラレ候処当国ノ習慣ニテ衛兵ノ手当ハ被衛者
支弁致事二有之ヤキー原野ニテハ衛兵六名二数日間一人一日五十仙ヲ贈与致コリマ， ミチ
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ヨアカン両州旅行中モ常々騎馬巡査両名ツツ護衛致候間夫々小官給与致候共別段雇入ノ給
料二無之候間先般償還方請求二不及候処案内者雇料二関シテ左ノ如キ御訓示無之処ヨリ察
スレバ若小官等危険ノ場処ヲ旅行シ万ー大統領ノ特別訓令無之候節ハ臨機ノ処分ヲ以テ衛
兵之雇入ヲ最寄鎮台又ハ地方官二請求スル必要有之候得共外務省二前以稟請セサレバ其危
険ハ巡回者自衛セザル可カラズトテ其雇料ノ御償還無之候将来ノ参考ノ為相伺置度候卜存
候次ニジョンス船車料等ハ本年三月十六日付送第ニ一号ヲ以テ小官ノ分卜同様八百円ノ内
ヨリ支弁可致旨御申越ノ処御来訓ニョレバ表面支払難致候二付今般ノ旅行ハ総テ小官単行
セシモノト為シ八十日間日当銀貨五百廿円卜船車料弐百三十三円七十銭卜計算書改メテ出
来可申旨御申越相成左スレバ船車料ノ領収証右金員二符合セザル等ノ困難不少候間同行車
ト負担ヲ異ニセシ姿トシテ決算可致候二付左様御承知相成度候
小官井ジョンス当人分日当金貨千七百拾円ハ機密費中ヨリ御支出ノ趣二付以別紙当人分請
取証差進候間入手相成度候
右回答労申進候
明治廿五年十二月十八日
外務次官林 葉殿
在墨国墨府領事代理
領事館書記生藤田敏郎
???? ??
追テ鏃二電信ヲ以テ日当金貨千七百円及請求候処米金ニテ同額御送付相成為替上ノ御都合
卜存候処此度墨弗ノ差額五弗十一仙至急返納可致旨申越ノ趣致了承侯当府卜本邦間ノ為替
殊二米金ノ為替難不得候二付不得止閣下払紐育渡ノ為替封入致候間正金銀行へ御売却相成
度候偕券面二十弗卜有之侯ハ当府ノ習慣上十弗以下ハ各銀行ニテ為替取組不申候二付滋二
不得止十弗卜致候次第ナレバ右ノ内五弗十一仙御査収ノ上残余ハ当館物品購金ノ内トシテ
用度部小野誠一氏へ御交付相成候様致度候
〔添付領収書j
領収証
一金貨八百五拾五円也
右正二領収候也
明治廿五年十月十七日
機密費
在墨府領事代理
領事館書記生藤田敏郎 〔印〕
（添付領収書〕
ァップジョンズヨリ領事代理藤田敏郎宛
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Recibi de Sr. T. Fujita, Consul de Japon la cantidad 
de Ocha Cientos C切quentay Cinco Japnaese Gold Yen 
匹 cuentade Salary for Travelling 
・Mexico, Oct. 17 de "1892 
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〔サイン〕
27. 明治25年12月18日〔会計第47号〕「旅費日当請求ノ件」
領事館書記生藤田敏郎ヨリ外務次官林董宛
〔会計第四十七号〕
旅費日当請求ノ件
小官当国太平洋沿岸地方巡回二関スル旅費別紙甲乙号ノ通リ船車料墨銀弐百参拾参弗七拾
仙及旅行日当八十二日分（内四日ハ船行）金貨四百円此銀貨五百弐拾円二有之候間右額至
急御送金相成候様致度此段及請求候也
明治廿五年十二月十八日
外務次官林 董殿
〔別紙）甲号
頭註二〔不用〕卜朱書アリ
在墨府領事代理
領事館書記生藤田敏郎
在メキ
シコ
日本帝
国領事
墨国太平洋沿岸巡回実費船車賃計算書
ー，墨銀百拾四弗拾七仙 墨府ヨリグアイマス港間汽車賃
ー，同 参拾弐弗 グアイマス港，ヱ生乞港間汽車賃
ー，同 拾壱弗五拾参仙
ー，同 五拾八弗
一，同 拾八弗
了立ヨリ，マサトラン港，サンブラスヲ経テマンサ
ニヨー間汽船賃
マンサニョー，コリマ市，アカプマコ港ヲ経テ，テッ
アンテペック市間乗馬一頭雇賃
テウアンテペック市，オアハカ市墨府間乗馬一頭雇賃
合計墨銀弐百参拾参弗七拾仙
右之本官巡回中支払実費書面之通相成候且各処二於テ何レモ領収書取リ得ザリシヲ以テ滋
二之ヲ証明候也
右墨府領事代理
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明治廿五年七月十日
〔別紙〕乙号
頭註二〔不用〕卜朱書アリ
領事館書記生藤田敏郎 〔印〕
太平洋沿岸旅行経歴書
四月十七日
同月廿：：：：日午前十時四十分
同月廿六H 午前三時廿五分
同月 日午前七時三十分
同月 日午前八時
同月廿七日 午前七時五十分
同月廿八日 午前四時
同月 舟日午前十時十五分
墨府発車汽車
グアイマス港着
同処出帆
アルゴトネス港着
同処発車
トーリン着
同処発車
アルゴトネス港着
同月舟日午前六時廿五分 同処出帆
同月舟H 午前十時十分 同処滞在
五月一，二，：：：：H 同処滞在
同月四日午後0時三十分 同港出帆
同月 五日午前八時三十分 アルタヽ港着
同月 日午後一時三十分・ 同処発車
同月 日午後三時五十分 クリアカン着
同月六，七，八H 同処滞在
同月九日午前八時十五分 同処発車
同月 九H 午前十一時三十分アルタヽ港着
同月九日午後二時十五分 同港出帆
同月十日午前七時二十分 マサトラン港着
同月十一，十二日 同港滞在
同月十三日午後六時 同港発車（馬車）
同月十九日午前四時 テヒ゜ ック府着
同月廿，廿一日 同処滞在
同月廿二日 午後四時四十五分同処発車
同月 日午後八時五十分 ナヴァルレテ着
同月廿三，廿四日 同処滞在
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同月廿五日午前二時二十分 同処発車
同月 日午前五時四十五分サン，テアゴ着
同月廿六日 同処滞在
同月廿七日 午後六時四十五分同処発車
同月廿八日 午前二時十五分
同月廿九，舟，舟一日，一日
六月 二日 午前十時四十分
同月 日午後0時四十分
同月三日午後二時
同月四，五日
六月 六日午前七時三十分
同月廿日午後0時（順路）
同月廿ー，廿二，廿三日
同月廿四日 午後五時四十分
同月廿五日 午前六時十分
同月 日午後0時
サンプラス港着
同処滞在
同処出帆
マンサニョ港着
同港発車（汽車）
同処滞在
コリマ発馬
アカプルコ着
同処滞在
同港出帆
サリナ，クルース着
同処発（汽車）
同月 日午後0時五十分 テウアンテペック着
同月廿六日 同処滞在
同月廿七日 午前四時 同処出発（発馬）
七月 一日 午後一時四十五分ヲハカ市着
同月二，三日 同処滞在
同月 四日午前十一時三十分同処発車（汽車）
同月 七日 午前二時舟分 （順路）墨府着
合計日数八十二日
内半昼夜以上航海日数四日 五月四日，六月一日，六月二日，六月廿四日
28. 明治26年1月27日〔送第83号〕「案内者雇入費其他支出シ難キ旨云々回答」
外務次官林葉ヨリ領事代理藤田敏郎宛
明治廿六年一月廿七日発遣
〔機密信〕廿七日便送リ
領事代理藤田敏郎殿 外務次官林
巡回旅費之件
843 
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844 闊西大學「純清論集」第35巻第5号 (1986年2月）
墨国沿岸地乃巡回旅費乃義二件機密第十三号以テ予テ御申越之趣夫々左二再複候
案内者雇入之謡ハ最初本省ノ承認ノ手続ヲモ了コトハ相当科目ナキヲ以テ支弁ノ途ナキ旨
盤二申進タル点二対ジ云々申越二候得共要スルニ前以テ申越候成侯得ハ旅費中差繰ヲモ為
・シ得タル義卜存シ候得共如何ニセン本年度経費ノ内殊二旅費額ハ痛ク減殺シアルニモ拘ラ
ス必須ノ旅行巨多アリシヲ以テ既二全部ヲ払底シタル姿二付該費ヨリ支出シ難キハ勿論去
リ述申越ノ如ク諸謝金又ハ給与ノ目ヨリ支払得ヘキ性質ノモノニ有之依何レノ途支出難致
侯間左様御承知可相成候且又危険ノ場所ヲ旅行臨機衛兵ヲ雇入候等ノ場合二於ケル費目之
義二付テモ云々御申越候趣モ有之候得共元来経費予算ハ目節ノ小部分ヨリ組織セラレタル
モノニシテ目節ニハ其年度二起ルヘキ予定件数迄ニモ掲載シタルモノナルヲ以テ若シ前願
ノ如キ場合二於テ衛兵ノ雇入ヲ要スル節ハ先ツ経費額ハ何レノ項目ヨリ支出シ得ル哉ヲ調
査スルノ必用アリ又ハ如此費額ハ支出ノ途ナキモロ要務ノ次第二因リ次年度□議会ノ協贅
ヲ需ムル場合モ可有之義二付事前以本省ノ承認ヲ得ヘキ筈二有之侯
右再複候也
29. 明治26年1月27日〔私信〕「米金拾弗ノ為替交換ノ件」
会計課長関口程ーヨリ領事代理藤田敏郎宛
〔号外〕
領事代理藤田敏郎・殿 ． 関口程一
廿五年十二月十八日付機密第十三号外務次官宛□□ 二依テ御回送相成侯米金拾弗之為
替券正二領収候申越之通リ正金銀行へ及売却侯間別紙予定書ノ如ク銀貨拾四円七拾壱銭ト
相成依テ此額ヨリ本省へ返納之米金五弗拾壱銭二対スル代リニ銀七円五拾壱銭四厘差引該
額七円拾九銭六厘ハ用度部為経額へ相渡シ貴館購入品資金二為相成候該金額二対シ正当証
書ハ同人ヨリ直接書類ヲ差出候条為□御申越有之候此段申進候也
明治廿六年十二月廿七日
ao: 明治26年2月7日〔送第12号〕「会計信四七号二係タル別紙経歴書実費要求書訂正方
ノ件」
外務大臣官房会計課長関口程ーヨリ在墨西其領事館領事代理藤田敏郎宛
明治廿六年二月 七日起草
明治廿六年二月ーニ日発遣
〔送第ー ニ号〕
在墨西其領事館
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領事代理 藤田 敏郎 殿
貴官客年太平洋沿岸巡回二係ル旅典本便ヲ以テ回送侯就テハ各客年会計第四十七号二添付
差出ノ経歴書及実費船車賃要求書ハ別紙ノ振合ヲ訂正調節ノ上御差出相成度此段申進候也
〔添付書類〕頭部二付箋「別紙写紙之上送付ノ事」
墨国太平洋沿岸巡回実費船車賃計算書
ー，墨銀百拾四弗拾七仙
参拾弐弗ー，同
ー，同
ー，同
ー，同
拾壱弗五拾参仙
五拾八弗
拾八弗
明治廿五年七月十日
太平洋沿岸旅行経歴書
四月十七日
?
廿三日
廿四日ヨリ五月三日迄
五月四日
????
?
日
五日ヨリ九日迄
十日
日
同十一日ヨリ廿七日迄
同廿八日
?
同廿九日ヨリ六月一日迄
墨府ヨリグアイマス港間汽車賃
グアイマス港アルタヽ港間汽車賃
アルタタヨリマサトラン港サンプラスヲ経テZ
ンサニヨ間汽船賃
マンサニョ，コリマ市アカプルコ港ヲ経テテウ
アンテペック市間乗馬一頭雇賃
テウアンテペック市ヲアハカ市墨府間乗馬一頭
雇賃
合計墨銀弐百参拾参弗七拾仙
右ハ本官巡回中支払実費書面之通リ相当有之且各国二於テ何レモ領収書取リ得ザリシヲ以
テ姦二之ヲ証明候也
在墨府領事代理
領事館書記生
墨府発車
グアイマス港着
同港滞在
同港出帆
アルタタ港着
同所滞在
同港出帆
マサトラン港着
同港滞在
同港出帆
サンブラス港着
同所滞在
藤田 敏郎 〔印〕
?
?
?
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六月二日 同港出帆 船
同 日 マンサニヨ港着
同三日｀ コリマ市着
同四日：五日． 同所滞在
同六日 同市出発 乗馬
同廿日 アカプルコ着
同廿一日ヨリ廿三日迄， 同所滞在
同廿四日 同港出発 乗馬
同 日 テウアンテペック着
同廿五日，廿六日 同所滞在
同廿七日 同所出発 乗馬
七月一日 ヲハカ市着
同二日，三日 同所滞在
同四日 同所出発 乗馬
同七日 墨府帰着
合計日数八十弐日
右之通有之候也
明治廿五年七月 在墨府領事代理
領事館書記生藤田敏郎 〔印〕
〔史料） 2. 「森尾茂助外三名墨国巡回ノ件」「帝国官吏出張巡回及雑件」〔外務省外交
史料館〕 (6門1類6項第14号文書1)
〔目次〕 森尾茂助外三名墨国巡回ノ件
年月日 1 番 号 1自誰 1至誰 I 大 意
明25.3. 7 機密 199 安藤 珍田 森尾茂助外三名墨国巡回費送付ノ件
横浜正金銀行ヨリ外務省会計課宛一片
明25.4. 5. 機密 7 珍田 安藤 右巡回費領収証添回答別紙領収証
明25.4.28 機密 11 珍田 安藤 森尾茂助外三名来着二付巡回費支給交付ノ件
別紙本人領収証井仕訳書
明25.6.10 機密437-16 安藤 珍田 森尾茂助外三名帰朝旅費送金ノ件
明25.6.25 機密 17 珍田 安藤 右帰朝旅費領収本人等へ交付ノ件
別紙領収証
明25.2. 森尾 陸奥 墨国太平洋沿岸巡回復命書
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1. 明治25年3月16日〔機密第199号〕「森尾茂助外三名墨国巡回費送付ノ件」
通商局長ヨリ在桑港珍田領事宛
明治廿五年三月十六日起草
明治廿五年三月十七日発遣
〔機密第一九九号〕
在桑港珍田領事殿 通商局長
森尾茂助外三名墨国巡回費送付ノ件
森尾茂助外三名
847 
各者今般外務大臣ノ内命ヲ帯ビ墨国視察ノ為メ同便当地致出発候二付各一行ノ巡回費米金
千六百〇四弗六拾仙別紙横浜正金銀行為替券ヲ以テ貴局迄及送付候間右金額之内ヨリー行
ノ桑港ヨリ本邦迄ノ帰国二等旅費分ヲ引去リ貴局二於テ保管之上一行帰航之際御交付相成
度将又引去右残額ノ分ハ当地二於テー行之該入費支払之上暫時墨府藤田領事代理へ回送相
成ルトモ又ハー行へ交付セラルトモ臨機可然御取計相成度大臣ノ命二依リ此段申進候也
〔添付書類〕
為替受取人 Mr. S. Chinda 
銀貨高 弐千百六拾円也
為替相場 七拾壱弗
外国貨幣高 米金千六百〇四弗六拾仙
右之通御座侯也
明治廿五年三月壱拾六日横浜正金銀行
外務省会計課記事
2. 明治25年4月5日〔機密第7号〕「巡回費領収証添回答」
在桑港領事珍田捨巳ヨリ通商局長安藤太郎宛
〔機密第七号）
森尾茂助外三名墨国巡回費送付及保管之件二関シ正金銀行□□□□□三月十七日付機密送
第一九九号ニョル□御来示之趣逐一□俯而右金額二対スル領収証別紙ー□間御査収
相成度侯此段回答申進候也
明治廿四年四月五日
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在桑港
1領事領事 珍田捨巳珍田
捨巳
通商局長安藤太郎殿
3. 明治25年4月28日〔機密第11号〕「森尾茂助外三名来着二付巡回費支給交付ノ件」在
桑港領事珍田捨巳ヨリ外務省通商局長安藤太郎宛
〔機密第十一号〕
墨国視察員ノ件
今般外務大臣ノ内命ヲ受ケ墨国視察ノ途次来港相成候森尾茂助外三名旅費米金千六百〇四
弗六十仙ノ額三月十七日付機密送第一九九号ヲ以テ御送付ノ趣拝悉致シ右一行ハ予期之通
リ本月一日入港之汽船「ゲリック」号ニテ来着ナレドモ航行中天然痘患者発生セシヲ以テ
一時上陸ヲ拒絶セラレ其後二週間当港内「エレジェル」嶋疫所之受験ノ末去ル十六日上陸
被差許依而十九日午前九時墨国へ向ケ出発致候肋而其時前述金額中ヨリ御来示二従ヒ帰航
賃及諸雑費ヲ引去リ之ヲ本館二預リ置キ而シテ残額ハ悉皆右一行二交付シ旅中差当所要之
分ハ米貨二交換シ其他ハ皆墨国紙幣及信用状トナシ携帯相致候別紙仕訳書井二領収証添此
段及回答候也
明治二十五年四月二十八日
在桑港
珍田捨巳鳳捨胃巳外務省 領事・
通商局長安藤太郎殿
4. 明治25年4月3日「領収証」
ー米金千六百四弗六拾仙
是当森尾茂助外三名 墨国巡回旅費
右正二領収候也
廿五年四月三日
在桑港
珍田 捨巳 領珍捨 事田巳1 領事
通商局長安藤太郎殿
5. 墨国視察員旅費仕訳書
「 墨国視察員旅費仕訳書
ー米貨一千六百〇四弗六拾仙 元受高
内訳
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ー米貨参百四拾弗
桑港横浜間帰国船賃四人分
ー米貨壱百弗
帰途諸雑費見積額
計米貨四百四拾弗
米貨壱千壱百六十四弗六十仙
内訳
ー米貨二百二十九弗
内
二十弗 桑港宿泊料三日分四人分
本館預高
交付総額
米貨渡高
百〇六弗 桑港ベンソン間二等汽車及臥眠車賃四人分
七十二弗 ベンソン，ゴワヤマ間同上見積額
二十五弗 赴墨旅中諸雑費四人分
六弗 電信料追而藤田領事ヨリ返償スヘキ分
ー米貨九百参十五弗六十仙
為替ノ便欠キ候二付墨国紙幣二交換携帯ノ分
右ノ通
6. 明治25年4月17日「領収証」
領収証
ー米金壱千六百四弗六拾仙
849 
右金額墨国巡回費壱千六百四弗六拾仙内ヨリ桑港墨国間往復巡回費トシテ領収侯也
明治二十五年四月十七日
恒屋盛服
森尾茂助
榎本龍吉
高野周省
右代理
領事珍田捨巳 恒屋盛服
7. 明治25年6月10日〔機密第437号〕「森尾茂助外三名帰朝旅費送金ノ件」
外務省通商局長安藤太郎ヨリ在桑港領事珍田捨巳宛
明治廿五年六月十日起草
（印〕
〔印〕
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明治廿五年六月十日発遣
〔機密第四三七号〕
在桑港
領事珍田捨巳殿 通商局長安藤太郎
本月四日横浜正金銀行ヲ経貴官二向ケ電信為替ヲ以テ米金四百弐拾参弗也及御送付侯二付
疾ク御落手之事卜存候右＾過般墨国二渡航セシ森尾茂助外参名ノ帰航旅費二有之候間同人
共ーニ御交付相成度此段申進候也
8. 明治25年6月25日〔機密第17号〕「帰朝旅費領収本人等へ交付ノ件」
在桑港領事珍田捨巳ヨリ通商局長安藤太郎宛
〔機密第十七号〕
墨国探検者一行帰朝旅費トシテ米金四百弐拾参弗電信為替ヲ以テ御送付相成候去ル六月十
日付機密送第四参七号ヲ以御来示之趣了悉致候右□其際正二落手別紙領収証差出候間御査
収相成度尤モ追而本人共へ交付ノ上更二正当領収証ヲ為差出侯此段回答二及侯也
明治廿五年六月廿五日
在桑港
領事 珍田捨巳＇〗
通商局長安藤太郎殿
9. 明治25年6月25日「領収証」
ー米金四百弐拾参弗也
但墨国探検者一行帰朝旅費
右正二領収候也
明治廿五年六月廿五日
在
領事 珍田捨巳胃堕―閂
10. 明治26年2月「墨国太平洋沿岸巡回復命書」
復命書
拙者共前外務大臣子爵榎本武揚閣下ノ内訓ヲ奉シ明治廿五年三月十八日東京発程墨国探検
二従事シ同年十一月廿三日帰朝セリ即チ墨国城内二於テ百九十日ヲ費ヤシ約二百六十六哩
ヲ旅行致候二付必要ノ場所ハ夫々探検致候処墨国太平洋沿岸地方ハ実二我農民ヲ移住セシ
ムベキ適当ノ地卜思考致侯依テ不取敢探行里程表移住適地調査書丈ケ相添へ謹テ復命致侯
也 ・
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明治二十六年二月
外務大臣陸奥宗光殿
森尾茂助•恒屋盛服・榎本龍吉・高野周省
『墨国太平洋沿岸地方調査報告書」〔省略〕
森尾茂助
恒屋盛服
榎本龍吉
高野周省
851 
〔後記〕この2史料は， 外務省外交史料館に所蔵されているが， 『日本外交文書」には，
活字化されていない。ここではできるだけ原文に近い状態で，横組に活字化し
た。
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